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　　　プロローグ





　人類史上はじめて地球を征服した偉大な魔法使いは、死にかけていた。

　草が根こそぎ燃えつき、黒焦げ、ひび割れた醜い地面に、半分焼け落ちた黒いマントにおおわれ、うつ伏せに倒れている。

　粉雪混じりの冬の突風が、彼の上を唸うなりを上げ、通りすぎてゆく。

　手も足も、とっくに麻ま痺ひして動かない。

　何故、自分は敗北したのか。

　魔力の数値は、彼のほうが遥はるかに勝っていた。この宇宙に、彼ほどエウレカの恩恵を受けたものはいない。

　なのに、なにが足りなかったのか。

「考えるまでもない……か」

　と乾いた唇に血の味のする笑みを刻み、低くつぶやく。

　理由はわかっている。

　生まれてきたときからずっと、“〝それ”〟は、彼に与えられなかった。

“〝それ”〟を、じゅうぶんに与えられていたならば、この惨めな結末は変えられたかも知れない。

　だが、今さら仕方がない。

　この世に燦さん然ぜんと輝く魔法帝国を築き上げた彼の死によって、この星は再び有様を変えるだろう。

　どんな世界になるのか、自分にはもう関係ない。

　最後までただ一人、彼に従った少女を思い出す。

　彼のために作られ、彼が命を与えた、彼の最高傑作。



　──必ず戻ります。ユア・マジェスティ。



　自分への誇りと他者への嫉そねみだけが友だった少年時代、彼の人生と、この世界を変える大きなきっかけとなった古びた魔方陣を抱きしめ、熱のこもることのない淋さびしい海色の瞳ひとみで静かにつぶやいたが、あてにしていなかった。








　　一章　僕は世界を滅ぼすと決めた





　北国に、春は遅れて訪れる。

　海に面した県の、山に囲まれたとある町。そんなに田舎でもないけれど、有名な観光地でもなければ、都会でもない。

　そんな町にある公立高校の裏庭で、ゴールデンウイーク明けの桜の花が散る季節に、永なが野の歩あゆむはクラスメイトの女子に囲まれていた。

「迷惑なのよ」

　と、歩が生まれてはじめて書いたラブレターをつき返し、クラスメイト女子その一は、言った。

　続いて女子その二が、

「スーちゃんに、こんなものよこすなんて、永野のくせにずうずうしいのよっ」

　と、まるで風紀委員のような口ぶりで言い放つ。

　そして、その三、その四も次々と、

「たまたまスーちゃんの隣の席に座ってるからって、勘違いしてんじゃないの？」

「あんたみたいに、部屋の隅でおはじきでもしてそうな、前髪の長い、暗い男とスーちゃんじゃ、カンっっっペキ不釣り合いなのよ」

「そうよ。スーちゃんが太陽をさんさんと浴びて輝く向日葵ひまわりなら、あんたは、その下の地面で、でんぐり返がえししてるダンゴ虫よ！」

「まったく、あんたと司つかさくんが兄弟だなんて、信じらんない」

「ほ～んと、見た目も、性格も、才能も、司くんとは大違い」

「スーちゃんの相手は、やっぱり司くんレベルじゃないとね～」

「そうそう！」

　歩あゆむの弟の司の話題になったとたん、頬ほおをぽっと赤く染め、うるんだ瞳ひとみで一斉にうなずいたあと、また目を三角にして、歩のほうへぐっと身を乗り出し、

「い、いい……っ？　今度スーちゃんにこんなキモイ手紙書いたら、あんたの写真と一緒に、昇降口の正面の掲示板に、全文貼はりつけてやるから」

「そ、そのあと、女子便で集団リンチだ……よ」

「す、スーちゃんファンの男子にも、ぼこぼこにされちゃうんだから」

　声が急に上擦り出したのは、たった一人ひとりの男子生徒を、数人の女子でつるし上げるという行為の下劣さに気づいたからでも、歩に対して突然デレたからでもない。

　どれだけ悪口雑言を浴びせても、歩がぴくりとも動かず、欝うつ陶とうしい前髪で顔を半分隠したまま、不気味なほどに沈黙しているためだった。

　高二男子の標準より低くて細い貧相な体からも、暗くら々ぐらとした負のオーラがにじみ出ている。

（そういえば永なが野のって、休み時間も怪しいオカルト雑誌とか読んでるし、机の上に蛇がぐるぐる巻きついたヘンな十字架とか、ぎょろっとしたガラスの目玉のついたペンとか並べて、独りごと言ってるし……。前に永野に『どけっ、中二野郎』って暴言吐いた男子の机に、次の日の朝、生きた蛇が入ってたって……。そのあとその男子は『オレの耳元であいつが、ぶつぶつ呪じゆ文もんを唱えているー！』ってノイローゼになって、しばらく学校を休んだんだっけ）

　という歩に関する黒い噂うわさの数々を、思い出したのだろう。

　歩が通販で購入した、女の子をその気にさせるアロマオイルを染みこませた薄紫のレターセットに、恋が叶かなうブルーのペンで書き上げた渾こん身しんのラブレターが、地面にはらりと落ちる。

　落としたクラスメイトの女子は、歩の手紙が指に触れているのも嫌そうだった。

「と、ととととにかくっ、スーちゃんに邪よこしまな思いを抱いだくのはやめてよねっ」

　と青い顔で言って、

「い、行こう」

「う、うん」

　と逃げるように去ってゆく。

　ひらひらと花びらが舞い散る桜の木の下に、歩あゆむ一人ひとりが残された。

「ククク……。女子便でリンチだと……。発想が貧困だな、雌めす豚どもはっ。暗黒魔法の使い手たるこの僕に、あんな下等生物どもが指一本たりともふれられるものか。クク……あいつらに、三日三晩腹をくだしてトイレから出られなくなる呪のろいをかけてやる……」

　変声期が来たばかりの、幾分子供っぽい声でつぶやいたあと。

　薄いピンクの花びらと一緒に地面に落ちていた、薄紫色の手紙を拾い上げ、

「クク……ククク……うぅ……うぐっ……」

　急に毒でも飲んだように、わなわなと全身を震わせ、ほのかに甘い香りの残るラブレターを右手でぐしゃりと握りつぶし、思い切り叫んだのだった。

「うわ、おまえら全員滅んでしまえ」



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



（うぅっ、四時間もかけて書いたのに。雑誌の占いコーナーにも、“〝今週の蠍さそり座ざのあなたは、好きな人に告白のチャンス”〟“〝ラッキーアイテムは、ブルーのペンと、ラベンダーのアロマオイル”〟なんて、もっともらしく書いてあったのにっ。ドミンゴ・西にし崎ざきなんてヘンな名前の占い師を信じた僕が、バカだったんだ！）

　ガタガタと揺れる電車の中で、歩はうつむいたまま、疼うずき続ける失恋の痛みに耐えている。

　夕暮れの前のまぶしい光が射さし込こむ車両は、そこそこ混こんでいる。が、歩の両隣にはぽっかり空間がある。歩から立ち上る禍まが々まがしい負のオーラに、みんな隣に座ることをためらっているのだ。

（あんたとスーちゃんじゃ不釣り合いなのよ、だって。くそっ、そんなの最初からわかってたさ）

　ラクロス部に所属している二年生の春すの坂さか遥はる菜なといったら、ぴかぴかのアイドルだ。

　やわらかそうな髪に、くるくるとよく動く大きな明るい瞳ひとみ、健康的なピンク色の唇に、ふんわりした胸と細くキュートな腰つきと、すらっとした足は、まさに王道。

　アイドルの中でもセンターポジションに立つのにふさわしい。

　性格も明るく親切で、誰からも好かれている。男子だけでなく、女子も「スーちゃん、スーちゃん」と、遥菜の周りに集まってくる。

　そんなスーちゃんこと春坂遥菜と、二年生のクラス替えでクラスメイトになり、偶然席が隣になったことが、歩あゆむの過ちの第一歩だった。



　──あたし、春すの坂さか遥はる菜な。よろしくね、永なが野のくん。



　新しいクラスであぶれないように、必死に仲間作りに励むクラスメイトたちの中で、誰とも会話せず、自分の席で『月刊魔界通信』を開き、黙々と孤高を保っていた歩に、朗らかに話しかけてきたのが遥菜だった。

　たいていの女子は、歩から薄気味悪そうに目をそらして離れてゆくのに、遥菜はきらきら光る瞳ひとみでまっすぐに歩を見て、笑っていた。

　その笑顔に自然な親しみがこもっていて、歩は心臓の音が急に高くなるのを感じて、うろたえながら、



　──よ、よろしく。



　と、つぶやいたのだった。

（な、なんだっ、これは。なんで僕は、クラスの女子なんかに挨あい拶さつされて、ドキドキしてるんだ）

　戸惑う歩に、遥菜は翌日からも普通に話しかけてきた。



　──あたしね、ラクロス部なんだ！　永野くん、ラクロスって知ってる？



　──先に網のついた長～いスティック──クロス、っていうんだけどね、そのクロスをこう、両手でがつっと持って、敵のゴールにボールを、ばーん！　と叩たたき込こむんだよ。アイスホッケーの地上版みたいな感じ。見た目よりハードだけど、すっごく楽しいよっ。興味あったら、お天気のいい日に見学においでよ。大歓迎だよ。



　遥菜の瞳はくるくるとよく動き、声は明るく甘く、歩の鼓動はますます高く早くなった。ときには、



　──あ、永野くん、消しゴム忘れちゃったんだ。はい、これ使って。



　と、可愛かわいらしいピンク色の小鳥の形の消しゴムを、笑顔とともに差し出され、顔がカァッと熱くなったり、数学の時間に急にあてられて困っていると、ノートの切れ端に答えを書いて、そっと歩の机に置いてくれたり。



　──す、春すの坂さかさん！　さっきは、その……っ、あの程度の問題が、わからなかったわけでは……っ、ただ出席番号縛りかと思ったら、いきなり五十音縛りで、『なのつく名字の人』と指名されて、心の準備を整える間がなかったというか……だからその……つまり、あ、ありがとう。



　──えへっ、どーいたしましてっ。



　まっすぐな笑みに、またドキッとして、



　──ねぇ、永なが野のくんって、前髪、すっごく長いよね？　それで、ちゃんと見えてるの？



　不思議そうに顔を近づけてこられたときは、心臓が破裂しそうになった。



　──わわっ！　う、うん……ずっと……この髪型、だから。



　──ふぅ～ん、目ぇ、悪くなっちゃうよ。あげたほうが、すっきりして、いいと思うけどな。



　──こ……こっちのほうが、落ち着くんだ。



　──そっか。ファッションは人それぞれだもんね。その前髪が永野くんのオシャレなんだねっ。



　他の女の子に言われたのなら、バカにされたと、呪のろいのひとつもお見まいするところだが、遥はる菜なの表情にも声にも、意地悪な部分はひとつもなかった。

　ちょっぴり天然なところも、感覚が世間一般とズレているところも、キラキラした瞳ひとみと明るい笑顔が加われば、とても魅力的に見えた。

（春坂さんって……僕が好きだった『マジカル・ミュンミュン』のヒロインの美み優ゆ華かちゃんに似ている）

　うかつにも、歩あゆむは生まれてはじめて、現実の女の子に恋をしたのだった。



（そうさ、初恋だったんだ……）

　酔いそうなほどに揺れるオレンジ色の電車の中で、歩は思わず胸を押さえた。

　あんな可愛かわいい女の子と登下校できたらいいなぁなんて、柄にもなく夢見たりしちゃっていたのだ。ファストフード店で一緒に宿題をして、ひそひそ答え合わせをしたり、公園のベンチで鯛たい焼きを半分こして、いちゃいちゃしながら食べられたらいいなとか……。

　ひょっとしたら、春すの坂さかさんも僕のことを……っ。

　だって僕に、にこにこ話しかけてくるし、話しているとき顔が近いし……目をじっと見つめてきたりするし。この前なんて、『永なが野のくんって、卵焼きは甘い派？　甘くない派？』って訊きかれて、『あ、甘い派かな』って答えたら、『やっぱりそうだよねっ』って、頬ほおをとろとろにゆるめちゃったりして、あれって僕にお手製の卵焼きを食べてほしいってことだよね、もう告白待ってるわって催促してるようなもんだよね、と痛い勘違いまでして。



　春坂さんが好きです。



　春坂さんのことが、もっと知りたいです。



　春坂さんと仲良くなれたら、嬉しいです。



　そんな、今読み返せば、のた打ち回りたくなるこっ恥ずかしい文面を四苦八苦してひねり出し、遥はる菜なの机に置いてあった英語のノートに、きょときょと周囲を確認しながら挟んだとき、歩あゆむの心は不安と希望ではち切れそうだった。

（なのに、僕が書いたラブレターを、友達に見せるなんて）

　しかも自分で直接断らずに、友達に断らせるなんて！

（ひどいっ、ひどいよっ。春坂さん）

　初恋の人が、そんな女だなんて思わなかった。

　爽さわやかな正統派アイドルを装って実は猫をかぶっていたのか？　本性は、ギリシア神話に出てくる女面鳥身の怪鳥ハルピュイアだったのか？　いいや僕が勝手に夢見てただけで、女なんてみんな同じなんだ。世界中の女の子は、僕がチビで陰気でオシャレじゃなくて、成績も運動神経もパッとしなくて、家で一人ひとりでおはじきしていそうで、前髪が長いから、僕が嫌いなんだ。

（どーせ、どーせ、僕だって、おまえらなんか大嫌いだ！！！！）

　そう。歩の人生なんて、ずっとそんなものだった。

　神様は不条理で、えこひいきで、冷酷だ。

　ひりひりするような痛みとともに、過去の辛つらい記憶が頭の中を流れてゆく。

　物心ついたとき、すでに隣にはデキのよすぎる一学年下の弟がいて、周囲から容赦なく比べられた。















　明るい茶色の髪を、さらさら揺らして明るく笑う、大きな目が愛くるしい司つかさは、近所のおばさんたちのアイドルだった。

「まぁ、なんて可愛かわいくて賢そうなお顔。きっと将来ハンサムになるわ。それに、こんなに小さいのに、しっかりご挨あい拶さつもできるのねぇ。偉いわ～」

「司くん、テストでまた百点とったんですって。運動会の駆けっこも司くんが一番だったし。サッカーも野球も高学年の子たちより上手で、芸能事務所にもスカウトされたんですって。うちも司くんみたいな息子が欲しかったわ～」

　と、ちやほやしまくり、小学校の女の子たちも、

「司くぅん、いっしょにかえろぉ」

「ダメぇ。司くんは、あたしといっしょにかえるの」

　と司をめぐって火花を散らしあった。

　そんな神様にひいきされまくりの子供は、同性からは嫌われて当然なのに、何な故ぜか司は同じ年とし頃ごろの男の子たちに妬ねたまれるどころか、慕われていて、

「司！　放課後、野球しようぜ！」

「ええ！　司は、今日は俺たちとサッカーすんだよ」

　と、放課後になると司の取り合いだった。

「司ってマジいいやつ！　あんなになんでもできんのに全然イバんねーし、優しいし。司がいると盛り上がるし」

　と褒めちぎり、さらに教師まで、才能あふれる教え子にめろめろで、とある女性教師は家庭訪問に訪れた際、歩あゆむの両親に向かって、

「司つかさくんの担任になれて、幸せです！」

　と目をきらきらさせて断言したという。

　その両親も、家庭訪問にわざわざ二人そろって家にいることから察せられるように、出来の良い次男を溺でき愛あいしていて、司が交通標語コンクールやお絵かきコンクールや、ちびっこスピーチコンテストで、賞状をもらってくるたび、

「あなた、新しい賞状はどこに飾ろうかしら」

「いっぱい賞状がありすぎるのも困りものだな～、ははは」

　と、夫婦で楽しそうに相談していた。

　完全に司のファンクラブ会員一号、二号状態で、自分たちにもう一人、息子がいることを、忘れている。

「あらぁ、歩、いたの？」

「存在感ないから、気がつかなかったなぁ」

　などと、しれっとした顔で言う。

　世間の反応はさらにシビアで、

「ねぇ、ねぇ、司くんって、お兄ちゃんがいるんだって」

「知ってるー、司くんと全然似てないのー。前髪、こーんなに長くてね、すっごい暗いのー。それで、いっつも、すみっこのほうで、背中丸めて、うずくまってるの」

「えー、司くんのお兄ちゃんなのにぃ？　がっかりぃ。きっと司くんに、いいところを全部とられちゃったんだねぇ」

　などと、本人に聞こえてもおかまいなしだ。

　そのたび、歩の心の中の暗黒ノート──別名『呪のろうぞ、滅ぼすぞリスト』に新たな名前が書き込まれてゆく。



「ククク……暗黒魔法使いの僕は、矮わい小しようなおまえたちなど、いつでも滅ぼせるのだからな……」



　そんな風に冷酷で最強な魔法使いになりきってつぶやき、ひりひりする自尊心を慰めてきたのだった。

　僕は本当は強いんだ。おまえらなんか相手にするだけバカらしいから、見逃してやっているだけだ、感謝しろ愚民ども、と繰り返して。

　これまでずっと、それで気持ちがおさまっていた。

　けど、今回だけは、いくら『滅ぼすぞ』『呪のろうぞ』と、暗黒ノートに書き殴ってみても、遥はる菜なの友人たちからラブレターを突っ返されたときの映像が消えない。



　──永なが野ののくせに、ずうずうしいのよっ。



　──スーちゃんの相手は、やっぱり司つかさくんレベルじゃないと。



　桜の木の下で、投げつけられた言葉が、彼女たちの険しい顔とともに繰り返し再生され、どれだけ見下してみても、



　──永野のくせに。



　という声が、胸を焼き焦がす。

　あんなにときめいた遥菜の笑顔まで、歩あゆむをあざ笑っているように感じられて、

（い、痛いぞ！　くそぉ。痛い……っ！）

　胸にあてた手で、そのまま制服のシャツをぎゅーっとつかんだ。

（くぅぅぅ、もう学校なんか行きたくない。僕を騙だまして笑い者にした、隣の席の春なんとかの顔なんて、見たくない。つか、全員滅んで学級閉鎖しろ）

　そうだ、いっそ学校中滅べ！

　いや、町中滅べ！

　日本、沈没しろ！

　世界もまとめて、爆発してしまえ！

　もともと思い込みが激しく、悪魔のごとく拗ねじくれた性格である上に、十六年間、たまりにたまった欝うつ屈くつが、失恋のショックで活火山のごとく歩の喉のどに突き上げた。

　きっと僕には、いっっっっっしょう、彼女なんかできやしないのだ。

　ドミンゴ・西にし崎ざきなんぞに騙されて、ラブレターなんか書いた僕がバカだった。

　もういい！　手を繋つないで登下校とかファストフードでカップルで宿題なんて爽さわやかな男女交際、どーせ縁がないんだ。

　百年待ったって、公園でひとつの鯛たい焼きを二人で食べ合うような相手なんか現れやしない。

　だから、もういい！



「世界め、この僕が滅ぼしてやる」



　低い声でつぶやくのが聞こえたのか、歩あゆむの前に立っていた乗客が、びくっと肩を跳ね上げ、離れていった。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



（そうさ、滅ぼしてやる、滅ぼしてやる、滅ぼしてやる）

　口の中で念仏のように、唱えながら家に帰り着いた歩は、「ただいま」とも言わずに階段を一気に駆け上り、自分の部屋のドアを開けた。

　中は昼間もカーテン閉めっぱなしで薄暗く、コウモリが飛んでいそうな陰いん欝うつさで、本棚には定期購読している『月刊魔界通信』のバックナンバーや、魔法に関することが書かれた分厚い専門書や、外国語の辞書がぞろりと並んでいる。壁にはコスプレ用の黒マントがかけられ、他にも水晶玉や、蝋ろう燭そくや、魔法陣のプリントつきピクニックシートなどという、怪しい品々が、部屋のあちこちに雑然と置かれている。

　オカルトに傾倒するようになったのは、いじめっ子たちから身を守るためだった。呪のろいのグッズはてんで効果がなかったが、ぶつぶつ呪じゆ文もんを唱える歩に恐れをなして、しだいにみんな歩を遠巻きにするようになった。

　以降ずっと、ナメられるよりビビられるほうがマシという信念で、十六歳の今日まで過ごしてきた。

　床に重ねた資料のコピーの山から、星の運行表を引っ張り出して広げ、食い入るように見おろす。

「やっぱり……今夜は、僕のスピリチュアルパワーが、最高に高まる特別な日だ」

　しかも、世界に“〝変革”〟が起こりやすい配置でもある。

　滅びの儀式を行うのは、今夜しかない！

「クク……失恋して世界を滅ぼすなんてこと、爽さわやか優等生の司つかさには、絶対に無理だろう。司にできないことを、暗黒魔法の使い手たるこの僕が、やってのけるのだ」

　そうした考えは、遥はる菜なとその友人たちにぼこぼこにされたプライドを、少しだけ癒いやした。

　そのあと儀式に最適の時刻が訪れるまで、あのとき司とこんな風に比べられた、あのときクラスの連中からこんな風にのけ者にされた、あのとき教師にこんな暴言を吐かれたと過去をねちねち振り返り、恨みのパワーを注入し続けた。

　中でも遥菜の裏切りについては、記憶が新鮮な分、胸をぐりぐりと抉えぐり、儀式への意欲を増大させた。

　そうして、夜中にこっそり家を抜け出した歩は、そこから二キロほど離れた河か原わらまで自転車を漕こぎ、草の上に魔法陣のプリントつきピクニックシートを敷いたのだった。

　いや、ピクニックシートに魔法陣が描いてあると言い換えるべきか。

『月刊魔界通信』のプレゼントの当選品だから、きっとそれなりの効果があるはずだ。

　そう、重要なのは星の配置と、歩あゆむの願いの強さだ！

（今こそ、修行の成果を世界に見せつけ、我が復ふく讐しゆうを果たすとき！）

　黒いマントを身に纒まとい、フードをすっぽり頭におろし、魔法陣の外に立つ。

　五月に入り、北国にも遅い春が訪れたとはいえ、夜は空気がひんやりしていて、肌寒い。

　青白い月の光を吸い込んで銀色に染まった草が、ざわざわと揺れる音まで、耳を氷の欠片かけらで撫なでるように冷たい。



「地獄の眷けん属ぞくたちよ。我が呼び声に従い、七つの封印を解き放て」



　繰り返し読み、すっかり暗記してしまった“〝世界を滅ぼす呪じゆ文もん”〟を詠唱する。

　変声期を迎えたばかりの歩の地声は、悔しいことに少し高い。それでは暗黒魔法使いとしての威厳が出ないので、できるかぎり低い声で、ぶつぶつとつぶやき続ける。

　シンと静まり返った真夜中の河か原わらに、歩の十六年間の恨みがこもった禁呪が流れてゆく。

　心の中に、司つかさのことを、遥はる菜なのことを思い浮かべ、気持ちをさらに高める。とたんに胸と頭が燃え立つように熱くなり、耳の奥がキーンと鳴る。

（世界は僕に、ひとつの恩恵も与えてくれなかった。そんな世界はいらない）

　体を駆けめぐる熱が、ものすごい速さで頭の一点に集中し、歩は叫んだ。



「司ばっかりえこひいきして、僕を迫害する世界なんて、滅んでしまえー！」



　風が急に激しくなり、矢のような突風が、歩の華きや奢しやな体をおおう黒マントを高く撥ね上げた。

　長い前髪が顔にぴったりとはりつき、視界が閉ざされる。

　風に体を押されて、必死に足を踏ん張る。髪が乱れ、視界がわずかに開かれ、その向こうに、月に照らされた静かな草むらが見えた。

　向こうは、風が吹いていない！

　足元を見おろすと、魔法陣が光を放っている！　はじめは淡い光だったのが、どんどん強く鋭い輝きに変わり、吹きつける風も激しさを増してゆく。



（成功したのか!?）



　乱れ続ける前髪の隙すき間まから、目を細め、息をのんで見つめていると、魔法陣の中央に、別の淡あわ々あわとしたやわらかな光が、ぼーっと浮き上がった。

　それが人間の頭部らしいとわかったのは、きらきらした星色の髪に包まれた蝋ろうのように白い顔が現れたときだった。

　感情のない海色の瞳ひとみが、こちらを見ている。

　ぎょっとし、足を引きかける歩あゆむの目に、続いて、通った鼻筋が、気品のただよう唇が、細い首筋と華きや奢しやな肩が、次々と映った。

　それから、控え目にふくらんだ胸や、驚くほど細い腰や上半身があらわになり、続いて、透ける素材の白いスカートが風の中で、さらさらと広がり、裾すそが波のようにゆらめき、その下に、真っ白な白い二本の細い足が伸びる。

　あれほど激しく吹いていた風が、しだいに弱まってゆく。

　靴も靴下もはいていない白い素足を、折れそうな足首から小さな桜色の爪つめまでじっくりと見おろす。

　それからまた、視線を上に戻す。

　さめた海色の目と出会い、ドキッとする。

　そこに立っていたのは、星のように淡々と輝く金色の髪を腰の下まで長くたらし、ほっそりした肢体を、透ける素材の白いドレスで包んだ、歩がこれまで見た女性の中で、間違いなく一番美しい異国の少女だった。

　歩より幾分年上と思われるその少女は、歩の前にしとやかにひざまずくと、驚く歩に、無機質な声で淡々と言った。

「ようやく、わたしをお召しくださいました。過去のユア・マジェスティ」



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



（誰……！　こいつ！）

　歩は混乱していた。

　自分が唱えたのは、地獄の悪魔の力を借りて、世界を滅ぼす呪じゆ文もんだったはずだ。けど、現れたのは悪魔どころか、星色の髪と海色の瞳の、今にも肌が見えそうな薄い白いドレスを着た、日本語を話す、異国の美少女である。

　しかも、歩の足元にひざまずき、偉大な王に対して敬意を払うように、歩を「ユア・マジェスティ」と呼んだ。

（ひょっとして、こいつが悪魔なのか？　角も羽も生えてないし、全然強そうじゃないけど）

　風は完全におさまっていた。

　ひんやりした河か原わらのすみずみまで、淡い月が照らしている。

「お……おまえは、悪魔か？」

　緊張に震える声で、ぶっきらぼうに尋ねると、少女が顔を上げた。淡あわ々あわとした星色の髪が、少女の病的なほど白い首筋で、幻想的に揺れる。

「いいえ。そう呼ぶかたたちも中にはおりますが、わたしはあなたに仕えるものです。過去のユア・マジェスティ」

「ぼ、僕に……？」

　何故、彼女は、自分をユア・マジェスティと呼ぶのだろう。

　それは、マイ・ロードよりも、ユア・ハイネスよりも、さらに上の階級の相手──王に対しての敬称だ。

　感情の読み取れない海色の瞳ひとみが、歩あゆむを見つめたままささやく。

「はい。あなたは我が主。未来において人類史上はじめて地球全土を征服し、千と一日支配した帝王となられる御お方かたです」

　彼女は歩より年上に見える。

　が、ひょっとして、いわゆる中二病を患っている人なのだろうかと、自分のことを棚に上げて、疑いの眼まな差ざしを向けてしまう。

　自分一人ひとりが虚構の世界にひたっているときは、これっぽっちも気にならなかった現実的思考が、他人に目の前で同じことをされると、とたんによみがえる。

















　僕が帝王だって！

　未来の支配者だって！

（はじめて会った相手に、そんなことを言われて信じるほど、僕はお目め出で度たくはないぞ）

　逆に人間不信なくらいだ。特に女の言うことなんて信用できない。どーせ、うまいこと言ってイイ気持ちにさせて、黄金の招き猫でも売りつけようって魂胆だろう。

　全身で警戒する歩あゆむに、少女が淡々と言葉を続ける。

「近い未来、エウレカと呼ばれる星の接近により、人類は魔法に目覚め、世界は大きく有様を変えます。地球を隅々までおおいつくした“〝魔法”〟を誰より強く獲得したのが過去のユア・マジェスティ──あなたでした」

　なんだか、えらく壮大な話になってきた。

「未来においてユア・マジェスティは、計測不可能の膨大な魔法により世界を破滅から救い、救世主と呼ばれ、世界をたばね、守護する者となります。しかし、宇宙の彼方かなたより悪あしきものたちが侵攻し、地球は再び破滅の危機を迎えました」

「それで？　僕に、未来に行って戦えとでも言うのか？　乗り物酔いするから遠出は嫌いなんだ」

　思いきり皮肉っぽく言ってやる。

　けど、少女は動じず、

「いいえ。すでに勝敗は決し、未来のヒズ・マジェスティは、人類を守るための戦いに敗れてしまわれました」

「え」

　どうせ妄想だろうと話半分で聞いていたのが、人類を守る戦いに敗れましたと断じられて、ドキッとしてしまう。

「……負けたの？　僕」

　と、つい尋ねると、

「はい」

　少女がうなずく。

「魔法の数値は、ヒズ・マジェスティが圧倒的に上回っていました。けど」

「なんで負けたの」

　マズい。

　雰囲気に飲まれているというか、話に引きずり込まれている。

　少女が、いちいち口をつぐむので気になって、こちらから続きをうながしてしまうのだ。

「未来のヒズ・マジェスティには、足りないものがあったからです」

「って、なに？」

　少女がまた沈黙したあと、真顔で答える。



「“〝愛”〟です」



　歩あゆむはぽかんとした。

　けど、少女は真顔のまま、

「世界を救う究極の切り札──愛されることも愛することもなかったヒズ・マジェスティには、それが欠けていました。愛によってしか発動しない最大の魔法を、ヒズ・マジェスティは使うことができなかったのです」

（そりゃ確かに、ピンチに陥った主人公が、わけのわからない愛とか友情とかのパワーで、いきなり能力がインフレ起こして勝っちゃったりするのは、お約束だけど……）

　いきなり愛が足りなかったと言われても、それは残念でしたねとしか言えない。

「てか、未来の僕って地球を救った救世主で、王様だったんだろ？　王様って言ったら、後宮とかあって愛人とかいっぱいいて、モテモテのはずじゃないか。なんで愛が足りないんだよ」

「ヒズ・マジェスティは、女は薄汚い豚だ、嘘うそつきのペテン師だ、女の顔を見ただけで吐き気がするとおっしゃられて、女性をまったく近づけず、かといって男色に走るわけでもなく、結論として、人間は全員私利私欲の塊で裏切り者だ、だから心を許してはならないのだと──。ヒズ・マジェスティが、そのようなお考えに至るまでには、様々なお辛つらい経験が──」

「ああーうぅぅ」

「どうされたのですか？　過去のユア・マジェスティ。そんな絶望しきったお顔で、頭を抱えてしゃがみ込んでしまわれて」

　少女が不思議そうに尋ねる。

　歩は頭を抱えたまま、唸うなっていた。

（地球の支配者になっても人間不信で、彼女ナシ、友達ナシだなんて……。未来になんの希望も持てないじゃないか！）

　いや、そもそも自分はすでにこれ以上ないほど絶望のどん底で、地球を滅ぼそうとしていたのではないか。

（つか、地球の支配者とか、全然っ！　信じてないしっ！）

　そうだ。

　星の接近で人類が魔法に目覚めるという前提が、そもそも荒唐無む稽けいすぎる。中二病でオカルトマニアの歩なら、騙だまされると思ったのか。

　その手には乗らないぞ。

「なんでもないよっ。で？　未来の僕の愛のパワーが足りずに、人類は敗れちゃったわけだ。その状況で、過去の僕になにをしろっていうの」

　思い切りうさんくさそうな顔で、訊きいてやる。

　すると、少女がすっと立ち上がった。

　春の淡い月光の中に、少女のまっすぐな肢体が浮かび上がる。白いドレスは、布が薄く、腰や胸のラインどころか、肌の色まで半分以上透けている。

　なのに恥じらいもせず、海色の瞳ひとみで歩あゆむを見おろす少女は、美しいだけではなく凛り々りしく気高く見えて、息を呑んだ。

　そういえば……女性を近づけなかったという未来の歩の部下に、何故彼女はなれたのだろう。

　そんな疑問が頭をかすったとき、少女が言った。

「悪あしきものを滅ぼし、世界に今一度平和をもたらすために、過去のユア・マジェスティに恋をしていただきます。そのために、わたしは未来の地球から、やってきました」

「恋だって！」

　歩も立ち上がった。

　向かい合ってみると、少女のほうが歩より背が高い。そのことにムッとしてつま先立ちになる。

　少女が冷静な声色で言う。

「未来のヒズ・マジェスティが愛を拒絶されているのは、過去のユア・マジェスティの経験がトラウマになっているためです」

「僕のせいだって言うのか！　僕だって失恋したくてしたわけじゃないぞ」

「それは、過去のユア・マジェスティの女性不信のはじまりにすぎません」

「ええ！」

「この先、過去のユア・マジェスティは、さらに女性に対する恨みと不信を、心に蓄えてゆくでしょう」

「ちょ、ちょっと待って──」

　今日の失恋だけで、じゅうぶんへこたれたっていうのに、それがはじまりにすぎないなんて！　僕はどれだけ女に酷ひどい目にあわされるんだ！　やっぱり女だけでも先に滅ぼしておかないと──。

　思わず儀式を再開しそうになる歩に、少女が告げる。

「ご安心ください、過去のユア・マジェスティ。わたしがこの地点に現れたのは、それを阻止するためでもあるのですから」

「そ、そう？」

　けどどうせなら、遥はる菜なに恥ずかしい手紙を書いて失恋する前に、いや、遥菜なんて腹黒ハルピュイアに、うっかり恋する前に現れてほしかった。

「エウレカが地球に接近するのは、来年の三月十四日です」

「来年！」

　えらく急だ。今は五月だから、あと十ヶ月しかない。

「その日が来るまでに、過去のユア・マジェスティは、“〝憧しよう憬けい”〟“〝敵対”〟“〝聖域”〟“〝戯れ”〟“〝傾国”〟の五つのテーゼを象徴する五人の女性と関かかわり、互いに恋をし、テーゼを得る必要があります」

「テーゼってなんだ！　つか、しれっと話を進めるな、僕はやるなんて言ってないし、おまえの話も信じてなんか──」

「ただし」

　厳しい声が、歩あゆむの言葉を遮る。

　感情のこもらない海色の瞳ひとみに、じっと見つめられて声をつまらせてしまう。

「五人目のテーゼ“〝傾国”〟だけは、恋をさせても、決してこちらが恋をしてはいけません」

　なんだかよくわからないが、空気がきゅうにピンと張り詰め、とにかく“〝傾国”〟に恋をするのは、ヤバイということだけは伝わってきた。

　少女が、両手をすっと宙にかざす。

　白魚の鰭ひれのように揺らめく手と手の間に、五つの指輪が浮かんだ。ごつごつして、重そうな鉛色の指輪で、トップの形がそれぞれ違う。

　ひとつは、翼。

　ひとつは、剣つるぎ。

　ひとつは、十字架。

　ひとつは、林りん檎ごの実。

　最後のひとつは、歯をむき出しにした、不気味な髑どく髏ろだ。

　それらの五つの指輪が、互いを追いかけるように、ぐるぐると円を描きはじめる。

（な、なんだ！　なんであの指輪浮いてるんだ！　これって手品？）

　口を開けて見上げる歩の目の前で、少女が引き込まれるような威厳のある声で告げる。

「テーゼとは肯定的命題であり、真実への道を示し、未来を照らす力となるもの」

　指輪のひとつが炎上した。

「わ！」

　青白い炎をまとった指輪が歩の左手の、薬指に落ちる。冷たい氷を押し当てられたような感触に、ぎょっとして手を引くが、次の瞬間、左の薬指が、ずしんと重くなる。

　そこに、めらめらと燃える指輪がはまっている！

「う、うわぁ……！」

　とっさに叫ぶが、熱くない。指輪は翼の形をしていて、燃え続けている。中央に銀色の文字が浮かび上がった。

「憧しよう憬けい──。過去のユア・マジェスティの第一テーゼにして、最初の恋のお相手です」

　少女が凛りんと告げる。

　残りの指輪は消失し、歩あゆむの左手の薬指の指輪も、ただのくすんだ鉛色の指輪になっていた。

「ちょ！　なにこれ、くそ……っ！　はずれない！」

　右手で思い切り引っ張ったが、幅二センチはありそうな指輪は、肉にかっちり食い込んで、びくともしない。

「無理です。その指輪をはずしたければ、指輪が示すテーゼとの恋を成就させることです。過去のユア・マジェスティと相手の心がひとつに重なり、恋の数値が最大限にまで高まり、テーゼを得たとき、指輪は変化し、未来を救う力のひとつとなるでしょう。そしてそのあと……」

「指輪は、はずれるんだな！」

「……ええ」

　少女が、含みのある口調でつぶやく。

「はずれることは、はずれます。それは確かです」

「他には！　指輪をはずす方法はないのか？」

「ありますが、申し上げられません」

「何故！　っっ、抜けない」

　歯を食いしばって指輪を引っ張りながら唸うなる歩に、少女が淡々と答える。

「未来の地球が、滅んでしまうからです」

「っっ！」

　また、それか。

「僕は自分が地球の支配者になるなんて信じないし、地球を救う気なんかないって言ってるだろう！　だいたい恋をしたくらいで、敵を倒してハッピーエンドなんて、うさんくさい。つか、指輪が示す相手って誰なんだ。女子にダンゴ虫呼ばわりされてるこの僕に、どこの女と恋しろって言うんだ！」

　指輪が一向に抜けないことに苛いら立だつ歩を、少女がさめた海色の瞳ひとみで見つめて言った。

「過去のユア・マジェスティのクラスメイトで、お隣の席の春すの坂さか遥はる菜な嬢です」








　　二章　僕の全然愉快じゃない学園生活





　翌朝。

　電車はいつもどおり混こみ合っていた。サラリーマンに挟まれ、手足を伸ばした不自然な体勢で圧迫死しそうになりながら何駅もやりすごし、高校の最寄り駅のホームに吐き出される。大都市に比べ、人口は確実に少ないはずなのに、こんなに毎朝混んでいるのは、街や学校へ続く路線が、この一本しかないからに違いないと歩あゆむは思っている。

　駅を降りてから、坂道を歩く。延々と歩く。

　歩たちの高校は、高台にある。

　昔そこには、城があったそうだ。今は四階建ての古びた校舎が建っていて、在校生は毎朝、長い坂道を汗をにじませ、のぼってゆかなければならない。

　風が運んできた桜のはなびらが、歩の鼻の上に落ちる。それを払いのけながら、しかめっ面で、左の手を見下ろす。

　ずしりと重い薬指には、包帯が巻き付けてあって、その下に、翼の形をした鉛色の指輪がかっちりとはまっている。

（っっ、結局はずれなかった。ペンチで引っ張っても、電気ノコギリをあてても、びくともしないなんて、どうなってんだ、この指輪）

　真夜中に起きた出来事を、苦い気持ちで思い返す。



　──わたしはあなたに仕えるものです。過去のユア・マジェスティ。



　透ける素材の白いドレスに身を包んだ、星色の髪と海色の瞳ひとみの少女が、歩の足元にひざまずいて、淡々とそう告げたこと。

　近い未来、エウレカと呼ばれる星の接近によって、地球は魔法による文明を築く。その地球を支配し守っていたのが、王であり救世主である歩であると。

　だが、地球に危機が訪れ、女性不信で愛のパワーが足りなかった未来の歩は、敗れてしまった。そんな未来を変えるためには、エウレカが地球に接近する来年の三月までに、過去の歩が恋をし、五つのテーゼを得なければならず、そのため少女はやってきたのだと。

　しかも最初の恋の相手は、春すの坂さか遥はる菜なだという。



　──冗談じゃない！　なんで僕を弄もてあそんで笑い者にした相手と、恋なんてしなくちゃいけないんだ。絶対にやらないからなっ！



　と主張する歩あゆむの言葉が聞こえなかったように、



　──そろそろ夜が明けます。ご家族が目を覚まされる前に、おうちへ戻られて、学校へ向かう準備をしてください。



　と無表情で淡々と言い、すっきりした細い背中を向けて、去っていったのだ。

　裸足はだしのまま、河か原わらをひたひたと歩いて。



　──おまえの言うことなんか信じないからな！　僕を詐欺ろうとしても無駄だぞ！



　歩は、少女のきらきらした淡い金色の髪が、闇やみの中に溶けて見えなくなるまで、指輪を引っ張りながら叫んでいた。

（あんな女、インチキに決まってる。出てくるときは派手に魔方陣から現れといて、帰りは歩きだなんて、しょぼすぎる。きっとあの登場も、指輪を宙に浮かしたのも、目の錯覚を利用したトリックだったに違いない）

　ちょっと美人で金髪で青い目で、すけすけだからって、あの程度の手品で僕を騙だませると思うな。あの髪と目だって、ウィッグとかカラーコンタクトとかなんだろう。

　遥はる菜なの一件で、女性不信に磨きがかかっている。

　なんとかトリックを暴いてやろうと、暗くら々ぐらとしたオーラをにじませ考えているうちに、教室に辿たどり着つく。

　中へ入ろうとしたとき、誰かにぶつかった。

「いったぁい！　どこ見てんのよ！」

　歩を怒鳴りつけたのは、クラスメイトの堀ほり井い芹せり乃のだった。ぶつかったのが歩だとわかると、露骨に顔をしかめ、

「げっ、永なが野のっ！　ちょっと、あんた！　このあたしにぶつかるなんて、何様のつもりっ！」

　と、からんできた。

「そのだら長い前髪じゃ、ろくに前も見えやしないでしょうけど！　つか、うっとうしいから、切れっ。ったく、朝っぱらから永野ごときにぶつかるなんて、ついてないわっ」

　本人を前にして、ずけずけ言い放題だ。

　芹乃はバイトでモデルをしていて、なにかと目立つ存在だ。手足がすらりと長くスレンダーな体型で、髪は茶色でさらさらしており、目はきりっとつり上がり、長いまつげはしっかり上を向き、耳に小さなピアスを光らせている。ギャル風の派手な美人なので遥はる菜なと並ぶほどモテるが、性格は正反対で、とにかくキツイ。

　どういうわけか、初対面から歩あゆむのことを嫌っており、四月に同じクラスになってから、さんざん、



　──あんた暗い！　その前髪、なんとかしてよ！　幽霊みたいで、きしょいのよ！



　──えー？　なに、ぼそぼそしゃべってんの？　聞こえないわよ！　言いたいことあるなら、はっきり言えば！　男らしくないわねっ！　最低！



　だの言われ、



　──今日、オーディションなの。あんたの顔見ると運が落ちるから、視界に入んないでくれる！



　とまで言われた。

　自分が司つかさと違って、女子に好まれるタイプでないことは知っている。が、普通の女子は、歩となるべく関かかわらないように、びくびくしているのに、芹せり乃のは歩の顔を見ると、なにか言わなければ我慢できないというように、わざわざ近づいてきて、毒を吐いてゆくのだった。

　歩はＳＭで言うところの、女王様にハイヒールで踏みつけられて喜ぶＭではない。どちらかといえばＳだ。

　なので、こんなヒステリー女を、美人でモデルをやっているというだけで、許してやる気持ちには到底なれない。

（ぶつかってきたのは、そっちだろ。だいたいモデルっていっても、こんな地方じゃ、地域限定の健康食品とか、地域限定の眼め鏡がね店てんとか、地域限定の墓地のポスターばっかじゃないか。おまえが怪しいおまじないグッズの通販モデルをしていることも、知ってるんだぞ）

　先月の『月刊魔界通信』に載っていた『これで、あなたも意中の彼女と両想おもい！　セリリン特製ラブブレスレット』の広告を、校内の掲示板に張りつけてやろうか。それとも、とっておきの呪のろいの言葉をつぶやいてやろうか。

　邪悪な思考を巡らせていると、芹乃の後ろから、髪を耳の下で二つに結んだ垢あか抜ぬけない女の子──芹乃の友人の三み田たひよりが、子供っぽい丸い顔を出した。

「えっと、ごめんねぇ、永なが野のくん。あたしたちもちょっと、よそ見してたよねぇ」

　善良そな顔で、えへへと笑いながら、おっとりと頭を下げる。

「本当にごめんねぇ」

　芹せり乃のが歩あゆむに喧けん嘩かをふっかけてくると、必ずこのひよりが、

「ごめんねぇ、永なが野のくん」

　と、代わりに謝るのだった。

　芹乃とは小学生の頃ころからの親友らしいが、濃い顔に濃い性格の芹乃と、性格も顔も地味でのんびりしたひよりが、よく一緒にいられるものだ。

　こう言ってはなんだが、ひよりは完全に芹乃の引き立て役で、付き人にしか見えない。

（僕が三み田たなら、堀ほり井いなんかと、とっくに縁を切っているのに）

　ひよりときたら、芹乃がモデルの仕事があるので早く帰らなくちゃと言えば、

「じゃあ、あたしが掃除当番代わったげる。お仕事頑張ってね、芹ちゃん」

　と芹乃の代わりに、放課後せっせと窓を磨いたりモップをかけたりしているのだった。

（おまえ、絶対に堀井に利用されてるぞ、三田）

　ここは一言いってやるべきだろう。

「同盟を結ばないか、三田」

　低い声で、ぼそぼそとつぶやくと、ひよりが目を丸くする。

「え？　ど、どーめい？」

「堀井に虐げられている者同士、手を結んで、堀井を地獄に突き落とそう」















「ええっ！」

「ざけんなぁぁぁぁ！」

　芹せり乃のの蹴けりが、歩あゆむの背中で炸さく裂れつした。

「あたしがいつ、ひよをしいたげたのよ！　人聞き悪いこと言わないでよ！　あんたこそ地獄の釜かまで、ぐつぐつ煮込まれてシチューにでもなっちまえ！」

「あ、あの、芹せりちゃん、きっと今のは、永なが野のくんの冗談だよぉ。乱暴しないであげて」

　ひよりが芹乃を必死に止める。

「冗談なら、もっと明るく言いなさいよね！　明るく！　そのボソボソしたしゃべりかたじゃ、悪意百パーセントとしか思えないわよっ！　あんたって本当にいつも、いつも、いつも、いつもっっ、くぅぅぅ」

　興奮のためか、芹乃の顔は鬼のように赤くなり、息も荒くなってゆく。

「あーもうっ！　どーして、このあたしが永野のことなんかで、苛いら々いらしなきゃなんないのよっ」

　こっちだって苛々してくださいと頼んだ覚えはない。

「ほら芹ちゃん。お手洗いに行くんでしょう。ホームルームはじまっちゃうよ」

　ひよりにうながされて、芹乃はまだ言い足りなそうに歩を睨にらんでいたが、茶色のサラ髪をかきあげ、鼻を鳴らした。

「ふ……ふんっ、そうね！　永野ごときにムキになるなんて、時間の無駄よね」

　居丈高に言い放ち、ひよりと一緒に行ってしまった。

　ひよりが歩のほうをちらっと振り返り、「ごめんなさい」と、両手をあわせる。

　その様子は、我わが侭ままなタレントと、その尻しりぬぐいをする苦労性の付き人そのものだった。

（ふんっ、僕こそ堀ほり井いをかまってやるなんて、時間の無駄さ）

　口には出せないので、とりあえず芹乃がトイレですべって転んで、便器に顔をぶつけるように悪魔にお願いしてみる。

　そうして、自分の席に着いた。

「あっ、永野くん！　おはよう！」

　歩の肩が跳ね上がる。



（す、春すの坂さかさん……っ！）



　やわらかそうな髪を細い肩から、ふさふさとこぼし、小さな顔を小鳥のように傾けて、遥はる菜なが隣の席で、にっこり笑っている。

　その顔は、腹黒の悪女とわかっていても、きらきらしていて可愛かわいかった。

　身を乗り出しているせいで、襟元からふくよかな胸が見えそうなのも、組んだ足の太ももがスカートの裾すそからのぞいているのにも、ドキッとしてしまう。

　歩あゆむのほうへちょっと突き出された唇も、ピンク色でつやつやしている。

　歩の頬ほおが、みるみるほてってゆく。

（今日も、可愛かわい……い……ひょっとして、地上に舞い降りた天使……？　って！　なに顔を熱くして見み惚とれて、天使とか言っちゃってるんだ、僕のバカ！　こ、こここのビッチめっ！　意地汚いハルピュイアめっ！　また僕を誘惑しようとしているんだな）

　これまで、遥はる菜なのことを無邪気なだけだと思っていた。けど、あれもこれも全部計算だったに違いない。もうその手には乗るもんか。

「永なが野のくん？」

　顔を見ると、どうしてもドキドキしてしまうので、横を向く。

　遥菜は戸惑ったように黙っていたが、いきなり手を伸ばし、歩の前髪の上から、額をさわってきた。

「！」

　うわああああああ、何な故ぜ、さわる！

　硬直する歩に、

「うーん、髪の上からだと、熱があるのかどうかわからないよー。なんか永野くん、ダルそうだから、風邪でも引いたのかなと思ったんだけど」

　などと心配そうに言う。

（くぅぅ、眉まゆ根ねを寄せた顔も、可か愛わ……）

「だ、大丈夫だから……っ。か、風邪とか全然引いてないから」

　と椅い子すに座ったまま、じりじり後退する。

　遥菜は、

「そう。よかった」

　と、また邪気のない爽さわやかな笑顔を浮かべ、

「あれ？」

　と、目を見張った。

「永野くん、指、怪け我がしたの？」

「こ、こここれは」

「き、昨日、ヤケドして」

　ヘンな手品師にはめられて抜けなくなったなんて言えない。しかもその手品師が、世界を救うために、遥菜と恋をしろと言ったなんて。

（そうだ、春すの坂さかさんと恋人になれって言われたんだ！）

　とたんに、心臓がますます激しく高鳴り出す。

（だ、だだだだ誰がこんな腹黒女と──てか、春坂さん、また顔が近い、そんなにまじまじ手元をのぞきこまないでっ）

「すごくふくらんじゃって、痛そう」

「いや、ふくらんでるのは、指輪が──じゃなくて、包帯巻きすぎなだけだから」

　包帯を巻いた手を、背中に隠そうとしたとき。

「スーちゃんてば、永なが野のと口きいちゃダメだよ」

　昨日、歩あゆむをつるし上げた女の子たちが、遥はる菜なの周りに、わらわら集まってきた。歩を警戒して一応声をひそめているようだが、まる聞こえだ。

　遥菜がきょとんとして、

「え？　なんで？　永野くん、隣の席だし」

「あ～もう、スーちゃんったら、人がいいんだから」

「クジ引きで、永野なんかの隣になっちゃって、スーちゃんかわいそう」

「え？　ええ？」

　遥菜は、わけがわからないというように、目をぱちくりさせている。

　そんな様子に、歩はむかついた。

（友達を使って僕を追っ払っておきながら、とぼけるのかよ）

　鞄かばんから教科書を出して、机の中に突っ込みながら、心の暗黒ノートに、そこにいる全員の名前を十回くらい書いてやる。

　胸の奥にしらじらとした淋さびしさと、ひりひりするような悔しさが、広がってゆく。

（これが、僕の日常だ）

　世界は、どこまでも歩に冷たくそっけない。

　歩は、暗黒魔法使いでも、地球の支配者でもない。

（それでいいんだ）

　現実と妄想の境目は、わきまえている。昨日は、失恋のショックでヤケになっていたのだ。あのくらい滅め茶ちや苦く茶ちややらなければ、傷を癒いやせなかったから。

　遥菜と恋愛するなんてことも、ありえない。

　なのに──。

　感情のこもらない淡々とした声が、まだ耳に残っていた。



　──過去のユア・マジェスティ。あなたは世界を統べる者。地球の王にして救世主。あなたが恋をし、五つのテーゼを得ることで、世界は滅びから救われるのです。



（ふんっ、世界の滅びを願っていた僕が、なんで世界を救わなきゃならないんだ。バカバカしい）

　指が重くてダルい。もうなにもかもにムカつく。ああ、マジに世界、滅びないかな。

　遥はる菜なとその友人たちの会話も、耳の奥に響く冷静な声も、全部聞こえないふりをして、歩あゆむは世界を滅ぼす呪じゆ文もんを、頭の中で反はん芻すうし続けた。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　その昼休み。

　弁当箱の蓋ふたを開けると、卵焼きを切り取って作ったひよこと目が合った歩は、

「──っっ」

　一秒で蓋を閉じた。

　司つかさのファンクラブ会員の母親は、毎朝のお弁当作りに多大な情熱を傾けている。弁当箱には、味や栄養バランスだけではなく見た目も美しい、一手間二手間かけた料理の数々が盛りつけられている。

　特に司の好物のアスパラガスは、肉巻きになっていたり、サラダになっていたり、コロッケになっていたり、煮物になっていたりと、様々に形を変えて登場する。

　それと同じものが歩の弁当箱にも並ぶわけだが、アスパラガスが苦手な歩にとって、非常に腹の立つことだった。

　アスパラガスをいちいちより分け、残しても残しても残しても、母親はそれを入れてくるし、残さず食べなさいと注意するわけでもない。

　ただのんびりと『あらぁ、歩はまたアスパラを残したのね。だから司くんみたいに背が伸びないのよ』と無神経な発言をする。

　最近はキャラ弁とやらに凝っていて、蓋を開けるたびメルヘンな世界が視界に飛び込んでくるので、たまらない。

　司がひと言、やめてほしいと言えば通常の弁当に戻るだろうに、気遣い屋の良い子ちゃんなので、期待できない。きっと教室でも司の弁当をのぞいた女子たちから、

「司くんのお弁当、可愛かわいいー」

　などと言われて、頬ほおを赤らめて、

「恥ずかしいんだけど、母さんが早起きして作ってくれたお弁当だから」

　などと言って、

「司くんって、お母さん思いなのねー」

　と賞賛されているのだろう。

　歩がクラスメイトだったら、思い切り「マザコン」とつぶやいてやるのに。

　司を中心とした昼休みの風景を想像し、また世界を呪のろいたくなりながら、弁当を持って廊下へ出た。

　中身を見られずに食事ができる場所を見つけなければ。

　桜の木が立ち並ぶ裏庭──は、さすがに今日は行きたくない。めぼしい場所はどこも先客がいて、上履きのまま校舎の周辺を、怪しく徘はい徊かいしていたとき。



「あんた、あたしたちのこと、センセーにチクッたでしょ」



　校舎の壁のほうから、尖とがった声が聞こえた。

（なんだ？）

　のぞいてみると、三人の女子が、一人ひとりの女子を責めているようだった。責められているほうは、肩の上で切りそろえた髪が頬ほおにかかっていて、顔立ちや表情はよくわからない。

　が、細くて小さくて、いかにも弱々しい感じだ。

　逆に責めているほうは体格も良く、気が強そうだ。

「しらばっくれるんじゃないよ。今日、センセーに、おまえらイジメしてるのかって、訊かれたんだから」

「もちろん、知りませ～ん、別の人じゃないですかぁって、答えといたけど」

「あたしたち、あんたのこと、イジメてないよね」

「ねぇ、なんで黙ってんの、なんか言ったら」

　この状況で『あんたら、ウザイ』とか、『イジメてんじゃねーか』とか言えるわけないだろうと、歩あゆむが顔だけ出して、じぃぃぃぃっと見ていると、一人が歩に気づき、

「ひっ！」

　と叫んだ。

「な、なに、あれ？　妖よう怪かい？」

「い、いつからいたの？」

　薄気味悪そうにささやき合い、それでも歩が無言で、じぃぃぃっと見ていると、

「い、行こう」

「そ、そうだね」

「今度、余計なこと言ったら、ただじゃすまないからねっ」

　と、壁際に弱々しく立っている女の子を睨にらみ、早足でいなくなってしまった。

　歩は声をかけるでもなく、そのまま立っている。

　こういう場合、下手に話しかけないほうがいいと歩は考えている。

　何な故ぜなら、いじめられている姿など他人に見られたくないし、同情もされたくないと、歩自身は思うからだ。



「……」



　女の子がぎこちなく顔を上げ、おずおずと歩あゆむのほうを見る。

　体型から受ける印象と同じように、か弱そうで子供っぽい女の子だった。恥ずかしそうな泣き出しそうな目をしていて、すぐにまたうつむいて、走ってゆく。

　その先に温室があり、女の子はそこに入っていったようだった。

　歩はなんとなく温室の前まで歩いてゆき、少しの間、そこに立っていた。

（一年生だったな……）

　制服が真新しく、袖そで丈たけが少しぶかぶかだったから、多分そうだろう。

　他人のことなんて、割とどうでもいいし、いじめられている女の子を助けようという騎士道精神も持ち合わせていない。

　クズと呼ぶなら呼べ。誰だって内心は自分が一番大切で、だから仲間はずれもいじめも起こるのだ。自分より下の人間がいると安心するから。

　そう、関係ない。

　弱い者は、徒党を組んだ凶暴な連中に見つけ出され、狩られる運命なのだ。

　心の中で、そうつぶやきながら、そのへんに転がっていた木の枝を拾い上げ、温室の前の地面に、じょりじょりと大きく字を書く。



“〝ビビる前に、ビビらせろ”〟



　こいつ、いじめたらヤバイ。呪われそう。背中から刺されそう。相手にそう思わせればこっちの勝ちだ。

「まぁ、頑張れ」

　シニカルにつぶやき、温室から離れた。

「ふー、思わぬところで時間を食ってしまったなぁ」

　早く食事の場所を確保しないと、昼休みが終わってしまう。

　また校舎周りを、うろうろしていると、

「ねぇ、ねぇ、そこのキミ！」

　朗らかな声がした。

（ん？　僕のことか？）

「そこの、前髪長いキミ！」

　どうやら、歩で間違いないらしい。

　声のするほうを振り向くと、衿えりが開いた白いブラウスにしゅっとしたパンツの、背の高い、ＯＬっぽい綺き麗れいなお姉さんが立っていた。

　まず、胸の大きさに目が吸い寄せられる。

　続いて腰のくびれや、きゅっと上がったお尻しりに感嘆した。太ももも適度にボリュームがあり、肉感的だ。グラビアアイドルにも、ここまでの逸材はそういない。

　ひと言で表現するなら、エロい。

「ごめんねー、急に呼び止めて。わたし、ここの高校に通っている生徒の姉なの。妹の忘れ物を届けに来たんだけど、キミ、何年生？　二年三組の春すの坂さか遥はる菜なって知ってる？」

　なんと！　エロいお姉さんは遥菜の姉だった！

　言われてみれば、明るい顔立ちや晴れやかな雰囲気が、似ている。遥菜が正統派アイドルなら、こっちはセクシー系タレントだ。

「お……同じクラス、ですけど」

　とっさに答えると、お姉さんはふっくらした唇をほころばせて、

「やったぁ！　ついてる！　お願い、キミ。このノート、遥菜に渡してくれる？」

　と、肩に提げていた鞄かばんからノートを出し、歩あゆむに押しつけてきた。

「昨日、わたしのマンションへ来て宿題してたんだけど、あの子、うっかりさんでさー。ノートをまるっと置いてっちゃったのよ。数学のセンセって、すごく厳しいんでしょ。今いま頃ごろ『ど～しよ～』って、わたわたしてると思うから、遥菜に届けてやって」

「そ、それは……」

　妹さんは僕にひどいことを──と説明する間もなく、

「ありがとう！　じゃあ、わたし、急いで仕事に戻らなくちゃいけないから。ノートお願いね！」















　まだ引き受けると言っていないのに、早口でお礼を言って、お姉さんは校門のほうへせわしなく戻りはじめた。

　遥はる菜なと同じで、こちらの話を聞かない。

　が、途中で立ち止まり、振り返って、



「ねぇ、キミ、名前は？」



「な、永なが野の歩あゆむ」



　遥菜をもっと大人っぽくして、もっともっとエロくした顔に、南国産の大輪の花のような、あでやかな笑みが広がる。

「わたしは、千ち織おり！　春すの坂さか千織よ！　ありがとう永野くん！　今度、お礼するわ！」

　耳通りのいいはきはきした声でそう言って、大きく手を振り、ハイヒールで豪快に走っていってしまった。

（春坂さんちは、お姉さんもすごい美人だなぁ……）

　きっとご近所で、美人姉妹と評判なのだろう。

　そんな場合ではないのに、カッコいいお尻しりや肉感的な足を、ぼーっと見送ってしまい、手の中に残されたノートを見て、うっと声をつまらせた。

　このノート、どうする！

　片手にノート、片手に弁当の包みを持ち、悩みながら校舎に戻る。

　遥菜とは、極力関かかわりたくない。

　自分を手ひどく振った相手に、何故親切にノートを届けてやる必要があるのか？　そんなの暗黒魔法使いの名折れだ。ああ、そうだとも！　自分はこの先、女とは関わらず、冷酷非情に生きるんだ。

　廊下の隅にある、ゴミ箱の前で立ち止まる。

　このまま捨ててしまえ、という声と、いいや、パクって青春の思い出に──いや、はりつけにして、呪のろいの儀式に使ってやれ、と二つの声が、ささやきかけてくる。

　どちらも邪悪な声をしているのが、それはそれで自分らしいと、なんとなく誇らしい気持ちになったとき。



「なにしてるの、永野！」



　鋭い声がして、耳にピアスを光らせた派手な女子生徒が現れた。

（げっ！　よりによって）

　眉まゆをつり上げ、歩あゆむを睨にらみつけている芹せり乃のの隣で、ひよりが困ったような表情を浮かべている。

「今、そのゴミ箱に、春すの坂さかのノートを捨てようとしてたでしょう！」

　再び、ぎょっとする。

（な、何な故ぜ、そのことを！）

「あたし、視力は、すっっっっっごくいいのよ！　あんたが持ってるそのノートに、春坂遥はる菜なって、名前が書いてあったわ！」

　歩は慌ててノートをひっくり返した。表紙にピンクのサインペンで大きく“〝数学　春坂遥菜”〟と書いてある！

（ノートに名前を書くなんて、小学生かよ！　ハルピュイア！）

　それを目ざとく読み取った芹乃も、ただものではない。

　隣に立っているひよりが、ますます困っている顔になる。ひよりも、歩がノートを捨てようとしているように見えたのだろう。

「春坂のノートを盗んでゴミ箱に捨てるなんて、あんたって最低ね！　永なが野の！」

「ち、違うっ、僕は……」

　確かにノートを捨てようか、パクって持ち帰ろうか迷っていた。だが、盗んだわけではない。遥菜の姉から預かったのだ。

　それをいきなり犯人扱いするなんて、失礼じゃないか。

　そう反論しようとしたとき。

「どうしたの？　堀ほり井いちゃん？」

　遥菜が友達と一緒に通りかかった。

（うわっ、何故、春坂さんまで！）

　神様は、そこまで僕が嫌いなのか。

　芹乃が歩を、びしっと指さす。

「こいつ、春坂のノートを盗んだんだよっ！　でもって、それをゴミ箱に捨てようとしたんだよ！」

　とたんに、遥菜の周りの女の子たちが騒ぎ出す。

「ひど────い！」

「きっと、スーちゃんにフラレた腹いせよ」

「永野、最悪！」

　ひよりがおろおろと、

「あ、あの、永野くんの話も、聞いてあげて……」

　と説得する横で、芹乃は腕組みしてふんぞり返っている。

　こいつ、どうやって滅殺してやろうかと、歩あゆむが恨みに燃えたとき。

　それまで一連のやりとりを、ぽーっと眺めていた遥はる菜なが、急に嬉うれしそうに叫んだ。

「ああっ、それ、あたしの数学のノートだ。昨日、お姉ちゃんのマンションに、忘れてきちゃったと思ってたのに！　よかったぁ！　永なが野のくんが拾って、持っててくれたんだ！　けど、どこに落ちてたの？」

　芹せり乃のが組んでいた腕をほどき、目を丸くする。

「はぁ？　なにそれ？」

　遥菜の友人たちも、

「スーちゃん！」

　と悲痛な声を上げる。

　歩も目をむいた。

（なんで、僕が“〝拾った”〟って発想になるんだ！　どこまでめでたいんだ、ハルピュイア、それとも、男を油断させて、食い物にするための演技なのか？）

　なににしろ、遥菜がボケてくれて助かった。

　歩は急いで、

「実はさっき、春すの坂さかさんのお姉さんの千ち織おりさんからノートを預かったんだ。はい、春坂さん」

　と、ノートを遥菜に差し出す。

「ありがとう、永野くん。嬉し～」

　遥菜が無邪気な笑顔で受け取り、ノートを胸に抱きしめ、ぴょんぴょん飛び跳ねる。スカートがふわりと広がって、愛らしい。いやっ、見み惚とれるな、僕！

　ひよりがホッとした顔になり、歩もこれ以上の長居は無用と、急いで立ち去りかけたとき。

「ちょっと待って。永野が春坂のお姉さんからノートを預かったっていうのは、信じるとしても、ノートをゴミ箱に捨てようとしたのは、どう説明する気」

（うっ）

「せ、芹ちゃんってば」

　ひよりが芹乃の腕を引っ張って止めようとする。

　が、芹乃はますますキツイ目で、

「ひよ、あんたも、こいつが邪悪な顔つきでノートを捨てようとしているとこを見たでしょう。こういうことは、はっきりさせるべきよ」

　と断言する。

「うぅ……それは」

　と、人の良いひよりまで声をつまらせ、

「そうよ！」

「堀ほり井いに賛成！」

　と遥はる菜なの友人たちが、口々に芹せり乃のを支持する。

　遥菜は目をぱちくりさせて、不思議そうに、

「え？　永なが野のくん、あたしのノート捨てようとしたの？　なんで？」

　芹乃が、答えられるもんなら答えてみなさいよ！　というようにきゅっとつり上がった目で歩あゆむを睨にらんでくる。

　なによりも、遥菜がピュアな瞳ひとみで、じーっと歩を見つめてくるのが辛つらい。

　きっとこれも演技なんだ、無邪気なふりして僕を追いつめているんだ、このアクマ、このハルピュイア、と心の中で罵ののしってみても、喉のどがしめつけられ汗が噴き出てくる。

　他の生徒も、どんどん集まってきて、

（どうすりゃいいんだ）

　と、心の中で叫んだとき。



「アユムさん、どうされました」



　感情のこもらない静かな声が、歩に呼びかけた。

　人垣の向こうから現れた女子生徒を見て、ぎょっとする。

（なんで、おまえが、ここにいるんだ！）

　さめた海色の瞳で近づいてきたのは、真夜中に河か原わらで会ったあの少女だった。

　しかも、歩たちの学校の制服を着ている！

　淡あわ々あわとした金色の髪は、昼間の屋内でも星のようにきらめき、白い肌も透きとおって見えた。

　夜に着ていた薄い布のドレスほどではないが、制服の上からでもしなやかな体の線は、そこなわれることなく、歩き方も姿勢も優雅で、周囲から溜息がこぼれる。

「三年生の入海いるみルーメ先輩よ」

「は～美し～」

「入海興産の社長令嬢なんでしょう。ずっとスイスに留学されていたんですってねー」

「そんなお嬢様が、なんで地方の公立高校に」

「きっと社会勉強よ。ご立派ね」

　と、男子以上に、女子が憧あこがれの眼まな差ざしで見ている。

（って、うちの学校の生徒なのか！）

　驚きの事実だった。

（イルミ・ルーメだって？　なんて言いにくい名前だー！）

　芹せり乃のもルーメを知っているらしく、

「入海いるみ先輩！　永なが野のと知り合いなんですか！」

　と声を上擦らせている。

　遥はる菜なたちも、

「うわー！　永野くん、入海先輩にアユムさんなんて呼ばれちゃってる！　すごーい！」

「う、うそ、永野なんかに、入海先輩があんな親しげに」

「信じられない」

　と騒然としている。

　ひよりも感心したように、「ほえー」と口を開けている。

（なんだ！　なんで、みんなこいつのこと知ってるんだ！）

　歩あゆむは周囲を見渡し、焦った。

　ルーメが人形のようにさめた顔で言う。

「アユムさんとは、以前から家族のように、親しくおつきあいさせていただいております」

「家族！」

「永野が、入海先輩の！」

　周囲がまたどよめく。

（おい、いつから僕が、おまえの家族になったんだ）

　ルーメが淡々と続ける。

「それで？　アユムさんがなにか？」

　さめた海色の目を向けられて、あの気の強い芹乃がひるんでいる。

「う……その、永野がこの春すの坂さかのノートを、ゴミ箱に捨てようとして……」

　ルーメは芹乃の説明に、感情のこもらない表情で耳を傾けたあと、

「それは、おそらくあなたの勘違いです」

　冷静に言った。

「そ、そんなことっ」

「アユムさんは、人様からお預かりした品物を、捨ててしまうようなかたではありません。わたしが保証します」

「ううっ、入海先輩がそこまで言うなら……」

　芹乃は渋々引き下がり、遥菜の友人たちも気まずそうに目を伏せた。

　ひよりがホッとしたように息を吐き、遥菜がなんにも考えてなさそうな晴れやかな笑顔で、

「うんっ。永野くんは、そんなことしないよー。ノート預かってくれてありがとう！　永野くん」

　と言ったのだった。

　実際は、そんなこともあんなこともしかけていた歩あゆむは、長い前髪で表情を隠したまま、

「い、いや。クラスメイトとして……当然のことで」

　と、冷や汗をかいて、ぼそぼそつぶやいたのだった。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　屋上は立ち入り禁止で、ドアに鍵かぎがかかっていて、一般の生徒は入れない。

　が、放課後、歩がルーメに呼ばれてそこへ行ってみると、ドアの鍵は開いていた。

　春の突風に乱れる前髪を片手で押さえながら、見渡す。

　すると、手すりの前に、スカートの裾すそと星色の長い髪をはためかせたルーメが、背を向けて立っていた。

　景色を見ているらしく、歩がすぐ後ろまで近づくと、

「こちらは山ばかりですね……」

　と物憂げにつぶやく。

　歩たちが住む町は、山に囲まれている。なので、大小の山の連なりしか見えない風景は、歩には日常的なものだ。ルーメが未来から来たという話が本当なら、ルーメの海色の瞳ひとみに映っていた日常の風景は、どんなものだったのだろう。

（いや、こいつ未来人じゃないからっ。入海いるみルーメって名前の上級生だからっっ）

「おまえ、いつから、うちの生徒だったんだよ。それに僕のこと、みんなの前で、アユムさんなんて呼んだりして」

　ルーメがさめた顔で振り返る。

　向かいあったルーメは、やっぱり歩より少し背が高く、美しいだけではなく静かな威厳をただよわせていた。こんなに非日常的な、幻想的な容よう貌ぼうをしているのに、学校の制服が似合っているのが、意外だった。

「みなさんの前で、『過去のユア・マジェスティ』とお呼びするほど、わたしは空気が読めなくはありません。それに、過去のユア・マジェスティと親しいことにしておけば、この先なにかと便利ですから」

　事務的な声で静かに語る。

「それと、わたしがこちらの学校に来たのは、今年の一月です」

「は？」

　一月！　そんなに前から？

「美人で金髪で文武両道な資産家の令嬢が転入してきたと、かなり話題になったはずですが、ご存じなかったのですね」

「自分で言うな！　僕は、世俗のことには興味が持てなくて」

　司つかさくんが英語のスピーチコンテストで優勝したとか、司くんがテニス部で一年生でレギュラーに選ばれたとか、司くんにミス新入生が告白したとか、嫌なことばかり耳に入ってくるから。意識して周囲の声をシャットアウトしていたのだ。

「未来のヒズ・マジェスティも、ご自分のことにしか関心がなくて、周りのことはどうでもいい自己主義なかたで、ご自分の部屋で、魔術書や哲学書や、魔法少女が出てこられるアニメを熱心に眺めておられました」

「それ、微妙に貶けなしてるだろ！　特に最後！」

「実際には、周囲に関心のない振りをしているけれど、実はご自分の評判が気になって仕方のない、小心で拗ねじくれたかたでした」

「今度は完全に貶してるぞ！」

「いえ、ただの事実です」

「もっと悪い！」

　歩あゆむがわめいても、ルーメのほうはしらっとしている。

　歩は苦い声で、

「まぁいい……“〝支配者をやってる未来の僕”〟なんて、おまえの話の中にしかいないんだから。で、一月から、うちの学校にいたわけだな」

「はい……。時を遡さかのぼる魔法自体が大変困難で、いちかばちかの賭かけで、正確な地点まで戻れなかったのです。わたしが過去の地球に辿たどり着ついたのは去年の秋の終わりで、そこから歩いて移動して、こちらの町に辿り着いたのは、十二月でした」

「ちょ──移動って、どっから？」

　全部妄想だと思いつつ、またつい突っ込んで尋ねてしまう。

　ルーメが口にしたのは、本州の南端だった。歩たちの県から、確実に千キロ以上は離れている。

「なんで歩いて！　電車とか飛行機とか使えよ！　未開の地に投げ出されたんじゃないんだから！」

「暇でしたので。徒歩もよいかと」

「暇って──滅亡する未来を変えるために、過去からわざわざ来たんだろっ。なのにサボりか？　実はやる気ないんじゃないか、おまえ──いや、妄想で千キロ移動したってことだよな。それなら一瞬だよな。そうだよ、一月から学校にいたんなら、なんで僕に話しかけてこなかったんだ。やっぱり、来年の三月十四日に地球が魔法に包まれるとか、僕が支配者になるとか、全部大嘘で」

　ルーメの語りに、性懲りも無く引き込まれてしまったことが悔しくて、左手の薬指に巻いた包帯もいまいましく、わざと意地悪く言う。

　が、ルーメは淡々と、

「滅びる未来を変えるための魔法を発動させるには、条件がありました。そのひとつが、発動に必要なだけの力が高まる星の配置を、待つことでした。それが昨夜で、それまでは過去のユア・マジェスティにお会いしても、動きようがありませんでしたので。それに、ああした出会いのほうが、未来から来たというわたしの話を、ご理解いただけると考えたのです」

　確かに、学校の廊下でいきなり、わたしは未来人です、一緒に地球を救いましょうと切り出されるよりも、インパクトはあったが……。

「ふん、わざわざすけすけの白いドレスを着て、スタンバイしていたわけか。僕を悩殺するつもりだったんだな」

「あれは、ただの寝間着ですが」

「はぁ？」

「少々時間を読み違えていたようで、寝ているときに強制的に呼びつけられて、着替える暇がなかったのです」

「そ、そうか……ドレスにしては透けすぎだと……」

「あれがドレスに見えるなんて、過去のユア・マジェスティは、女性の衣服に対して、常識がなさすぎです。そういえば未来のヒズ・マジェスティが愛読されていたご本に出てこられる少女が身につけている衣服も、装飾過多、露出過多の、実生活には適さないデザインのものばかりで」

　歩あゆむは顔が熱くなった。

「だ、黙れっ。あんなひらひらした寝間着を着てたやつに言われたくない！　あれで寝てるって、どういう生活だ。入海いるみ興産の社長令嬢って聞いたけど」

　ルーメは真面目まじめな顔で、

「はい、冬にこちらの町へ辿たどり着ついて、しばらくの間、河か原わらの高架線の下に段ボールハウスを作って、生活していたのですが」

「段ボールハウス！」

「クリスマスの前、雪がちらつく頃ころに、ランニング中に具合が悪くなったご老人を、背負って病院まで運びました。それが入海興産の社長で、わたしの無欲さと根性を気に入ったと言ってくださって、養女にしてくださり、高校へ転入することもできたのです」

　……スイスのお嬢様学校から転入したって、女子は噂うわさしていたぞ。段ボールハウスの住人だったことを知ったら、パニックが起こりそうだ。

「……なんで二年生から」

「わたしは十七歳という設定だからです。未来のヒズ・マジェスティがそう定められました」

「今、設定って言った！」

「それがなにか」

　未来人ていうのも“〝設定”〟なんだろうと突っ込もうとしたが、ルーメがあんまり平然としているので、言葉を失ってしまった。

「っっ、本当はいくつなんだ」

「女性に、軽々しく年齢を尋ねるものではありません」

　そういう流し方をされると、余計にルーメの実年齢が気になった。

　本当に、いくつなんだ。まさか三十過ぎてたりしないよな。

「それより過去のユア・マジェスティは、遥はる菜な嬢のノートを捨てようとされましたね」

　終わったと思っていた話を、いきなり蒸し返されて、歩あゆむは心臓が止まりかけた。

「おまえ、あ、アユムさんは、人様からお預かりした品物を、捨ててしまうようなかたではありませんって……」

「あれは、あの場をおさめるための建前です」

　きっぱり言われて「うっ」と声をつまらせる。

「遥菜嬢に話しかける、よいきっかけになったのに」

　困った生徒に対する教師のような口ぶりに、歩はとたんに苛いらついた。

「何度言えばわかるんだよ。おまえが未来人とか信じてないし、世界なんて滅びてもかまわないし」

「それは、言い訳です」

「な──」

　絶句する歩に、ルーメが静かな眼まな差ざしで告げる。

「過去のユア・マジェスティは、遥菜嬢にまた拒絶されるのが怖いだけです。無理だと思っているのでしょう。自分は彼女に恋されるはずがないと」

　今度は顔だけでなく、頭までカッと熱くなった。

「だったら、なんだって──」



「無理なことなど、あなたには、なにひとつありません」



　ルーメが歩の瞳ひとみを見つめたまま、断言する。

　包帯の下にかっちりはまったままの鉛色の指輪が、きゅっとしまったようだった。

　再び絶句する歩に、揺らぎのないしっかりした声で言う。

「過去のユア・マジェスティ。未来においてあなたはすべての不可能を可能にしてみせました」

（そ、そんなの、おまえの妄想で──僕を騙だますための作り話でっ）

　ルーメが右の手のひらを上に向け、そのまますっと空へかかげる。

「ご覧ください」

　手のひらの上に白く輝く球形が浮かび上がり、それがまぶしい光を四方に放った。思わず目を閉じ、それを開けた瞬間、歩あゆむは息をのんだ。

　さっきまで学校の屋上にいたはずなのに、軍服を着た兵士たちの群れの中に立ち尽くしている。場所は、どこかの広場のようで、同じ軍服を着て背筋を伸ばした兵士たちで埋まっている。

　何千人、何万人いるのか、見当がつかない。まるで、歴史ものの映画の中にでも迷い込んだかのようだ。

　兵士たちが見上げるその先の壇上に、黒いマントをひるがえした青年が立っている。

　顔の半分を銀色の仮面でおおっており、右手を鋭くかかげ、張りのある声で演説をはじめた。

「万物は流転する！　が、変わらぬもの──ロゴスもまた存在する！　ではロゴスとはなにか？　それは火であるか！　それは水であるか！　それは空気であるか！　いいや、それは我である！　火は土の死により、空気は火の死により、水は空気の死により、土は水の死によるが、我は不滅である！　万物は一であり、一から万物が生まれ、その一こそが我である！」

　カリスマにあふれた力強い声は、広場の隅々まで響きわたり、漆黒のマントが、地獄を統べる王の背中に生えた羽根のように、ばさりとひるがえる。

（まさか、あれって……）

「未来の、あなたです」

　ルーメの声が、どこからか聞こえた。

（未来の、僕！）

　兵士たちが一斉に、壇上の支配者をたたえる。

　ユア・マジェスティ！

　ユア・マジェスティ！

　その声が山鳴りのように、広間を揺るがし、歩の目が、耳が、心臓が、頭が、燃えるように熱くなり──。

　気がつけば、屋上にぺたりとしゃがみ込んでいた。

　首筋と腕に、まだ鳥肌が立っている。

（未来の僕──本当に、あれが？）

「か……カッコいい……」

　上擦った声でつぶやく横で、ルーメが冷静に、

「ヘラクレイトスを、パクリまくりの上に都合よく解釈して、他の哲学者からも、ちまちまパクって、つぎはぎしてますが」

（うっ）

「靴も、上げ底ですが」

（ううっ）

　成長期に、背がすくすく伸びたわけではないらしい。

「声も、魔法で発動する高性能スピーカーを仕込んでいますが」

　いきなり渋い低音ボイスになったわけでもないようで──。

「って、未来への希望を壊すなー！」

　尻しり餅もちをついたまま叫んでしまい、ハッとする。

「あ、あんなの、きっとトリックがあるんだろ。あれが未来の自分だなんて、し、し、信じたわけじゃ」

　けど、まだ動どう悸きがおさまらず、体を包む熱が引かない。包帯の下で、指輪をはめた薬指が、じんと痺しびれている。

　もしあれが、未来の自分の姿だったら──。

　あんな風に、大勢の者たちを従える、強く大きな存在になれるなら──。

（いや、騙だまされちゃダメだ）

　抵抗を試みようとしたとき。

「そうですか。これだけは、生涯胸に秘めていようと思っていたのですが」

　ルーメが無表情で話し出した。

「過去のユア・マジェスティは、中学生になられたばかりの頃、コウモリを使い魔にしようと思いつかれ、コウモリが生息する洞どう窟くつへ、虫取り網を持って、コウモリの捕獲に行かれましたね」

「げ」

　歩あゆむの口から、首をひねられた鶏のような声が漏れたのは、それが胸の奥底にしまい込んでいた、黒歴史だったからだ。

（な、なぜ、それを──誰にも、話したことないのに）

「コウモリの大群に追いかけられた過去のユア・マジェスティは、半泣きで呪じゆ文もんを唱えながら山の中を逃げ回り、肥だめに落ちて、糞ふん尿にようまみれに……」

「うあぁぁぁぁぁぁ」

　歩は耳をふさいで叫んだ。けど、無情にもルーメの声は、指の隙すき間まから淡々と流れ込んでくる。

「未来のヒズ・マジェスティは、成長されてからもその恥辱を忘れず、コウモリを『へなちょこ』と改名する法律を制定され、積年の恨みをはたされました」

（セコっ！）

　それが支配者のすることかと、ますます顔が熱くなる。

「他にも──過去のユア・マジェスティが所有されている魔方陣の裏には、ご自身が書かれたサインが、ありますね」

「うぐっ」

「表記は、ソロモン・アルクシール・デスヴァーン・トリスメギストス。ソロモンは、七十二体の悪魔を従えたと言われる伝説の王から。トリスメギストスは、賢者の石を手にした唯一の錬金術師と言われている神人ヘルメス・トリスメギストスから、デスヴァーンは過去のユア・マジェスティが当時ハマっていらしたアニメの敵役の闇やみの魔法使いデスヴァーン卿きようから、アルクシールは──」

「わあぁ！　うわぁ！」

　歩あゆむは思い切り声を張り上げた。けど、ルーメは容赦なく、

「過去のユア・マジェスティのお名前、歩をアルクと読ませ、さらにそれらしい装飾を加えたもので、未来のヒズ・マジェスティは、このアルクシールを公式名とされていて。『どうだ、この世でもっとも高貴で美しい名だろう』とそれは自慢げに、サインも五十パターンくらい考えておられて、ご自分のお部屋の壁に書きまくっておられて、そうそう、過去のユア・マジェスティのご自宅のお部屋の、机の裏と、カレンダーの裏と、ベッドの脇わきの壁にも、確かサインが──その他にも、胸に秘めていようと思ったことが、あと十、いや二十、いえ三十くらい」

「よせ、もうしゃべるな」

　耳をふさいだまま屋上にしゃがみ込み、ぴくぴく痙けい攣れんしながら、歩は懇願していた。

「信じる！　お、おまえの話を全部信じるから！　頼む、それ以上、僕の恥ずかしい秘密を無表情で語りまくるのは、やめてくれぇぇぇ」



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



（……屈辱だ。あんな痛い話を信じざるを得ない理由が、さらに痛々しい自分の黒歴史だなんて）

　翌日の昼休み。

　歩は、教室の自分の席で肩を落としていた。左手の薬指に巻き付けた包帯の下の、鉛色の指輪が、昨日よりずっしり重い。



　──では、時間がありませんので、明日から真面目まじめに、遥はる菜な嬢の攻略をはじめてください。すでに今日は五月十五日で、エウレカが地球に接近する三月十四日までの十ヶ月の間に、遥菜嬢を含む五人の女性から、テーゼを得なければならないのですから。



　──それ、全員攻略しなきゃダメなのか。



　──はい。一人ひとりでも欠けては、滅亡する未来は変えられません。必ず、五人分必要なのです。



　──てか、僕と春すの坂さかさんが恋人同士になったとして、そのあと、また別の女の子と恋したら、修羅場になるんじゃないか？



　──……それは、大丈夫です。



　──どう大丈夫なんだよ。



　──……まだ知る必要はありません。いずれわかります。それより今は、遥はる菜な嬢の攻略に集中なさってください。でないと、わたしの心に秘めた過去のユア・マジェスティの秘密が、うっかり口からこぼれ出て……。



　──うわぁぁぁ！　わかった！　春坂さんと、恋人になればいいんだな！



（って、どうやって恋人になるんだよっ。この前、振られたばかりなのに！）

　今日も学校へ来てから、まだ遥菜とまともに話していない。それどころか、意識してしまって、目もあわせられないでいる。

　女子は、四時間目が調理実習だったらしく、リボンでラッピングしたカップケーキを、誰に渡すかで騒いでいる。

「あたし、司つかさくんに、あげちゃおうっと」

「えー、あたしも司くんに差し入れしようと思ってたのに」

「うそぉ、実はあたしもー」

　どーせ、バレンタインに義理チョコの一個ももらったことのない僕には関係のない話だと、聞き流していたが、司の名前が出てきたとたん、耳がぴくりと動く。

　司は去年のバレンタインも、段ボール箱四箱分のチョコレートをもらってきて、とても一人では食べきれず、町内のジュニアスポーツクラブや、児童館やらに配りまくったのだ。

（フンッ、甘いものなんて全然好きじゃないし。手作りのスイーツなんて、女が可愛かわいい自分を演出するためのアイテムにすぎなくて、実際コンビニスイーツのほうが、はるかに食べられる味だし）

　と心の中で毒を吐きながら、

（す、春すの坂さかさんは、誰かにあげるのかな。個人的に気になるわけじゃなくて、ただ攻略対象の情報として知っておきたくて……）

　そっと隣の席を盗み見る。すると、遥はる菜なが両手で持ったカップケーキを、あふれんばかりの笑顔で、歩あゆむに差し出した。

「永なが野のくん、これ、昨日お姉ちゃんからノートを預かってくれたお礼。よかったら食べて」

「ええっ！」

　歩は仰天した。

（す、すすすす春坂さんが、僕にケーキをくれるなんてっ！　なにかの陰謀か!?　ケーキに痺しびれ薬でも入っているのか!?　また僕を弄もてあそんでっ。だ、騙だまされないぞ、ハルピュイア──今度は僕が恋させて、ぼろ雑ぞう巾きんのように捨ててやるんだ、こんな原価二十円くらいのケーキひとつで懐柔されてたまるか！　そうだ、ここはクールにいくんだ。“〝万物は流転する”〟──そう、あんな風にカリスマにあふれた感じで）

「えへっ、どーぞ」

　遥菜が小鳥のように首をかしげる。やっぱりものすごく可愛かわいくて、とたんに頬ほおが熱くなる。

「あ、あああありがとう」

　カリスマどころか、上擦りまくりだ。

「どーいたしまして」

　歩の手のひらに、ラップでくるんだカップケーキが、ちょこんと載る。

（うわぁ……春坂さんの手作りケーキだぁ）

　振られた恨みも忘れて、感動にひたっていたが、

「ん？」

　よくよくケーキを見おろして、歩は首をひねった。

　ケーキは、なんの変哲もないラップでごく普通にくるんである。リボンなど一切ついていない。それだけならまだいい。が、表面が思いきり焦げている。おまけに形もえらくいびつで、アメーバの化石みたいな……。

「失敗作でゴメンねー。でも、味は平気だと思うよ」

（し、失敗作？）

　明るく笑う遥菜の机の上に、ピンクのリボンで可愛くラッピングされた、綺き麗れいなカップケーキが置いてある。

　焼き色もまともで、形も綺麗だ。

　遥菜はそれを、わざわざ用意しておいたらしいハート柄の赤い紙袋に、にこにこしながら入れて、

「えへへ、喜んでくれるといいな」

　と、とろけそうな目で、つぶやいた。

　どう見ても向こうが本命用で、歩あゆむにくれたのはゴミ箱行き用だ。

　ショックを受けていると、教室の中に、ひときわ高い悲鳴があがった。

「きゃぁ～！　司つかさくん！」



（なにぃ！）



　女の子たちが、教室の後ろの出入り口に殺到する。

　そこから芹せり乃のに腕を引っ張られて、少女漫画の世界から抜け出してきたような、細身で長身の爽さわやかイケメン男子が、恥ずかしそうに顔を出した。

（うげ！　本当に来た！）

　歩は、机の下にうずくまりたくなった。

　現在進行形で、すくすく身長が伸びている弟を前にすると、いつも反発と同時に、胸が引き絞られるようなやりきれなさを感じてしまう。

　こいつと一緒にいたくない。こいつに見られたくない。話しかけられたくない。

　そんな、コンプレックス丸出しの感情でいっぱいになってしまうことが、ますます歩を逃走したい気持ちに駆り立てるのだった。

　司が教室の中に視線を走らせる。

　歩を捜しているのかもしれない。歩は身をすくめた。

　みんなの前で「兄さん！」なんて爽やかに呼びかけられたら、さらし者だ。

　が、司は歩をめざとく見つけたらしい。表情が明るくなったので、わかってしまった。あれは「兄さん」と叫ぶ二秒前の顔だ。

　慌てて首を、ぷるぷる横に振る。空気が読める気遣い屋なので、黙っていろという意味だと伝わったらしく、開きかけた口を閉じ、淋さびしそうな顔になる。

（あーくそっ、まるで司を嫌っている僕のほうが、意固地で拗ねじくれた人間みたいじゃないか。って、実際そうなんだけど！）

　こっちだって、好きで、おまえの兄に生まれたんじゃない。

「はぁい！　みんな！　お待ちかねの司くんを、連れてきてあげたわよ～」

　司の隣で、芹乃が高らかに声を上げる。

　芹乃は、司と仲がよいのだ。入学早々、カッコいい一年生がいると話題になった司を、芹乃が「ねぇ、合コン来ない！」とナンパしたのがきっかけだったと聞いている。

　つきあいの良い司は強引な先輩に逆らえず、そのまま合コンに引っ張ってゆかれたようで、以来「芹先輩」「司」と親しげに呼び合っている。

「芹先輩は姉貴っぽくて、逆らえないってゆーか」

　前に、そんなことを困ったようにぽそぽそ言っているのを聞いて、爆発しろ、リア充じゆうめ！　と心の中で呪のろいの言葉を叫んだものだ。

　歩あゆむを目の敵にして、日々罵ば倒とうすることに精力を注いでいる芹せり乃のも、よくもまあその弟と、いちゃくらできるものだ。態度が違いすぎだろ！

　二人に怨おん念ねんを送ろうとするが、殺到する女子の群れに囲まれて、あっという間に見えなくなってしまった。

「司つかさくぅん、これ、調理実習で作ったケーキなのぉ。食べて」

「あたしのも、司くん！」

「あ～！　あたしも！」

「ほら、司、仲介料前払いで受領済みなんだから、しっかり受け取んなさいよ」

「って、勘弁してください、芹先輩」

「えー、司くん、受け取ってくれないのぉ」

「いえ、そういうわけでは」

「そうよねー。司は、優しいもんねー」

「芹先輩っ」

「はい、司くん」

「ありがとう」

「出たっ、司くんスマイル。カッコいいーっ！　可愛かわいいーっ！」

　教室の中に、きゃあきゃあという声が響き渡る。ここはアイドルのサイン会＆握手会の会場か。

　クラスの男子は、妬ねたむのを通り越して、感心している。

「はーっ、すげーな。さすがだな、スーパー一年生」

「あそこまでルックス良くて、頭良くて、スポーツ万能で性格も良かったら、モテて当然だろ。放課後、テニスコートの周りは、スーパー一年生のファンでびっしりだってさ」

「私立のスカウト蹴りまくって、公立のうちに来たのって、なんか理由あるのか」

「さぁ。兄貴に聞いてみれば」

「ああ、そういやいたな、うちのクラスに」

「似てなさすぎだよなー、兄貴。墓場で拾われたんじゃねー」

　歩は心の中で、呪いの言葉を唱えまくっていた。

（滅びろ、滅びろ、滅びろーっ）

「永なが野のくんの弟さん、すごい人気だね」

　遥はる菜なが笑顔で言うのに、さらにグサッとくる。

「わかるな。司くん、カッコいいもんね。一年生なのに背が高くて大人っぽいし。なのになんか可愛いし」

「……春すの坂さかさんも、司つかさみたいなやつが好きなの？」

　ぼそりと尋ねると、遥はる菜なの顔が赤く染まった。

「え！　あ、あたしはその」

（慌ててる！）

　遥菜はハート柄の赤い紙袋を、もじもじといじくりまわしている。

「えっと……どうかな」

（目もそらした！　なんだ、なんでこんなに赤い顔してるんだ！）

　まるで、恋する少女の顔で──。

　歩あゆむの頭が、ぐらりと揺れる。

（春坂さんは、司のことが好きなのか！）

　司は女の子に囲まれて、いちいちお礼を言ったり、質問に答えたりして、「カッコいい」と悲鳴を上げられている。

　司を連れてきた諸悪の根源である芹せり乃のは、その輪から早々に抜け出し、

「さぁて、あたしのカップケーキは、誰に食べてもらおうかな。芹サマ特製のカップケーキ、欲しい人」

　などと、ケーキを高々とかかげて呼びかけた。

　とたんに、クラスの男子が何人も手をあげる。

「堀ほり井い！　オレ！　オレにくれ！」

「いや、芹サマ、ぜひオレに！」

「よぉし、じゃあ二百円からスタートよ」

　金をとるのかよーと突っ込みが入るが、すぐに、

「三百円！」

「三百五十円！」

　と声が上がる。

「ええい、五百円！」

「もう一声！」

　芹乃が煽あおる。

「ろ、六百円！」

「六百五十円！」

「六百七十五円！」

「男のくせにセコイわねー。もっとドカンといきなさいよ。そうそう、サービスでキスもつけたげる」

　唇を尖とがらせ、パチンとウインクすると、それまでオークションに加わっていなかった男子まで叫び出す。

「千円っ！」

「二千円っ！」

「二千五百円っっっ！」

「三千円っ！」

「よし！　売った！」

　芹せり乃のがあざやかに叫ぶ。

　落札したのは、今いま川がわだ。でれでれしながら芹乃に千円札を三枚渡す。

　すると芹乃はラップしてあるカップケーキに、ちゅっとキスし、それを差し出した。

「はい、あたしのキスつきスペシャルカップケーキ」

「ええっ、オ、オレにキスしてくれんじゃないのか」

「あら、誰がそんなこと言った？　それに、あたしのキスつきスイーツじゃ不満？」

　声をつまらせる今川に、芹乃は愛想良く笑いかけた。

「まいどありぃ！」

　普段の歩あゆむなら、セコイ商売をするなーと軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けるところだが、今は遥はる菜なの反応が気になって、それどころではない。

（まさか……そんな、バカな……）

　と、汗をだらだらかいて、うろたえている。

　遥菜は仲良しの女の子たちと机をくっつけて、お弁当を食べはじめたが、手をカップケーキでいっぱいにした司つかさが、教室から出て行くと、自分も立ち上がり追いかけていった。

　その手に、あのハート柄の赤い紙袋があるのを見て、喉のどがきゅっと締め上げられる。

　後ろで、芹乃とひよりの話し声がした。

「ね、ひよは誰にあげるの？」

「うんとね、あたしは、ダイちゃんとコウちゃんのお土産にするんだぁ」

「色気ないなぁ。弟たち以外に、気になる男はいないの？」

　正直、まともに耳に入っていない。

　しばらく悶もん々もんとしたあと、歩はいてもたってもいられず廊下へ走り出た。目をこらすと、ずっと先のほうの曲がり角のところに、遥菜と司が向かい合って立っている。

　遥菜が恥ずかしそうに、袋を渡す。

　司が笑顔でうなずいて、受け取る。

　司のあれは社交辞令で受け取っている顔ではない。曇りのない、本物の笑顔だ。

　遥菜も、はにかむように微笑ほほえみ返す。

　微笑みあう二人は、これ以上ないほどお似合いのカップルで、



　──スーちゃんの相手は、やっぱり司くんレベルじゃないと。



　遥はる菜なの友人に言われたことを思い出し、惨めさで一杯になりながら、教室に戻った。
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「どーせ、僕は司つかさと全然似てなくて、一生キモい中二野郎で、焦げたカップケーキがお似合いで、もう女なんて一生信じない」

　放課後。

　屋上で、春の青空を見上げることもなく、膝ひざを抱えてうなだれたまま、

「世界なんて、やっぱり滅べばいい」

　と、ぶつぶつつぶやいていると、後ろで声がした。

「もうヘタレているのですか。あきらめるのが早すぎませんか」

　淡々とした声で、ルーメだとわかる。

　歩あゆむは膝を抱えたまま、

「……おまえ、僕に恋させて、未来を救うために来たんだろ」

「そうですが」

「なら、魔法とか使って、春すの坂さかさんが僕に恋するようにしろよ」

「できません」

　ルーメがあっさり言う。

「わたしたちの文明において、魔法は、地球の衛星となったエウレカから注がれるエナジーを、体内で魔力に変換することで、使用が可能となります。なので、先日の夜のように、星がよほど強い配置をとらなければ、わたしにできることは、魔法文明以前の人類と、そう変わりません」

「……魔法で、春坂さんが僕を好きになるようにできないのか」

「はい」

　またあっさり答える。

「それに、外的要因によって遥菜嬢の気持ちをゆがめるのでは、意味がありません。過去のユア・マジェスティが、ご自身の想おもいと行動によって、遥菜嬢と相思相愛になるのでなければ、未来を救う魔法は完成いたしませんので」

「その魔法は永遠に完成しないよ。……春坂さんは、司のことが好きなんだ」

　膝に置いた包帯を巻いた指の上に、反対の手を重ねて、ぎゅっと膝を抱え直し、掠かすれた声で言う。胸がひりひりして、体に力が入らない。

「いつもそうなんだ。両親も、先生も、初恋の女の子も、みんな僕より司を好きになるんだ。神様は不公平だっっ」

「……」

　ルーメは黙っていたが、やがて淡々と、

「……遥はる菜な嬢が、そうおっしゃったのですか。過去のユア・マジェスティよりも、弟君のほうが好きだと」

　ルーメは、歩あゆむの隣に移動したようだった。ひそかな足音がそこで止まる。

「っっ、言われたようなものさ。僕が司つかさが好きなの！　って訊きいたら、顔を真っ赤にしてうろたえて、司に手作りのカップケーキを渡してた」

「……カップケーキ、ですか」

「リボンをかけて、ハート柄の袋になんか入れちゃってさ」

「その鞄かばんの上にあるのは？」

　ルーメが言っているのは、失敗作の焦げたカップケーキのことだろう。

　歩は膝に顔を押しつけたままそれをつかみ、横にぐいっと突き出した。

「……やる」

「過去のユア・マジェスティが、遥菜嬢からいただいたものなのではないのですか。召し上がらなくてもよいのですか」

「……」

「見た目は少々難ありで、口にするには愛と勇気が必要とされそうですが」

「……食べないなら、捨てていい」

　返事がない。

　隣に誰もいないかのように静かだ。

　放っておいてほしいと思ったはずなのに、いざ静かになると気になって、そっと顔を上げると、ルーメは歩のすぐ隣に立ち、遥菜が作ったカップケーキを食べていた。

　焦げていびつなスポンジに、品のある小さな口で齧かじりつきながら、さめた海色の瞳ひとみで、屋上から見える景色を眺めている。

　流れる川。

　草むら。

　畑、田んぼ。

　住宅地。

　密集したビル。

　そして、それらを囲む山の連なり……。

　指に残る最後のひとかけらを飲み込んで、物憂げにつぶやく。

「……やはり、山しか見えませんね」

　感情のない瞳や表情が、何故こんなに哀かなしく見えるのだろう……。

「カップケーキを食べたのははじめてなので、通常のものとは比べられませんが、見た目に反して味はなかなかでしたよ……。口にしてみなければ、わからないものですね。タコやウニを人類ではじめて食べた人々も、きっと勇気がいったでしょうね……」

　淡々とつぶやき、

「過去のユア・マジェスティも、どうか召し上がってみてください」

「え」

　鞄かばんのほうを見ると、半分に割ったカップケーキが残っていた。

　驚いてルーメを見上げると、海色の瞳ひとみで歩あゆむをじっと見おろして、

「明日六時十五分出発の電車の、三両目に乗車してください」

　謎なぞの言葉を残して、屋上から去っていった。

「……なんなんだ、わけのわからないことばっかり言って」

　文句を言っても、返事はない。その状態が一分ほど続いたあと。歩は半分のカップケーキに、のろのろと手を伸ばした。

　ラップをむいて、齧かじる。

　しばらく口をもぐもぐさせて飲み込み、一秒、二秒、三秒、過ぎたあと、ぼそりとつぶやいた。

「くそっ……うまいじゃないか」








　　三章　僕の好きなあの子の好きな人





（ルーメの言葉に従うわけじゃないけど）

　翌日。六時十五分。

　いつもより一時間も早い電車の三両目に、乗車する。

　普段はぎゅうぎゅうづめなのに、この時間はだいぶ空すいている。三駅ほど過ぎたとき。

「あれ、永なが野のくん。おはよう」

　遥はる菜なが乗ってきた。

「お、おはよう」

　昨日、遥菜が司つかさにカップケーキの袋を渡していたシーンを思い出し、胸がぎゅっとした。

　けど、それを押し隠して、

「春すの坂さかさんのカップケーキ……見た目はいまいちだったけど、味は美お味いしかった」

　と伝えると、顔をぱーっと輝かせた。

「本当？　よかったー！」

　遥はる菜なは嬉うれしそうに頬ほおを染めて、えへへと笑った。

　それから照れくさそうに、

「永なが野のくん、今日は早いんだね」

「えっと……ちょっと用があって。春すの坂さかさんは、いつもこの時間？」

「うん。ホームルームの前に、朝練してるの」

「ラクロスの？」

　尋ねると、まぶしいほどの笑顔になる。

「そう。今日もいい天気だし、絶好のラクロス日和だよ」

「本当にラクロスが好きなんだね」

　そう言うと、はにかみながら、

「うん」

　と、うなずく。

「駅前のパーラーフジタのマンゴーパフェより、園その部べの白玉クリームあんみつより、アリスハウスの限定シュークリームより、大大、大大、大好きっ」

　好きなものの話をする遥菜は生き生きとしていて、二年生になって隣同士になったばかりの頃ころも、ラクロスの話をしてたっけなぁ……と思い出して、甘酸っぱい気持ちになった。

「ラクロス、いつからやってるの？」

「高校に入学してからだよ。入学式のあと部活巡りしてたら、ラクロス部のコーチに、見学に来ないかって誘われたの。そしたらユニフォームも可愛かわいいし、すっごく楽しそうで、即決しちゃった」

　遥菜は目をきらきら輝かせて、ラクロスの話を続けている。

「ねぇ、永野くん、本当に今度、見学においでよ」

　ドキンとすると、

「隣がテニス部のコートだから、司つかさくんの応援もできちゃうよ。毎日女の子がいっぱいで、すごいんだよ」

　いっきに叩たたき落とされた。

（くぅぅぅ、ラクロス部の練習場所の隣がテニスコートだって。なるほど、それで、春坂さんは司が、サーブ、レシーブを決める姿を見て、好きになってしまったというわけか。司も、春坂さんのミニスカートのユニフォームが見放題で。昨日だって、春坂さんからカップケーキを受け取るとき、まんざらじゃなさそうだったし。もうつきあってんじゃないのかー、おまえら）

　またムカムカしてきたが、

「うん、見てみたいな」

　と答えていたのは、多分、薬指に巻いた包帯の下で、指輪が熱くなったような気がしたのと、ルーメの海色の瞳ひとみが頭に浮かんだせいだった。
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「遥はる菜な嬢とお話しできたようですね」

　休み時間。

　ルーメが廊下で、すっと歩あゆむに近づいてきて、冷静な顔でつぶやいた。

「放課後、ラクロスの見学に来ないかって誘われた」

「行かれるのでしょう」

「……」

　口の端を下に向けて黙っていると、

「楽しんできてください」

　全部見透かしているみたいに、淡々と言った。
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「きゃ～！　司つかさくん！」

「司くん、カッコいい～！」

「きゃあ、きゃあ、また司くんのサービスエースよぉ！」

「司くん、最高～！」

　放課後。

　いきなり歩は後悔していた。

「司く～ん！」

「愛してる～！」

　校庭の端には花がほとんど散りかけた桜の木が何本も植えられていて、時おり、ピンク色の花びらが風にのって、降ってくる。

　遥菜たちのラクロス部が練習を行っているグラウンドは、校庭の一番端にあり、その横に、フェンスで囲まれたテニスコートがあるのだった。

　フェンスの周りは、制服を着た女の子たちでいっぱいで、中にはよその学校の制服の女の子まで交じっている。

　その子たちがいっせいに、

「司く～ん」

　と黄色い声を張り上げ、司の華麗なプレイや、汗をぬぐう仕草や、ボールを追う真剣な眼まな差ざしや、ボールをとりこぼして恥ずかしそうに苦笑する様子や、男子の先輩に「ドンマイ、司つかさ！」と声をかけられて、子犬のような笑顔になる様子を画像におさめようと、ケータイをかざしているのだった。

　どうせ、こんなんだろうと予想していたので、これまでいくら遥はる菜なに誘われても、放課後、テニスコートの周辺にだけは近づかないようにしていたのだ。

　実態は予想をはるかに超えていた。歩あゆむにとっては拷問である。

（ぅぅぅ、司の応援なんて聞きたくないのに）

　園児の頃ころから、あらゆるスポーツで才能を発揮してきた司が最終的に選んだのは、中学生になってからはじめたテニスだった。中学時代は、二年生と三年生で全国大会で二連続優勝し、テレビや雑誌でも取り上げられ、はてには芸能事務所がスカウトに訪れる騒ぎにまでなった。しかも一社ではなく数社も。

　進路を決める時期には、東京の私立高校から特待生として迎えたいという話もあったし、海外への留学の誘いもあった。歩は、さっさと僕の見えないところへ消えてくれ、と苦々しい思いで念じていたが、両親が、

「司くんが東京へ行くなら、お母さんもついてゆくわ。ええ、海外留学すると言うなら、アフリカでもアマゾンでも」

「父さんも転属願いを出すぞ！　通らなかったら会社を辞めて、再就職先を探す」

　と大おお真面目まじめに言い出し、家族会議を重ねたあげくに、地元の公立高校に進学を決めたのだった。

　この家族会議の“〝家族”〟に、当然歩は含まれていない。

　歩の家は、高校生に一人暮らしをさせられるほど裕福でもないので、もし司が海外留学すると言ったら、歩も強制的に、言葉も通じない海外のスクールへ転入させられるはめになったのは間違いない。

　司が同じ高校に入学してくるのと、どっちがマシだったのか。

　歩が二年生に進級した四月には、小学生の頃から恒例の「どの人が、司くんのお兄さん？」「えーっ、あの前髪長い暗そうな人ー！　がっかりー」ツアーが歩のクラスへ大挙して訪れた。おそらく来年も「どの人が、司先輩のお兄さん？」「ショックー」ツアーが、新一年生女子によって組まれることだろう。

　背中に司くんコールを聞きながら、

（僕はラクロスの見学に来たんだっ。司のでたらめなモテっぷりを見せつけられに来たんじゃない）

　と、校庭を睨みすえる。

　そこでは、ミニスカートの女の子たちが、蝿はえ叩たたきの巨大版のような形のクロスを持って、健康的に走り回っている。

　中に一人、体格のいい男性が交じっていて、えらく大声で、

「吉よし田だ！　回り込め！　突っ走れー！」

　だの、

「うぉぉぉぉ！　そこだー！　ゴールだー！　弓ゆみ崎ざきぃ！」

　だの叫んでいる。

（なんだ、あの暑苦しいのは）

　歩あゆむが顔をしかめたとき、クロスを両手で抱えた遥はる菜なの姿が、爽さわやかな風のように歩の前に走り出てきた。

　やわらかな髪が、ふわりと広がり、大きな目がきらめく。

「スーちゃん、パス！」

「おっけ～！」

　ポロシャツにチェックのミニスカートのユニフォームに身を包んだ遥菜が、晴れやかな声を上げる。

　遥菜のスタイルが良いことは、制服を着ていてもじゅうぶんわかっていた。最近の女子は痩やせすぎだと、歩は個人的に苦々しく思っている。が、遥菜は痩せていながら、胸も大きく、お尻も安産型で、太ももにも適度に脂肪がついているという歩の好みに、ぴったりのふんわりした体型で、それがラクロスのユニフォームで、ますます引き立てられ、きらきら光って見えた。

　遥菜が両手でしっかり持ったクロスを、腰をひねって大きく振るたび、髪が躍り、大きな胸がふるんと揺れ、スカートがひらりとひるがえる。

　ひょっとして自分は、世界で一番、ラクロスのユニフォームが似合う女の子を、今、目の前にしているんじゃないかと本気で思ったほどだ。

（あ！　また、スカートがめくれた！　あ、また──。ああっ、あんなに大胆に。無防備すぎだよ、春すの坂さかさん！）

　あの短いスカートの下に、競技用のスパッツをはいていることは、知っている。それでも、遥菜のスカートがひるがえるたび、歩の心臓はドキッ！　と音を立て、頭が熱中症にかかったように、ぼーっとするのだった。

　こんな不純な目で見学されては、見られるほうはまったく嬉うれしくないだろう。今の自分は、司つかさにきゃーきゃー言っているミーハーな女の子たちと、変わらない。

　だが、彼女たちの気持ちが少しだけわかってしまった。

　世の中には、ただ見ているだけで、心が宙に浮き立ち幸せになれる存在があるのだと。

（あ～、やっぱりいいなぁ、春坂さん……『マジカル・ミュンミュン』の美み優ゆ華かちゃんも、テニスをする回があったっけ。けど、春坂さんのほうが、三倍くらい可愛かわいくて、スカートもひらひらしてるよー）

　三日前、遥菜にラブレターを出して無残に振られたことを、歩はこのとき完全に忘れていた。

　遥はる菜なが歩あゆむに気づき、目と頬ほおを、ぱっと輝かせる。

「お～い！　永なが野のくぅ～ん！」

　と、青空にかかげたクロスを、大きく振る。

（春すの坂さかさんが、僕に合図を送ってくれてる！）

　頭を駆けめぐる熱の量が増大し、心臓の鼓動も過去最高のスピードを記録する。

　どーせ、見学においでよなんていうのは、社交辞令だとばかり思っていたので、こんな風に嬉うれしそうにクロスを振って、みんなの前で名前を呼ばれると、

（も、もしかして、春坂さんは、やっぱり僕のことを──）

　と、さんざん繰り返した痛い妄想まで、復活してしまう。

（ラブレターを突き返してきたのは、僕を焦じらすためで、司つかさに渡したカップケーキも、本当は僕宛あてで──そうだ！　僕に直接渡すのが恥ずかしくて、わざと失敗作のカップケーキを渡して──けど、司が僕を妬ねたんで春坂さんのケーキをパクって──）

　冷静に考えたら、あるわけがない。

　けど、歩に向けられる遥菜の笑顔も、好意に満ちた声も、明るい眼まな差ざしも、歩を舞い上がらせるのに、じゅうぶんすぎるほどで。

　誰だって遥菜のようなとびきり可愛かわいい女の子から、こんな魅力的な笑顔を向けられたら、

『この子、僕のこと好きなのかも！』

　と思ってしまうはずだ。

　疑い深く、捻ひねくれ者の歩の心さえとろかす力が、遥菜の笑顔にはあった。それはまるで魔法のようで、

（ぼ、僕も、春坂さんのことが──）

　あれほど騒がしかった『司くん』コールも聞こえなくなり、歩の目に映るのは、スカートをひらひらさせて、歩に笑いかける遥菜のみになったとき。

「スーちゃん、ボールいった！」

「わわ！　えいっ」

　歩に向かって合図を送っていた遥菜が、振り向きざまクロスでボールを打つ。

　反動が加わった打球が、ものすごい速さで歩のほうへ飛んでくる。

「やだっ、力、入りすぎちゃった！　永野くん、よけて！」

（え、えええっ）

　とっさに反応できず、立ち尽くす歩の顔面に衝撃が走り、星が飛び散る。

　次の瞬間、歩は鼻血を流しながら、校庭に仰向けに倒れていた。

（ああ……空が、真っ青だなぁ。なんだか顔が痛くて、頭もくらくらするけど……）

「きゃぁ！　永野くん！」

　遥はる菜なの声が聞こえる。

「しっかりしてぇ！　永なが野のくん！　どうしよう、コーチ」

「落ち着け、春すの坂さか。とにかく保健室へ連れていこう！」

　コーチって誰だ、あの暑苦しいおっさんか……と、大声で叫んでいた筋肉もりもりの男の顔が頭をよぎったとき、体がいきなり宙に浮いた。

（げげっ、な、なんだ！）

「行くぞ、春坂！」

「はいっ、コーチ」

　腹に、ごつごつしたものがあたっている。それは、コーチと呼ばれたおっさんの肩で、荷物のように担がれているのだと悟って、愕がく然ぜんとした。

（うげげぇぇぇ、なんだ、この体勢はー）

　顔は、おっさんの胸のあたりで、左右にぶらぶら揺れている。

　おっさんが「うおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！」と、声を上げて走る。

　担がれた体が、さらに上下左右に、がくがく揺さぶられ、鼻血が飛び散り、歩あゆむは余計に気が遠くなった。

（うわ、やめて、おろしてくれ）

　叫びたくても、口がおっさんの鉄のように硬い胸に、がつがつぶつかって、声が出ない。

　お姫様ダッコしろとは言わない！　けど、これはあまりにおおざっぱすぎる！　普通に肩を貸してもらって歩いたほうが、ずっとマシだ！

「しっかりしろ！　保健室はすぐそこだ！　死ぬなっ！　少年っっ！　生きろ！　生き延びろ！」

　耳元でがんがん語りかけてくる暑苦しい声を聞きながら、歩の意識は、ますます遠のいたのだった。

（ああ……世界が流転している……）



　二十分後──。



　保健室のベッドで、鼻にティッシュをつめて、仰向けにひっくり返っている歩に、遥菜が申し訳なさでいっぱいの顔で何度も頭を下げた。

「ごめんねっ、ごめんね、ごめんね、ごめんねぇぇぇっ、永野くん」

　歩はあんまり情けなくて、恥ずかしくて、まともに返事をすることができなかった。

　よりによって、遥菜が打ったボールを顔面に受けて、カエルみたいに手足を広げてぶっ倒れて、鼻血をだくだく流して、あげくに荷物のように担がれて、保健室に運びこまれるなんて。

「いやぁ、一時はどうなることかと思ったが、鼻血と脳しんとうだけで、すんでよかったなぁ、少年。ははははははは」

　歩あゆむをここまで運んだラクロス部のコーチというおっさんが、両手を腰にあて、快活に笑った。

　よく見れば、まだ若い。

　が、暑苦しい話し方や、発散する熱気は、完全におっさんだ。

（草野球のチームに、こういうおじさん、一人ひとりはいるよな……）

　と、草野球に参加したことなど一度もないくせに、勝手に決めつけながら、

（ああぁ……頼むから、みんな消えてくれ～）

　と、ベッドの中で、こっそり涙していると、

「失礼します！　兄さんが、ボールにぶつかって、倒れたと聞いて！」

　一番聞きたくない声がした。

「司つかさくん！」

　歩は慌てて顔を壁のほうへ向け、寝ているふりをした。

「なんだ、司。少年はおまえの兄貴なのか」

　コーチが意外そうな声を出す。練習場所が隣接しているよしみか、コーチと司は顔見知りらしい。

「はい。あの、兄さんの容態は」

「ああ、鼻血と軽い脳しんとうだ。ちょっと休めば、問題ないそうだ」

「よかった」

　司がホッとしたように息を吐く。

「ごめんなさい、司くん……っ。お兄さんにボールぶつけたの、あたしなの」

「遥はる菜な先輩、そんなに気に病まないでください。兄さんも怪け我がはないっていうし」

「でも、司くんのお兄さんになにかあったら……」

「遥菜先輩にそんな顔されると、オレも困りますから」

　二人のやりとりを、歩は目をぎゅっと閉じたまま、息を殺して聞いていた。

　遥菜先輩だって!?

　下の名前で呼ぶほど、司は遥菜と親しいのか？

　それに『司くんのお兄さん』だって？

（春すの坂さかさんの中で、僕は司くんのお兄さんなのか？　春坂さんが僕に親切だったのも、僕が司の兄貴だからか？）

　遥菜は、まだ「ごめんなさい」と謝っており、司が一生懸命に励ましている。昨日、廊下でのぞき見た、遥菜が司にカップケーキの入った紙袋を渡す光景が、また頭に浮かび、胃がこねくりまわされているように痛んだ。

（……っっ、なんなんだよ、この状況）

　掛け布団の下で、必死に歯を食いしばっていたのだった。
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「世界なんて、今すぐ滅べばいい……」

「またですか」

　夕暮れの屋上で、歩あゆむは膝ひざを抱えている。

　保健室からようやく遥はる菜なたちが去り、「お兄さんが目を覚ましたら、司つかさくんのケータイに連絡するわ」と甘い声で約束していた養護教師の目を盗み、こそこそと保健室から抜け出し、屋上までダッシュし、そのまま黄昏たそがれていたのだった。

　後ろに、いつの間にか現れたルーメが立っている。

「春すの坂さかさんのことなんか、もともとそんなに好きじゃなかったし……どーせ、春坂さんの好みは、司みたいな爽さわやかアイドル系だし、ボールを顔面で受けて鼻血を吹いているような僕じゃ、どーせ無理だし……」

「それは、口癖ですか」

　感情のこもらない声で淡々と、ルーメが尋ねた。

「困難な状況になるたび『どーせ』と繰り返すのは、過去のユア・マジェスティの口癖ですか」

　歩の頬ほおがカッと熱くなる。振り向いて、叫んだ。

「どーせって言っちゃいけないのかよ！」

　ルーメはさめた海色の瞳ひとみで、歩を見おろしていた。

「そうですね。あまり気持ちのよいものではありません。ご自分に言い訳をされる過去のユア・マジェスティを拝見するのは……」

（っっ、未来の僕は、言い訳しなかったっていうのか）

　屋上で見た、未来の映像。広場を埋めつくす兵士たち。彼らを睥へい睨げいする銀の仮面と黒いマントの支配者。力に満ちた声──。

　それは、歩がいだいていた理想の姿で、けれど今の歩とは、あまりにかけ離れていて。

　ルーメの冷静な表情が、歩の胸を波立たせる。

　喉のどや耳がカァァァッと熱くなり、こぶしを握って立ち上がった。

「僕を、未来の僕と比べるな！　どーせ、どーせ……っ！　僕のこと、過去のユア・マジェスティって連呼してバカにしてるんだろ。ああ、過去の僕は、おまえが知ってる未来の僕にはおよびもつかないヘタレ野郎だよっっ！　けど、僕は、過去の僕なんかじゃない！　今、現在ここにいる、僕だ！　僕に、僕以上のことを、求めるなっ！」

　ルーメは黙っている。

　失言を反省して沈黙している風ではなく、我わが侭ままな主あるじを、仕方がないと見つめる目だった。

　今は興奮しているようだから、口を挟むのは控えよう、そのうち疲れて黙るだろうと。

　そんなことを連想させる表情に、苛いら立だちながら胸がしめつけられ、包帯を巻いた薬指も、どんどん重く冷たくなって、泣きそうになってしまう。

　実際、鼻の奥がツンとしてきた。伸ばした前髪が表情を隠してくれるので、きっと歩あゆむが追いつめられていることは、気づかれていない。

　けど、悔しくて。

　相手の無表情を崩してやりたくて──ぼそりと、つぶやいた。

「……パンツの色、教えろ」

「……」

「今、はいてるパンツの色！　は、恥ずかしいから言えないだろ！　僕は、それを人前で連呼するような屈辱的な目にあったんだ！　自分は涼しい顔して見ているだけで、僕にパンツの色も言えないくせに、偉そうに説教するなぁっ！」

　ルーメがやっぱりずっと無表情でいるものだから──慌てさせるどころか、こっちがまた苛立って、叫びすぎて喉のどがひりひりする。

　こんな風に他人に対して感情を吐き出したのは、はじめてだった。今まで、なにを言われても、心の中で蔑さげすんだり呪のろったりするだけで、抑えていたのに。

　ルーメがやっと口を開く。

「本当に、面倒くさい人ですね……」

　歩の頬ほおが、またカッと染まる。

「そのような質問は、最低五夜は親密な夜を過ごし、心を通わせ合った相手にのみすべきです。聞かなかったことにします」

　変わらない淡々とした口調だった。

「──っっ」

　歩は歯を食いしばり、息を吐いて、つぶやいた。

「もうやめる……」

　他人に向かって主張することがこんなに胸を切り裂くと、思わなかった。部屋で一人ひとりで、ねちねち恨み言を言っているほうが、マシだ。

「世界を守るために恋をするなんて、やってらんない。未来の僕や地球がどうなろうと、知ったこっちゃない！」

　夕日に染まった屋上を駆け抜け、階段を降りてゆく。

（バカヤロウ、どーせって、あきらめなきゃやってらんないことなんか、いっぱいあるんだよっ）

　走りながら包帯をほどき、指輪をはずそうとしたが、以前に見たときより、翼の部分も輪の部分も少し黒くなったようなそれは、どうしても抜けなかった。
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　翌日の朝は、いつもの時間に家を出た。

　昨日、帰宅してから、司つかさにあれこれ訊きかれるのが嫌で、具合が悪いと言って早々に自分の部屋に引きこもってしまった。

　司の登校時間は、歩あゆむよりも早い。司が出ていったあとに、ひっそりと家を出たので、司とは話していない。そもそも司とまともに会話したのなんて、もう何年前になるのかわからない。それでいいのだ。

　遥はる菜なのことも、今度こそ思い切ろう。

（けど……春すの坂さかさんが、司の彼女になったらどうしよう）

　ふと頭に浮かんだ想像に、体がぐらりと傾いたような気がした。

（そ、それどころか、司が『この人と結婚しようと思うんだ』って、春坂さんを家に連れてきたらっ）

　遥菜が、歩の義妹になるのか！

（いいい嫌だっ！　それだけは絶対に嫌だ。そんなことになったら、家出してやる。ヒマラヤの奥地で、一生引きこもってやる）

　そういえばルーメが言っていた。遥菜に振られたのは、歩の女性不信のはじまりにすぎないと。この先、さらに歩は女性絡みで酷ひどい目に遭うと。

（じゃあ、やっぱり春坂さんは、僕の義妹に!?　それで、この先、僕はもっと酷い目に？）

　ぎゅうぎゅう詰めの電車の中で、おののいていると、ドアが開いて遥菜が入ってきた。

（げっ！）

　何故、遥菜がこの時間に、乗車してくるのか。朝練はどうしたんだ？　ラクロス大好きじゃなかったのか？

　遥菜に気づかれないよう、他の乗客の後ろに、こそこそと隠れる。

　なるべく遥菜のほうを見ないようにしていたが、遥菜の様子がおかしいことに気づいて、ドキッとした。

　いつもなら黙っていても、きらきらした楽しそうな雰囲気を発散させている遥菜が、今朝はしょんぼりとうつむいている。それどころか、涙をこらえるように目をしばたたかせたりする。

　というか、すでに目が赤い。

（ど、どうしたんだ！）

　ひょっとして痴漢にでもあっているのかと、遥はる菜なの周囲を注意深く観察してみたが、それらしい動きをしている乗客はいない。

（って、放っておけばいいじゃないか。もう関かかわらないって決めただろ。失恋は一度でじゅうぶんだ）

　が、次の停車駅で、人がどっと乗り込んできて、ドアの付近で、ぼーっとしていた遥菜が、歩あゆむのほうへ押し出されてきた。

「きゃ」

　体勢を整えようと足を踏ん張るが、上半身が傾く。そこにちょうど歩が立っていて、遥菜は歩にもたれかかる格好になってしまった。

「わ！」

「え、な、永なが野のくん……？」

　顔がくっつきそうなほど近くで、遥菜が目を丸くする。その目は、やはりうさぎのように赤い。

（関わらない、関わらない、関わらないぞー）

　頭の中で、繰り返し念じる。

　遥菜は普段より元気のない声で、

「昨日は、ゴメンね」

　とつぶやいた。

　歩は遥菜から視線をそらしながら、ぼそぼそとつぶやき返す。

「……は、鼻血止まったし、もう平気だから」

　そのあと、歩も遥菜も黙ってしまった。

「……」

「……」

　いつもなら遥菜のほうからどんどん話を振ってくるのに、今日は目を伏せたまま、哀かなしそうに唇を結んでいる。

　沈黙に耐えきれず、先に口を開いてしまったのは、歩のほうだった。

「ぼ、僕より！　春すの坂さかさんのほうが、元気がないみたいだけど、なにかあったの」

　歩の胸にもたれている遥菜の体が、ぴくっと震える。一瞬泣きそうな顔をしたあと、歩を見上げて、思いきりにっこりした。

「ううん、そんなことないよ。寝不足で、ぼぅっとしてただけ。昨日、深夜映画見ちゃって」

　歩は小さい声で、

「そう……」

　と、つぶやいた。

　もう、ここまでだ！　これ以上、彼女を心配しているみたいな言葉を吐くな。黙っていろ偽善者めと、歩あゆむの中で、もう一人の歩が、やかましく忠告している。

　また長い沈黙が続く。遥はる菜なは視線を下に向けたまま、ピンク色の唇を引き結んでいる。甘酸っぱい香りは、遥菜のシャンプーだろうか。すーっとした淋さびしい香りに思えた。遥菜が暗い顔をしているからだろう。

（……こんな顔、春すの坂さかさんらしくない。春坂さんはいつも楽しそうに笑っていて……いやっ、僕には関係ないから！）

　否定するほど、顔がほてってゆく。

　やがて、学校の最寄り駅で電車が止まった。

　後ろから押されながら、歩も遥菜もよろめく足で、ホームに吐き出されてゆく。改札へ向かう人たちが集団で移動をはじめる。

　それにまぎれて、のろのろと歩を進め、改札を出て、ようやく歩と遥菜の間に、ある程度の距離ができた。

「……すごく……混こんでるんだね、この時間」

　弱々しくつぶやく遥菜に、歩は、ぼそっと言った。



「春坂さん。辛つらいときは、我慢しないほうがいいよ……」



「え」



　遥菜が目を見開いて、歩のほうへ顔を向ける。

「我慢すると、もっと辛くなるから……」

「永なが野のくん……」

　ああ、なにを言っているんだ！　僕は！

　頭の中で、もう一人の歩が、「軟弱者め」と舌打ちしている。

　けど、あの春風みたいに、きらきらした遥菜が、しょぼくれて、今にも泣き出しそうな顔をしているのを見て、どうしても放っておけなかったのだ。

　遥菜が目をうるませて、歩を見つめる。

「あたし、我慢しないほうがいいかな……」

　消え入りそうな声で問われて、

「うん」

　歩がうなずくと、

「本当？」















　と、ますます眉まゆを下げて、すがるような顔で、念を押してくる。

「我慢は体にも心にもよくないから」

　経験をふまえて、きっぱり答える。

「じゃあ、永なが野のくん、丑うしの刻参りのやりかた知ってる？」

「へっ？」

　今、なんて言った？

「永野くん、そーゆーの詳しいでしょう」

　歩あゆむたちのかたわらを、何人もの人たちが通り過ぎてゆく。

　えーとか、あーとかつぶやく歩のほうへ身を乗り出し、遥はる菜なは思いつめた眼まな差ざしで言ったのだった。



「一生のお願い。あたしに、丑の刻参りのやりかたを教えて」








　　四章　そうして僕は、君に告げる





「ぐすっ、あたし、ラクロス部のコーチが、好きだったの」

　歩あゆむの隣で、遥はる菜なはずっとしゃくり上げていた。

（なんてこった。春すの坂さかさんと学校をサボって、カラオケボックスに二人きりだなんて）

　昨日の放課後。遥菜と司つかさのいちゃつきぶりにショックを受けて、ルーメに八つ当たりしたあげくに逃走したときからは、考えられなかった展開だ。

　しかも遥菜が好きだったのは司ではなく、ラクロス部のコーチで、泣きながら失恋したと言っている。

「春坂さんは、司が好きだったんじゃないの？」

　歩が困惑しながら尋ねると、

「司くん？　ううん、なんで？」

　と涙でいっぱいの目で逆に訊きかれた。

「僕が司のこと好きって尋ねたら、真っ赤な顔でうろたえてただろ」

　いや、司みたいなやつは好きかと尋ねたんだっけか？　まぁ、どちらも同じようなものだ。あのときの遥菜の恥じらいは、恋する乙女の反応だった。

　遥菜はまた頬ほおをさっと染め、

「あれはっ、永なが野のくんがいきなり、す、好きなタイプとか訊くから、コーチのことを思い浮かべちゃって」

（司はスルー？）

　唖あ然ぜんとしながら、

「でもっ、司にカップケーキを渡してたじゃないか！　リボンをかけて、ハート柄の赤い袋に入れた成功作を」

　成功作──に思わず力がこもったのは、やはり根に持っていたからだろう。

　そうだ、あのときも遥菜は、司に赤い顔で袋を差し出し、司は爽さわやかな笑顔でうなずき、受け取ったのだ。

「カップケーキは、司くんにお願いして、コーチに渡してもらったの。コーチは高校生の時、テニスの全国大会で決勝まで進んだこともあって、司くんと仲良かったし。司くんが女の子の差し入れを男子テニス部のみんなとわけて食べるとき、コーチもよく交じってるみたいだったから」

（じゃあ、あのとき司がうなずいたのは──）

　遥はる菜なの口から明かされてゆく真実にぐらぐらしながら、まだ納得がゆかず、

「僕が鼻血吹いて、保健室で寝ている横で、『司つかさくんのお兄さんになにかあったら』って言ったのは？　司が『遥菜先輩』って名前で呼んでるのは？」

　と早口でまくしたてると、

「え、永なが野のくんは司くんのお兄さんでしょう？」

「って、そのまんまの意味だったのか？」

「他に意味があるの？　あと、司くんが、あたしを下の名前で呼ぶのは、『ハルナ』があたしの名字だって勘違いして、最初にそう呼んでたからだよ。ラクロス部の人たちは、あたしのこと『スーちゃん』って呼ぶから、それが下の名前だと思ってたんだって」

「そ……それだけ？」

　確かに『榛はる名な』という名字もあるけれど。あのいちゃいちゃした空気は、一体なんだったんだーっ。

（てか、全部僕の早とちり？）

　惚ほうける歩あゆむを見つめる遥菜の顔が、くしゃっとゆがみ、大きな目から、これまで以上に大粒の涙がぼろぼろとこぼれ落ちた。

「わ！」

　思わずのけぞると、遥菜がそのぶん身を乗り出してきて、

「ねぇ、あたしと司くん、そんなに仲良さそうに見えた？　あたしは司くんにコーチのこと、色々訊きいてただけなのに、コーチもあたしと司くんのこと、『おまえら、つきあってるのか？』なんて疑って。二人で焦って『違います』って言っても、『はははははは、隠すなよ。俺も実は高校のときからつきあっていた彼女と、来月結婚するんだ』って──」

　声をつまらせ、また大泣きする。

　遥菜も司も正統派アイドル系の人気者で、そんな二人が親しく話していれば、お似合いのカップルにしか見えないし、コーチが誤解しても仕方がない。歩も、ついいましがたまでそう信じていた。

（なのに春すの坂さかさんの本命は、僕を荷物みたいに粗雑に運んだ、あの暑苦しい男だっていうのか！）

　腰に手をあて、白い歯を輝かせ『ははははは』と笑っていた姿を思い出し、歩はまためまいがした。

　何な故ぜだ！　一体、アレのどこがよかったんだ？　まだ司が好きだったと言われたほうが、納得できる。

（春坂さんの男の趣味って……）

　遥菜は、ソファーの脇わきに置いてあるティッシュで鼻をかみながら、

「ひっく、一年生の頃ころから、大好きだったんだよ」

　と、あの濃い顔のコーチとの出会いまで語りはじめた。

「入学式のあと、どの部に入ろうかなって、あちこち見て歩いてたとき、校庭でラクロス部が練習してて、コーチが大きな声で『いけ～！　そこだ～、オレがついてるぞ～！』って、叫んでたの。男らしくて素敵な人だなって思ってたら、ぐすっ、あたしのほうを見て、すっっっっごく素敵に笑ったの」

　また、ちんと鼻をかむ。

「そ、それでね、それでねっ、『おう、見学か？　悩んでないで決めちまえ。絶対後悔はさせない』って、言ったの。あたし、ズキ────ンとしちゃって、ああ、きっと、これが恋なんだなぁって……」



（それだけ!?）



　歩は再び唖あ然ぜんとした。

（たったそれだけで、あの暑苦しい男に惚ほれちゃったのか？）

　女の子って、わからない。いや、遥菜が、わからない。

　ティッシュが、どんどん消費されてゆく。

「ぐすっ、あたしねっ、あたしねっ、コーチに好きになってほしくて、一生懸命頑張ったんだよ。コーチが、おみそ汁は、しじみの赤だしが一番だって言ったから、うちは白だしなのに、赤だしのおみそ汁を作る練習したし。コーチは、卵焼きは甘くない派だって言ったから、ダシで味付けした卵焼きもたくさん練習して、コーチが赤が好きって言ったから、バッグも、ハンカチも、パンツも、赤にしたんだよ。それで、毎日コーチと二人で、居残りして、遅くまで特訓して、特訓して、特訓して。ひっく、二人で、ラクロスの星になろうって約束したのに」

　ラクロスの星ってなんだ！

「ぐすっ、えっぐ、あたしが部室で『好きです』って、言ったときも、コーチも笑いながら『はははは、オレも春すの坂さかが大好きだぞー』って言ってくれたんだよ。だからあたし、甘くない卵焼きを、お弁当箱にいっぱいつめて、持ってったんだよ。コーチ、すごく美お味いしそうに全部、食べてくれて、『うまかった。春坂は、いい奥さんになれるぞ』って。なのに──高校生のときからつきあっていた彼女がいたなんて！　ひっく、聞いてないよ」

　遥はる菜なはティッシュに顔を埋めて、号泣してしまった。

「うわぁぁぁぁぁん、ひどいよ、ひどいよ～。あの『大好きだぞ』は、いったいなんだったの？　『いい奥さんになれるぞ』なんて、ほとんどプロポーズだよぉぉ。コーチは、あたしを、もてあそんだんだ」

　まるで遥はる菜なに振られたときの、自分の姿を見ているようだった。

（そうか……。恋って、勘違いで成り立つものだったんだな）

　と、妙に冷静に考えてしまったりする。

　きっと遥菜が天然で歩あゆむに愛あい嬌きようを振りまいていたように、あの暑苦しいコーチも、不用意な言動で遥菜を誤解させてしまったのだろう。

（そうか……そうだったんだ）

（春すの坂さかさんは、僕のこと、好きでもなんでもなかったんだ）

（僕が勘違いして、逆恨みしてただけだったんだ）

　すでに悟りモードに突入していると、遥菜が涙でぐしゃぐしゃの顔を上げた。

「だ、だから、丑うしの刻参りしてコーチに復ふく讐しゆうするんだもんっ。永なが野のくん、協力してくれるよね」

「うっ」

　歩は弱ってしまった。

　失恋して丑の刻参りをしたいなんて、遥菜の友人からラブレターを突き返されて、河か原わらにピクニックシートの魔方陣を広げて、滅亡の儀式をした自分そのもので、その痛さが、歩自身に跳ね返ってきて、顔が赤らみ、背筋がざわざわする。

「春坂さんの気持ちは、よーくわかるよ、うん。わかりすぎて怖いほど。けど、安易に復讐なんてするもんじゃないよ」

　経験をふまえて説得しても、遥菜はきかなかった。ぷるぷると首を横に振り、

「わかるんなら、力を貸してっ」

　と訴える。

「永野くん、休み時間も、表紙に血まみれの藁わら人形とか、頭に斧おのを刺した男の人とか、大きい鎌かまを持った骸がい骨こつとか載っている雑誌を読んで、お念仏とか唱えてるし」

「よ、よく見てるな、表紙まで……」

　普通の女子なら、血まみれの藁人形が視界に入った時点で、目をそらして二度とこっちを見ない。

「ぐすっ、そんな永野くんなら、丑の刻参りのやりかたも知ってるでしょう」

　うるうるにうるんだ瞳ひとみが、すがるように歩を見上げる。頼んでいる内容は丑の刻参りなのに、健気けなげで可愛かわいらしく見えて、心がぐらつく。

　女の子に頼られるなんて、歩にとって人生初の経験で、しかも相手は遥菜で──。

「こんなこと頼めるの、永野くんしかいないの。ねぇ、お願い」

　遥菜が歩の左手をとって、包帯を巻いた指ごと、ぎゅっと握りしめる。その手があんまり小さくて、やわらかくて、歩はますますうろたえた。

（ダメだっ。こんなことに関かかわったら、きっとろくなことにならない。それに僕だって春坂さんの天然に振り回されて、失恋したんだからおあいこで……）

「永なが野のくぅん」

　遥はる菜なの顔が近づいてくる。

　シャンプーの甘い匂においが歩あゆむの鼻をくすぐる。電車の中では、すっきりしすぎていて淋さびしそうに感じた香りだったのに、汗の匂いと混じって今はえらく濃密に感じる。

　握りしめられた手と、包帯の下の指輪が熱を帯びてゆく。

（これも、“〝攻略”〟に、入るのかな？　てか、僕のほうが“〝攻略”〟されてるような）

　そんな思いが頭をかすめて、けどすぐに消えて、

「永野くんの言うことなんでもきくから、丑うしの刻参りのやりかた、教えて」

　遥菜の言葉に、うなずいていた。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　翌日。歩が教室の後ろから、背中を丸めてこそこそ中へ入ると、遥菜が駆け寄ってきた。

「永野くん！　おはよう！　よかった、永野くんが来てくれて！」

　頬ほおと目をキラキラさせて、心の底から嬉うれしくてたまらなそうに歩に話しかける遥菜を見て、クラスメイトたちが目をむく。

　歩にキツイ芹せり乃のも、

「ちょ、なにあれ!?　春すの坂さかってば、いきなり永野にべたべたして、どういうつもり？」

　と慌て、その横でひよりが、

「今日のスーちゃん、輝いてるねぇ」

　とやっぱり驚きの眼まな差ざしで、つぶやく。

「もしかして、スーちゃんと永野くん、つきあってるとか」

「なに言ってんの！　ひよ！　そんなはずないでしょ！　あの二人がカップルになったら、この前、断った演劇部の次回公演の『妖よう怪かい百語り』で、砂かけばばあでも、ぬらりひょんでもやってやるわよっ」

　芹乃が歩のほうを、きりきり睨にらみながら、断言する。

　遥菜の仲良しの女の子たちも、血相を変えて飛んできた。

「スーちゃんってば！　永野に近づいたらダメだってば」

「そうだよ、永野なんかと一緒にいたら、スーちゃんまで前髪長くなっちゃうよ！」

　遥菜がにっこり笑う。

「ごめんね、みんな。あたし、永野くんと大事な話があるから、またあとでね」

「す、スーちゃん！」

　友人たちが信じられない言葉を耳にしたように、顔をこわばらせて固まってしまう。

「おい、春すの坂さかさんって、そういえば、昨日学校休んでたよな」

「永なが野のも、いなかったぞ」

「まさか二人で──」

　他のクラスメイトたちも、ざわめきはじめる。

「いこっ、永野くん」

　遥はる菜なが歩あゆむの左腕を、両手で無邪気につかみ、自分たちの席のほうへ引っ張ってゆく。

（うわ、みんな、こっち見てるよ～）

　歩は首をすくめた。

　遥菜は席につくなり、待ちきれないというように、わくわくと身を乗り出してきた。

「ねーねー、丑うしの刻参りのこと、調べてきてくれた？　永野くん」

「う、うん……」

　歩は周囲が気になって、普段以上に声をひそめながら、

「これ……パソコンで、資料を作ってきたから」

　と、プリントアウトした紙をホチキスでとめた冊子を差し出すと、

「わぁ、すご～い！」

　と、遥菜がまたきらきらした顔で歓声を上げた。

「うわー、うわー、写真までついてる。へぇ、宇治の橋姫って女の人が、丑の刻参りを最初にした人なんだ。うわぁ、勉強になるね！　えっと、正しい丑の刻参りのスタイルは、白い着物に白い帯で、白い鼻緒の高たか下げ駄たを履いて……ふぅん、髪は最初から乱しておくんだ。顔におしろいをはたいて、真っ赤な口紅をつけて、えっ？　ええっ、お歯黒を塗って、口に櫛くしをくわえるの？　それに、胸に鏡を下げて、頭に五徳をかぶって、三本蝋ろう燭そくを立てるって……」

　嬉うれしそうに資料をめくっていた遥菜が、ここで顔を上げ、小鳥のように首をかしげる。

「ねぇ永野くん、五徳ってなぁに？」

「やかんなんかを載せる、三つ足の鉄の輪っかのことだよ。時代劇で、いろりに置いてあるやつ」

「あ、ガスコンロみたいなやつだね！」

「うん、そう」

「百円ショップに売ってるかな……」

「金物屋にいけば、置いてあるよ」

「本当？　よかった！」

　遥菜がまた、ぱぁっと顔を輝かせる。

「そうだ、藁わら人形も作らなきゃ」

「僕が前に通販で買ったやつがあるから、それをあげるよ」

「ありがとう！　やっぱり永なが野のくんに相談してよかった！　永野くんって、本当に頼りになるねっ。あたし、見直しちゃった」

　まっすぐな感謝の言葉と、感嘆の眼まな差ざしに、歩あゆむは胸がむずむずしてしまった。

（女の子に感謝されたの、はじめてだ。それに、僕の趣味を褒めてもらったのも）

　なんだか、ジンとしてしまう。

（こういうの……ちょっといいかも）

　教室で女の子と内緒話をするのも、はじめてだ。クラスメイトの視線も、慣れてしまえば優越感を覚える。それに、目をきらきらさせて、小声でささやく遥はる菜なは可愛かわいいし……。

「永野くんがこんなに応援してくれてるんだから、あたし、頑張るねっ。丑うしの刻参り、成功させるねっ」

　幸せにひたっていた歩は、その言葉で現実に引き戻され、がっくり肩を落とした。

（ああ、一晩経たてば気が変わるかと思ったのに……。春すの坂さかさん、本気で丑の刻参りをするつもりなのか……）



　翌日──いや、正確には翌々日になっても、遥菜の情熱は衰えなかった。

　真夜中の一時。春の月が淡い光を地上に投げかける下。

　神社の境内で震える歩に向かって、

「永野くぅーん」

　遥菜が社やしろの脇わきから、明るく手を振りながら、走ってくる。

（げっ）

「ねっ、ねっ、どうかな？　永野くん？　この格好、ヘンじゃない？　ちゃんと似合ってるかな？」

　白い着物に、白い鼻緒の下げ駄た、頭に五徳と蝋ろう燭そく、首から丸い鏡をぶらさげた遥菜が、照れながら尋ねる。

　似合う似合わない以前に、ヘンだよと、きっぱり忠告してやりたい。

　けど、やる気満々の遥菜に、そんなこと言い出せない。

「い、いいんじゃないかな……」

　ぼそりとつぶやくと、遥菜が嬉うれしそうに顔を輝かせる。唇をほころばせ、きらきらした眼差しで、

「本当？　よかった！　白い着物なかったから、お母さんの留とめ袖そで用の長なが襦じゆ袢ばんなんだけど、いいよね」

　と朗らかな声を上げる。

「あの……その格好で、家から来たの？　タクシーとかで？」

「ううん、自転車で。長襦袢の裾すそまくって、上からコート羽織ったら見えないし。あ、鏡とか五徳は、お社やしろの裏で、今、ぱぱっとつけたの。足もスニーカーとソックスを脱いで、下げ駄たと足袋に履き替えたんだよ」

　そんなところで、高二女子がソックスを脱いだり、五徳をかぶったりしていいのか！

　歩あゆむの心の突っ込みが聞こえたかのように、遥はる菜なが言う。

「だって、丑うしの刻参りをしてるとこ、人に見られちゃいけないんでしょ。永なが野のくんがくれた資料にそう書いてあったよ」

「そ、それはそうだけど」

「七日の間、誰にも見つからずにお参りできたら、帰り道に、真っ黒な牛さんが現れるんだよねっ。それを、えいって乗り越えたら、恨みが成就するんだよねっ」

「……う、うん」

　すでに歩に、しっかり見られてるという事実は、遥菜の意識にないらしい。

（春すの坂さかさんって、やっぱり天然というか……頭のネジがゆるいというか……詐欺にあいやすそうというか、ちょっとバカ……？）

　そんな身も蓋ふたもないことを歩に思われているとも知らず、遥菜はにこにこしながら、

「早く牛さんに会いたいな」

　などと言っている。

　が、急に心配そうな顔になり、

「あのね、お歯黒、やっぱり見つからなかったの。それで、イカスミスパゲッティを食べて歯を黒くしようとしたんだけど、うまくいかなくて」

　正式な丑の刻参りスタイルは、お歯黒を塗るので、そこを気にしているらしい。真剣に眉まゆ根ねを寄せ、「思いきって、墨汁とか塗っちゃうべき？」と顔を近づける。

「いや……その意欲だけでじゅうぶんだと思う」

（できれば、丑の刻参りなんてやめてほしい……）

　白い着物に、蝋ろう燭そくを挿した五徳をかぶった遥菜が、明るく笑う。

　格好はともかく、月明かりに照らされたその顔は、晴れ晴れとして、歩の心臓を打ち抜くほどに可愛かわいい。

「そうだよねっ、大切なのは心意気だよねっ。ありがとう、永野くんっ！　あたし、頑張って藁わら人形打つ！　がんがん打つ！」

（あぅ～）

　歩は家へ帰りたくなった。

　境内の草木が、風にざわざわ揺れている。鳥居の横の大きな桜の木に、この春最後の花びらが、かすかな明かりのようにともっている。

「ねぇ、永野くん、蝋燭に火をつけてくれるかな」

　遥菜がライターを差し出し、しゃがみ込む。

「あーと、普通の蝋ろう燭そくだと、火をつけたら蝋が溶け落ちてきて火傷しちゃうから、よかったらこれを使って」

『月刊魔界通信』の付録についてた蝋燭を、おずおずと差し出した。

「え？　百円ショップの蝋燭と、なにか違うの？」

　遥はる菜なが目をぱちくりさせる。

「低温蝋燭だよ。これなら、いくら蝋が顔に垂れても、平気だから」

「わぁ！　便利な蝋燭があるんだね！　永なが野のくんって、ホントになんでも知ってるんだね。すごーい！」

　主にＳＭで使用されている蝋燭だとは、とても言えなかった。

　ちょこんとしゃがみこむ遥菜の頭を飾る五徳の周りに並んだ蝋燭を、全部差し替え、ためらいながらライターで火をつける。お誕生日のケーキのように、遥菜の頭の上で、小さな炎が三つ燃え上がる。

　遥菜がすくっと立ち上がり、

「よぉし！　準備万端！　やるぞぉぉぉ」

　と、声を上げ、

「はむっ」

　口に、これも百円ショップで購入した櫛くしをくわえ、片手に藁わら人形、片手に五ご寸すん釘くぎと金かな槌づちを持って、境内の奥に立つ杉の木のほうへ歩み寄る。

　そうして藁人形を木にあてると、五寸釘と金槌を振り上げた。



「コーチのバカぁぁぁぁぁ！　鈍感っ！　すっとこどっこい！」



「なにがラクロスの星よっ！　ふたりで日本のラクロス界に革命を起こそうよ！　大嘘つき！！！！」



　カウ────ン！　カウ────ン！　カウ────ン！



　最初の絶叫で、口から櫛がぽろりとこぼれ落ちたことにも気づかない様子で、遥菜が藁人形に、五寸釘を打ちつける。

　鋭い切っ先が、人形の腹に、ズブリと埋まる。

　その上から、眉まゆをキッとつり上げた鬼気迫る表情で、金槌を振り下ろす。

（ひぃ）



「バカバカバカバカぁ！」

「コーチなんか、呪のろわれちゃえ～！」

「駅の階段から、転げ落ちちゃえ！」

「黒猫の尻尾しつぽ踏んづけて、引っかかれちゃえ！」

「鳩はとに、ウンコ落とされちゃえ！」

「彼女とキスするとき、鼻毛のびてんの見られてフラレちゃえ！！！！」



　カウ────ン！　カウ────ン！　カウ────ン！



「コーチなんか！　コーチなんか！！　コーチなんかぁぁぁ！！！」



　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！



　金かな槌づちで五ご寸すん釘くぎを叩たたく音が、夜の境内に響き渡る。

「ねぇ、シュンくん、なんだかヘンな音が聞こえるよぉ」

「そうだね、なっち。いったい、なんだろう」

（げっ、人が来る）

　歩あゆむは慌てて、鳥居のほうへすっ飛んでいった。

「こ、ここから、先は、行っちゃあダメだぁ～。それ以上進んだら、呪うぞ、呪うぞ、呪うぞ」

　いちゃいちゃ寄り添いながら現れたカップルの前に、両手をバッと広げて飛び出すと、

「きゃぁ！　変質者よぉ、シュンくん！」

「お、お化け！　逃げるんだ、なっち！」

　カップルは、あっという間に走っていってしまった。

（変質者だって？　お化けだって？　失礼な）

　憮ぶ然ぜんとする歩の背中では、五寸釘を打つ音が鳴りやむことなく、延々と続いていたのだった。



「コーチなんて牛に蹴けられて、万里の長城まで、飛んでっちゃえ！」



　カウ──ン！　カウ────ン！　カウ──ン！　カウ────ン！　カウン！　カウン！　カウン！　カウ───ン！



　そうして。

「あ～、すっきりした！」

　風ふ呂ろ上がりに、牛乳をイッキ飲みしたような人の顔で、遥はる菜なが言う。

「五ご寸すん釘くぎ打つのって、疲れるけど楽しいねー。クセになっちゃいそう」

　月明かりに照らされた頬ほおは、つやつや生き生きしている。

　楽しいって、スポーツじゃないんだから。残念すぎだよ、春すの坂さかさん！

「この調子で、明日も頑張るね！」

（……まだ、やるの～）



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　二日目。

「コーチのバカァァァッ！　おたんこなす！　鼻から牛乳！」

　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！



　三日目。

「詐欺師～！　ペテン師～！　あたしの青春返せ！」

　カウ────ン！　カウ────ン！　カウ────ン！



　四日目。

「みそ汁は、赤だししじみ汁より、白だし大根汁のほうが、百万倍っ、美お味いしいんだからぁ！　オムレツはデミグラスソースじゃなくて、ケチャップだもんっっっ！　卵焼きだって、甘い派のほうがアンケートで、多かったんだからぁぁ！」

　カウン！　カウン！　カウン！　カウ──ン！　カウ──ン！



　五日目。

「赤いパンツなんか、はくんじゃなかったよぉぉぉ！　合宿のとき、脱衣所でみんなに笑われちゃったよぉぉぉ！」

　カウカウカウカウカウカウ──────ン！



　六日目。

「コーチなんか、コーチなんか、うぅぅぅんと、不幸になればいいのよぉぉぉ！」

　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！　カウ──ン！



「えへへ、今日も、いっぱい五ご寸すん釘くぎ打っちゃった」

　六日目のノルマを終えたあと。

　外灯に照らされた夜の道を、二人で自転車を押しながら歩く。

　遥はる菜なは、裾すそをまくった長なが襦じゆ袢ばんの上に、姉から借りたという長いスプリングコートを羽織っている。変質者に間違われそうな格好だが、頭の痛いことに、それなりに可愛かわいく着こなしてしまっている。

「ついに、明日で七日目だねっ」

「そ……そうだね」

「ここまで頑張れたの、永なが野のくんのおかげだよ。毎晩つきあってくれて、ありがとう。誰も来ないように、鳥居のところで見張っていてくれたし。永野くん本当に親切で、いい人だね」

　いや、それは……初恋の女の子のあんな残念な姿を、誰にもさらしたくなかったというか……。今さら抜けられない雰囲気だったというか……。

「明日が楽しみ。牛さん、ちゃんと来てくれるといいなぁ」

　遥菜が空を見上げて、期待に目をきらめかせる。

（……牛、用意しといたほうがいいのかな）



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



「ずいぶん、お疲れのようですね」

　朝。

　満員電車で、乗客の間に埋もれそうになりながら溜息をついていると、後ろで淡々とした声がした。

　いきなりだったのと、耳にフッと冷たい息がかかったのとで、「ひっ」と息をのんで、肩を跳ね上げる。

　視線を後ろへ向けると、さめた海色の瞳ひとみが至近距離で、歩あゆむを見つめていた。

「る、ルーメ……！」

　屋上で、パンツの色を教えろと、今思い返しても赤面ものの暴言を吐いて以来、ルーメとはずっと顔をあわせていなかった。

　あんなみっともない姿をさらし、『もう、やめる、地球なんて滅べばいい』と叫んで走り去っておきながら、今さら遥はる菜なの失恋の憂さ晴らしにつきあっているなんて言えない。恥ずかしすぎる。

　が、避け続けていたその顔が、お互いの息がかかるほど近くにある。

「そ、その……」

「遥菜嬢と、毎晩デートしておられるようですね」

　歩あゆむにだけ聞こえる低い声で、ルーメが耳にささやきかける。

「うっ」

「境内に人を近づけないよう、真剣な顔で番をしておられるのを、拝見しておりました」

「うぅ……」

　滑こつ稽けいだとあきれているのだろうか、あれは成り行きで──と、言い返そうとすると、

「よいと思います」

　静かにつぶやいた。

　淡々とした口調だったが、これまでよりあたたかみを感じた。

「えっと……春すの坂さかさんと神社通いしてるのは、攻略とか関係なくて……てゆーか、そんなことすっかり忘れてて……」

　自分でもなにを言いたいのか、わからない。顔が赤らみ、包帯を巻き付けた薬指が熱を帯びてゆく。

「今は、それでよろしいかと思います」

“〝今”〟という言葉に、微妙に力がこもったような気がして、背中が一瞬、ひやっとしたが、ルーメは感情を見せない淡々とした口調で、続けた。

「お二人が楽しい時間を過ごされることを、祈っております」



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



「いよいよ今日だねー、ドキドキするよ」

　休み時間。

　歩の隣の席で、遥菜はまぶしい笑顔で話していた。

「ねぇ、ねぇ、永なが野のくん。牛さんを乗り越えるときって、ぴょーんってジャンプしたほうがいいと思う？　それとも、よいしょって、またいだほうがいいかな？　見て見て、永野くん。これ、牛さんの想像図！」

　ノートに描いた落書きを、歩に嬉うれしそうに見せてくる。

　ひょっとしたら、遥菜は今もサンタクロースを信じているのかもしれない。熱心に丑うしの刻参りを続けている遥菜を見ていると、ありえそうなのが怖い。

「数学の時間に描いたの。可愛かわいいでしょ？」

　あまり絵は得意ではないようで、やたら目の大きい、犬だか熊くまだか牛だかわからない生き物が、数式の下に描かれている。

「そ、そうだね」

　と歩あゆむは答えておいた。

　牛をどうしようと、頭を悩ませながら。



　離れた席では、遥はる菜なの友人たちが固まって、嘆き合っている。

「スーちゃん、また永なが野のと話してる」

「うぅぅ。あんなに楽しそうに」

「一体どうしちゃったの～、スーちゃん」



　芹せり乃のとひよりも、歩と遥菜のほうを見て、声をひそめて、

「ねぇ、芹ちゃん。やっぱり永野くんとスーちゃん、つきあってるよ」

「やめてよ、ひよ。あいつらがカップルになったら、あたしは、演劇部の公演で、砂かけばばあなんだからー」



　そんな風にして、放課後になった。

「永野くん、一緒に帰ろっ」

「う、うん……」

（牛……どっから連れてこよう）

　廊下を歩きながら、悩んでいたとき。

「あ……」

　遥菜の表情が、いきなり凍りついた。

「おう！　春すの坂さか！」

　前方から、あの暑苦しい顔をしたラクロス部のコーチがやってくる。隣に、シンプルなワンピースを着た、若い女性が立っている。

「どうしたんだ？　最近、全然部活に来ないじゃないか。サボりはいかんぞ」

「す、すみませんっ。家族の具合が……ちょっと、悪くて……それで……」

「ん、そうだったのか。なら仕方ないな。ご家族の具合は、かなり悪いのか」

「い、いいえ……もうほとんど回復していて……」

　遥菜の声は、どんどん小さくなってゆく。

「困ったことがあったら、いつでも俺に相談しろよ」

「……はい。あの、コーチ……その人は、コーチの」

　聞きたくないのに確認せずにいられないという、複雑な気持ちがにじむ弱々しい口調で、遥はる菜なが尋ねる。

「ああ。この前話した、婚約者の梓あずさだ。これから校長に挨あい拶さつに行くところだったんだ」

「はじめまして、春すの坂さかさん。あなたのことは陽よう介すけくんから聞いているわ。とても練習熱心な、いい子だって。頼りないコーチだけど、これからも陽介くんのこと、よろしくね」

「おいおい未来の旦だん那なを、頼りないはないだろう」

「あら、陽介くんが頼りないから、わたしが奥さんになって、しっかり見ててあげなきゃダメなのよ」

「まいったな。ははは」

　コーチが照れ笑いする。

　二人が話している間、遥菜はずっと、笑っているような泣いているような、不自然な顔をしていて、そのことにコーチは最後まで気づかないまま、婚約者と寄り添って、歩いていってしまった。

　そうして、気づいている歩あゆむは、胸が裂けそうな思いで、遥菜を見ていた。



　とぼとぼとぼ。

　長い長い下り坂を、そんな擬音が聞こえてきそうな様子で、遥菜は歩の隣を歩いている。

「コーチの婚約者……綺き麗れいで、優しそうな人だったね」

「ふ、フツーじゃないか」

「……」

　また黙ってしまった。

（これは、本格的に落ち込んでるな）

　今までは、怒っていても泣いていてもパワフルだったのが、まるきり覇気がない。肩を落として、しょぼーんとしている。

　どうすればいいんだ。

　女の子を慰めたことなんてあるわけないし、見当がつかない。

　下り坂が終わり、普通の道路に出る。

「あーその、今夜で七日目だし、どうせだからコーチも婚約者も、まとめてぱっと呪のろっちゃえば」

　歩にしては、精一杯明るく言ってみた。

　が、遥菜はますます眉まゆを下げて、哀かなしそうな顔になり、

「……ゴメン。永なが野のくん。あたし、もうやめる」

　消え入りそうな声でつぶやいて、走っていってしまった。

「え！　あ！　春坂さん！」

　呼び止めようとしたときには、遥はる菜なの姿は、曲がり角の向こうに消えていた。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　七日目のその晩、朝まで待っても、遥菜は神社に現れなかった。

　次の夜も。また次の夜も。

　歩あゆむは、花びらがすっかり散ってしまった桜の木の下で、来ない遥菜を待っていた。

　教室でも遥菜は元気がなく、友達と話しているときもこわばった顔をしていて、しょっちゅううつむいていた。ラクロス部へも行っていないようで、先輩が心配して教室まで遥菜に会いに来たりする。そのときも、遥菜はやっぱり辛つらそうにうつむいていた。

（春すの坂さかさん……）

　そんな遥菜を、こっそりのぞき見している歩も、胸がひりひりした。

（なにをやっているんだ、僕は）

　失恋なんて、珍しくもない。

　歩だって、この前、遥菜に手ひどい振られかたをしたばかりだ。遥菜が振られたのは因果応報で、歩がこれ以上遥菜に関かかわる義理はひとつもない。

（春坂さんには心配してくれる友達も先輩もいるし、もともと丑うしの刻参りだって、春坂さんが強引に僕を巻き込んで、なのに勝手に『やめる』って投げ出したんだ）

　そう、遥菜は無神経で自分勝手で、あんな筋肉男に恋してしまうほどチョロくて浅はかな女なのだ。きっとすぐにまた他の男にアホみたいなきっかけで、ころっと恋をするだろう。断言してもいい。

（僕が心配してやることなんか、ないんだ）

　散ってしまった桜の木と一緒に、一人ひとりで遥菜を待つ間、何度もそう考えた。

　きっともう、遥菜はここへは来ない。

　なのに、夜になると自転車を漕こいで神社へ向かってしまう。朝まで、そこから動けない。

　だから四日目の放課後。歩は廊下で遥菜の腕をつかんで、呼び止めた。

「春坂さん」

　いきなり腕をつかまれた遥菜が、驚いて振り返る。

　長い前髪の間から、その顔を見つめ返し、歩は叫んだ。



「万物は──流転するんだよっっ！　春坂さん！」



　遥菜の目が丸くなる。

「えっと……永なが野のくん？」

　戸惑っているのだろう。歩あゆむだって意味不明だ。けど、言わなければという気持ちが、言葉を吐き出させる。

「火も水も土も風も、形を変えながら、世界をぐるぐる巡っているんだ！　けど、火は燃えつきなきゃ土になれないし、水も蒸発しなきゃ風になれない！　桜だって、一度咲かなきゃ散らないんだっ！」

　頭の中にずっと、ルーメが見せてくれた未来の自分の姿を、思い浮かべていた。

　広場を埋め尽くす兵士たちに向かって、冴さえ輝く銀の仮面をつけ、黒いマントをひるがえし、堂々と語り上げていた、地球の王──。

　空気を切り裂いて、響き渡る声──。

　あんな風に自信たっぷりに、格かつ好こうよくは話せないけれど。

　遥はる菜なは、目を見開いたまま動かない。大きな瞳ひとみの中に、叫ぶ歩の姿が映っている。

「ちゃんと終わらせよう！　最後までやろう！　きみがはじめたんじゃないか！　春すの坂さかさん！」

　包帯の下で、指輪がカァァァッと熱を帯び、握りしめた遥菜の細い腕が、かすかに震える。その手をゆっくりはなし、歩は真面目まじめな顔で言った。

「“〝七日目”〟は、まだ終わっていない。……待ってるから」

　遥菜はなにか言おうとしたようだった。

　唇がぎこちなく動く。

　けれどそれを聞くことなく、歩は背中を向けて立ち去った。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　遥菜は来るだろうか。

　真夜中。一時少し前。

　歩は桜の木の下で、鳥居の向こうを睨にらんでいた。

（僕が春坂さんだったら……前髪が長いキモい中二病野郎に、いきなり説教されたら、むかついて、死んでも行くもんかって思うけど……）

　そう考えたら、どんどん不安になってきて、胃がきりきりとしめつけられた。

（うわあああ、やっぱり来ないよー）

　頭を抱えたとき。



「あ……」



　自転車が止まる音がして、遥菜が鳥居の向こうに息を切らして立っていた。コートの前が開けっ放しで、白い長なが襦じゆ袢ばんが見えている。

「お、遅れてごめんね」

　肩を上下させながら言い、コートを脱ぎ、長襦袢の裾すそをおろした。ぎりぎりまで迷って、飛び出してきたのか、スニーカーを脱いだ足も、裸足はだしで、そこに足袋をはき、下げ駄たをはく。

　そうして、蝋ろう燭そくを立てた五徳をかぶり、「永なが野のくん……火、つけてくれる」と、小さな声で言い、歩あゆむがライターで火をともすと、最後のお参りをはじめた。

　杉の木に藁わら人形を置き、五ご寸すん釘くぎを刺し、金かな槌づちで叩たたく。

　唇を引き結び、眉まゆ根ねを寄せ、目をすぼめ、無言で金槌を打ち下ろしてゆく。

　カウ──ン、カウ──ンという聞き慣れた音が、今夜は切なく淋さびしく歩の耳に響いた。

　五寸釘を打ち続ける遥はる菜なも、胸がしめつけられるほど哀かなしげで、けれど、その哀しみと向き合おうとする真しん摯しさが、藁人形を見すえる瞳ひとみに、にじんでいるように見えた。

（頑張れ、春すの坂さかさん）

　声に出さずに、歩はエールを送る。

（頑張れ）

　長く伸びてゆく澄んだ音を聞きながら、歩は足音を忍ばせて、その場を離れた。



「永野くん……」

　歩を捜しているのだろう。

　釘くぎを打ち終えた遥菜が、白い長襦袢のまま、鳥居の前で心細そうに左右を見渡し、か細い声で歩を呼ぶ。

「永野くん、どこ？」



「ンモォォォ」



　闇やみの中から、ふいに聞こえてきた低い唸うなり声に、驚いたのだろう。遥菜が、びくっと飛び上がった。

　声のするほうを見て、目を丸くする。

「牛さん……」

「モォォォォ！」

　目を大きく見張ったまま、遥菜がゆっくり近づいてくる。

「ンモォ、モォォォ」

「……」

　細い手を、ぎこちなく伸ばして。

「モォォォォ」

　泣きそうな顔で、身をかがめて、

「ンモォ」

「……ありがとう、永なが野のくん」

　牛の着ぐるみを着て、地面に四よつん這ばいになっている歩あゆむの首にぎゅっと抱きつき、うるんだ声で、ささやいた。

（う、バレた）

　歩は牛の鳴なき真ま似ねをやめ、硬直した。

　寝袋にもなる着ぐるみは、フードの部分が牛の頭になっていて、それがすっぽり歩の顔と頭をおおっている。

　やっぱり、酪農農家から本物の牛を借りてくるべきだったか？　いや、それ以前に、なにをやっているんだ、僕は。こんなみっともない姿で、もーもー鳴いたりして。あー、僕は大間抜けのバカ野郎だ。

　けど、遥はる菜なは愛おしそうに、

「あたしのために、牛さんになってくれたんだね」

　牛の頭に、そっと頬ほおずりした。

　歩はますます固まって、

「モォ……」

　と情けなく鳴いたのだった。
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　五徳をはずし、長なが襦じゆ袢ばんの上にコートを羽織った遥菜と、神社の賽さい銭せん箱の前に並んで腰かけ、話をする。

「永野くんの言ったとおりだった。七日間やり遂げたら、すっきりしちゃった。これで、ちゃんと失恋できるね」

「あの……春すの坂さかさん。僕はいつまでこの格好でいれば……」

　歩は、まだ牛の着ぐるみを脱ぐことができずにいる。

　遥菜に脱がないで、とお願いされたからだ。しかも遥菜は、歩の腕に（正確には牛の腕に）しがみついて、歩の肩に（厳密には牛の肩に）、頭を載せている。

「もうちょっとだけ」

「で、でもその」

「ふわふわしてて、あたたかくて、気持ちいいんだもの」

　唇をほころばせ、目を閉じてしまう。遥菜にしてみたら、抱き枕まくらの代わりなのかもしれない。

　けど、このまま眠ったりされたら、たまらない。

　閉じたまつげが、月の光にほのかに光っていて、遥はる菜なのやわらかな寝息が今にも聞こえてきそうで、甘い匂においまでただよってきて、正直、もういろいろ限界で、歩あゆむは遥菜の体を、ぐいっと押しやった。

「永なが野のくん……？」

「春すの坂さかさんのそーゆーとこ、よくないよっ」

　顔をそむけたまま、強い口調で言った。

「男に対して無防備すぎ！　春坂さんみたいな可愛かわいい子に、そんな風にしがみつかれて、頬ほおずりされたり、にこにこ笑いかけられたりしたら、誤解しちゃうよっ。春坂さんが、コーチにプロポーズされたと思い込んでたのと、同じだ！　だいたい振った相手に、そんな思わせぶりなこと言ったり、したりするのは、無神経だよっ！」

「あの、永野くん、よくわからないんだけど……」

「わからないって！　それ、本気で言ってんの!?　無神経じゃなくて、やっぱりバカだったの？」

　声をいっそう荒らげて振り向くと、遥菜は本気で困惑の表情を浮かべていた。

　そうして遠慮がちに、

「あたし、永野くんのこと、いつ振ったっけ？」

　遥菜のボケっぷりに、歩の体から力が抜ける。

「僕が書いたラブレターを、突き返して寄越しただろう」

「ええっ、ラブレター！　なにそれ」

「なにって……先週春坂さんのノートに、こっそり挟んでおいたラブレターだよっ。徹夜して書いたのに、僕の目の前で地面に落とされた、かわいそうなラブレターだよっ！」

「あたし！　見てないよ！」

　遥菜が真剣な表情で、身を乗り出してくる。歩の胸にも、怒りの代わりに戸惑いが広がってゆく。

「え、でも……春坂さんの友達が『スーちゃんも迷惑だって言ってる』って……返して寄越して……」

　遥菜が、ハッとしたように、

「ノートって、もしかして、英語のノート？」

「そうだったかも……」

「あたし先週、英語のノートをナカちゃんに貸したの」

「へ？」

「もしかしたら、そのとき……」

　ナカちゃんというのは、遥菜の仲良しの女の子のうちの誰かだろうか……。

　歩あゆむの頭が、徐々に冷えてゆく。

「じゃあ……僕のラブレター、本当に、読んで……ないのか？」

「ごめんなさい」

　次の瞬間、冷えた頭が、カァァァァァァッと熱くなった。

　まさか、遥はる菜ながラブレターを読んでないなんて、思ってもみなかったのだ。

　なのに逆恨みして、腹黒女だの、怪鳥ハルピュイアだのと、さんざん怨おん念ねんを送っていたなんて。

「手紙……なんて、書いてくれたの？」

「す、好きですとか、つきあってくださいとか……いや、いいんだ！　もう忘れてくれ」

　首をぶんぶんと振り、うつむく。あまりの恥ずかしさに、歩はこのまま本物の牛になりたい気分だった。

「よく、ないよ」

「え？」

　顔を上げると、遥菜がしゅんと眉まゆを下げて、えらく申し訳なさそうに歩を見ていた。

「あたし、永なが野のくんが、あたしのこと好きだなんて、ちっとも気づかなかった。なのに永野くんにさんざん甘えて、相談に乗ってもらって、永野くんのこと引っ張り回してたんだね」

　声にも罪悪感と後悔が、にじんでいる。

「……コーチと、同じこと、してたんだね」

　頬ほおを赤く染め、ますます眉を下げ、目を辛つらそうに細め、遥菜が身をすくめる。

「本当に、ゴメンね」

　歩は困ってしまった。

「そ、そんな！　謝らないでよっ！　僕こそ勘違いして、春すの坂さかさんのこと恨んだりしてたんだ」

「永野くんは悪くないよ。あたしが無神経だったから」

「いいや！　僕が勝手に春坂さんのこと好きになったんだから、春坂さんが気に病むことなんてないし、春坂さんの相談に乗ったのだって、僕が好きでしたことなんだから。僕も失恋したばっかりで、春坂さんの気持ちがわかったから、春坂さんのこと、放っておけなくて」

　本当は『丑うしの刻参りのやりかたを教えて！』と叫ぶ遥菜の迫力に押されて、断るに断れなかったのだが……。

　それに、遥菜の無防備すぎるところや天然なところは、この先も勘違いする男を量産し、遥菜自身にも危険が及びかねないから、改善してほしいと思っているのだが。

　遥菜は、うるんだ目で歩を見つめている。

（ほら、そーゆーうるうるした意味ありげな目つきが、誤解の元で……）

　わかっていても、ドキッとする。

　遥はる菜ながいきなり口を開いた。

「永なが野のくん、ラブレターの内容って、まだ有効？」

「え？」

　思わず聞き返すと、急にもじもじし、そのまま困ったように下を向き、視線を泳がせたあと、そっと顔を上げ、恥ずかし気に──微笑ほほえんだ。

「あたし、永野くんと、つきあう」

「えええっ」

　歩あゆむは目をむき、のけぞった。あやうく階段の下まで転げ落ちそうになる。

「な、なななななんでぇ？」

　まさしく、“〝なんで？”〟だ。

　歩の動揺っぷりに、遥菜は笑みを引っ込め、赤く染まった頬ほおに両手をあて、涙目になった。

「そ、そそそんなに驚かなくても……。お、男の子に告白するの、はじめてだから、よ、よくわからなくて、お、おかしかったかもしれないけど」

「いや、おかしいとか、そんなんじゃ──ただ、なんでいきなり」

　遥菜が、ますます恥ずかしそうに目を伏せる。

「ラブレターに……つきあってって、書いてくれたんでしょう」

　ああ、そうか。きっと遥菜は、コーチに失恋したときの自分を歩に重ねて、罪悪感を覚えてくれているだけなのだ。それで、さんざん歩を振り回したお詫わびに、つきあおうと言ってくれているのだ。

　なのに心臓がドキドキしっぱなしで──体も熱くて息が止まりそうで、ためらいながら口を開く。

「それって、同情……だよね。僕のこと、急に好きになったわけじゃないよね」

　歩の問いかけに、遥菜が目を伏せたまま、悩ましい表情で考え込む。

「そう……かも……」

　それから顔を上げて、小さな声で、

「でも、永野くんのことは前から好きだったよ」

「へっ！」

　赤く染まった遥菜の頬が、ゆっくりととろけてゆく。

「あたしのために、丑うしの刻参りのこと一生懸命調べてくれて、毎晩お参りにつきあってくれて、いい人だなぁって思ってたもの。だから、永野くんがラブレターをくれたって聞いたときも、全然嫌じゃなかったし」

　一言一言、ひたむきに語るその声が、大好きな女の子のその声が、歩あゆむの耳に、心に、染みてゆく。

「『春すの坂さかさんの相談に乗ったのだって、僕が好きでしたことなんだから』って、言ってくれたときも、すごく……ジンとしちゃった」

　ああ、春坂さんらしい……。

　歩の胸もまた、ジンと震えた。

　良くも悪くも、遥はる菜なは嘘うそがない。まっすぐだ。

　悪意も計算も偏見もなく、ひたすら真っ白な気持ちで、歩に向き合おうとしてくれている。

　そんな裏表のない、健全で純粋な春坂遥菜という女の子を、歩は好きになったのだ。

　休み時間に一人ひとりで暗くオカルト雑誌のページをめくって、ぶつぶつ滅びの呪じゆ文もんを唱えている歪ゆがんだ自分でも、この朗らかな女の子と一緒にいれば、明るい太陽の下で笑いあえるような気がして。

　今、歩たちの上には、太陽ではなく月が淡く輝いている。

　幻想的な優しい光に包まれて、遥菜がうんと緊張している顔で、尋ねる。

「永なが野のくんは、あたしとつきあうの、嫌？」

　歩は首を横に振った。

「ううん、生まれてきて良かったと思えるくらい、嬉うれしい」

　遥菜が、ぱーっと笑う。

　幸せでいっぱいの、甘い笑み。

　遥菜が立ち上がり、階段をひとつおりる。そうして、そこからはにかみながら、歩のほうへ、手を差し出した。

「じゃあ、あたしとおつきあいしてください、永野くん」

　きらきらと降り注ぐ、月明かり。

　くすぐったそうな笑顔で、歩を見上げている遥菜。

　歩も立ち上がり、遥菜の手をドキドキしながら握った。

「よ、よろしくお願いします」

　遥菜が、ますます嬉しそうに笑みくずれる。

　歩も精一杯、ぎこちない笑みを作る。

　そんな風にして、二人は多分、カップルになった。
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　そのあと、月に照らされた道を、自転車を押しながら歩いた。















　歩あゆむの顔も、胸も、包帯を巻き付けた薬指も、ぽかぽかと熱い。

　遥はる菜なが明るい声で、

「ねぇ、今度の日曜日、どっか行こうか」

「そ、そうだね、せっかくだから、二人で出かけよう」

「えへへ、初デートだね」

　まるで本物の恋人同士みたいだと、またドキドキしてしまった。いや、信じられないが、実際、歩と遥菜は三十分前からつきあっているのだ。

「春すの坂さかさんは、どこへ行きたい？」

「え、あたしの行きたいとこで、いいの？」

「うん」

「えっと、じゃあね……」

　遥菜が心配そうに、横目で歩を見る。

「永なが野のくん、あたしのこと、嫌いになったりしない？」

（へ？）








　　五章　僕と彼女の、たくさんの初めて





「きゃ────っ！　いけいけぇぇぇ！　そこだ～！　ぶっ飛ばせぇぇぇっ！」

　日曜日の真っ昼間。

　歩あゆむの隣で、遥はる菜なは両手を振り上げて叫んでいた。

「きゃ──っ！　ジャーマンスープレックス！　いけいけいけ～！　いっちゃえぇぇ！」

　デートのために、一生懸命にお洒落しやれしてきてくれたらしく、フリルを何段にも重ねたカットソーに、リボンのアクセントがついた上着、ふわっとした短いスカートという女の子らしい可愛かわいい格好だ。

　待ち合わせの駅前広場でも、とっても目立っていて、歩に気づいた遥菜が、

「永なが野のくん！」

　と笑顔で手を振った瞬間、周りにいた男性たちの羨うらやましそうな視線が、歩に集中した。

　そんな、誰でも彼女にしたくなるような遥菜が、目をきらきらさせ、頬ほおを紅潮させて見入っているのは、ロープをはったリングで、そこでパンツ一枚でくんずほぐれつしている筋骨隆々の男たちなのだった。

（まさか、春すの坂さかさんの趣味が、プロレス観戦だったなんて）

　引かないでね、彼氏やめないでね、ともじもじしながら何度も念を押されて、連れてこられたのは町の体育館で、入り口にマッチョな男たちの立て看板が並んでいて、歩は目を丸くしたのだった。

（ひょっとして、春坂さんって筋肉フェチ？　あの暑苦しいコーチに恋してたのも、ムキムキだったから？）

　ならば自分も鍛えたほうがいいのでは。今夜から筋トレをはじめようかと悩む歩の横で、

「ワンッ！　ツー！　スリー！」

　レフリーと一緒に、遥菜はカウントをとっている。

　ものすごく、生き生きしていて楽しそうだ。

「出たぁ──！　アルゼンチンバックブリーカー！」

「きゃぁ！　きゃぁ！　シャイニングウィザード！」

「きゃぁ～、デスバレーボムぅ！」

　聞いたことのない技を、嬉うれしそうに絶叫し続けている。

「ブロックバスターぁぁぁぁぁ！！　やったぁ！」

　お目当ての選手が勝利をおさめたらしく、遥菜が興奮して腕を振り回す。

　リングの下の客席は、パイプ椅い子すを並べてあるだけで、隣と隣の間隔がほとんどないため、握りしめたこぶしが、歩あゆむの顔に飛んでくる。

　よけようとしたが、間に合わない。

「ぐぇっ」

「へ？」

　歩の頬ほおに、自分のこぶしが思いきりめりこんでいるのを見て、遥はる菜なが青ざめる。

「きゃ～、ごめんなさい、永なが野のくん、しっかりしてぇ！」

　歩の頭の中に、カンカンカンカーン！　という試合終了のゴングが聞こえた。
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「目の下、あざになっちゃったね」

　試合終了後に入った中華系のファミレスで、遥菜はしょんぼりと肩を落とした。

「ゴメンね、永野くん。あたし、つい夢中になっちゃって、永野くんにパンチ入れちゃって」

「はは……これくらい、たいしたことないよ」

　おしぼりを目の下にあて、歩は空笑いした。本当は、すごく痛かったのだが。

「それより、春すの坂さかさんがプロレスファンだったなんて、知らなかったよ」

「うんっ、小学生の頃ころから、大好きなんだっ」

　と、遥菜がまた生き生きと、しゃべりはじめる。

「お父さんがプロレスファンでね、子供の頃から試合に連れてってもらってたの。中学を卒業するまでは、大きくなったら女子プロに入るんだって、思ってたんだよ。けど、高校のみんなには、内緒なんだ」

「なんで？」

「中学のとき自己紹介で、『あたしの趣味はプロレス観戦です、将来はプロレスラーになりたいです』って言ったら、すっごいからかわれたから。そのあともプロレスが好きなんだって言うと、みんな『嘘うそでしょう』とか、『似合わない～』とか言うんだもん」

　遥菜がしゅんとする。

　歩も驚いた側なので、そう言う人たちの気持ちはわかる。きっとみんな悪気はなかったのだろう。

「春坂さんって、お休みの日は、公園で犬の散歩とかテニスとかしてるイメージだから」

「そんなの、みんなが勝手に思ってるだけだよ」

　遥菜がぷんと頬をふくらませる。

「あたしは普通にしてるだけなのに、イメージと違うって言われるの、ショック」

　歩あゆむも家で爆弾作ってそうとか、毒きのこの栽培してそうとか、黒い折り紙で千せん羽ば鶴づるを折ってそうとか、さんざん言われてきた。

　歩の場合はこれ以上イメージの下がりようがないが、遥はる菜なは人気者だから、幻滅したなどと言われてしまうのだろう。言うほうは軽い気持ちでも、言われたほうは傷つくものだ。

「僕は、プロレス観戦が大好きな春すの坂さかさんも、いいと思うよ」

「本当？」

　遥菜が嬉うれしそうに身を乗り出してくる。

「うん、確かにちょっとびっくりしたけど、でも春坂さん、すごく楽しそうだったし。こういう春坂さんも、新鮮でいいなぁって」

「ありがとう。前からお姉ちゃんに、彼氏ができたらプロレス観戦が好きなんて言っちゃダメよって、注意されてたんだ。でも、あとでがっかりされたらヤダから、早めにバラしちゃった」

　お姉ちゃんって、ノートを届けに来たあのＯＬ風の美人か……と思い出していると、遥菜が首をかしげて、にっこりする。

「永なが野のくんが、彼氏やめるって言わなくて、よかった」

　嬉しそうにほころぶ頬ほおや唇に、ドキンとしながら、

「ゆ、言うわけないだろっ。春坂さんが、僕の目の前で百回残念なことしても、春坂さんが好きだよ」

　と、とっさに力を込めて言うと、遥菜がカァッと赤くなり、声をつまらせてしまった。

　歩の頬も熱くなる。

（ちょ、ちょっと……クサかったかな）

　二人で赤い顔で、もじもじしているところへ、ウエイトレスが食事を運んできた。

「た、食べようか、春坂さんっ」

「う、うんっ、そうだねっ。あたし、ここのネギ増しワンタン麺めん、大好きなの。この赤いネギが、ぴりっとしてて美お味いしいんだよ！　いただきまーす！」

　遥菜が割わり箸ばしをパキンと割って、美味しそうに麺をすすり、ぷりぷりのワンタンを口に頬ほお張ばる。

「やっぱり、美味し～」

　幸せそうな表情が浮かび、それを見て、歩もホッとしながら、熱々の餡あんがたっぷりかかった五目海鮮丼どんを、レンゲで食べはじめた。

　セットメニューのわかめスープもメンマも、デザートのジャスミン茶のゼリーも美味しくて、話もはずんだ。

「お姉ちゃんは、シルフィーヌの企画部で働いてるんだよ。そう、全国展開してる下着メーカーの。お姉ちゃん、昔から生徒会の役員とかやってて行動的だったから。社会人になってからも仕事に燃えてるんだ。うんと頑張って、最年少で管理職になるんだって」

「へぇ、すごいね」

「うんっ、自慢のお姉ちゃんなの。そうだ！　今度、お姉ちゃんがお休みのときに、一緒に、お姉ちゃんのマンションに、遊びにいこうよ」

「え、いいの」

「もちろん。お姉ちゃん、永なが野のくんに興味津々だもん」

「ええっ、なんで」

　歩あゆむが驚くと、遥はる菜なも急にそわそわし、

「えっとその、お姉ちゃんに、永野くんの話とかしてて……あたしのはじめての彼氏、だし」

　と、はにかみながら、答えた。

　その表情や、彼氏──という言葉に、胸がくすぐったくなる。

　デートって、こんなに甘くて、幸せで、楽しいものだったんだ。

　ただ二人で、同じテーブルで話しているだけなのに、本当に嬉うれしくて、遥菜も楽しそうで──まるで、宙に浮いているような気持ちになったとき。

　左手の薬指に巻いた包帯が、コップに触れた。

　その瞬間！　指輪が急に重量を増し、一緒に体も重くなった気がした。



　──エウレカが地球に接近するのは、来年の三月十四日です。



　──その日が来るまでに、過去のユア・マジェスティは、“〝憧しよう憬けい”〟“〝敵対”〟“〝聖域”〟“〝戯れ”〟“〝傾国”〟のテーゼを象徴する五人の女性に関かかわり、互いに恋をし、テーゼを得る必要があります。



　ルーメの淡々とした声が、耳の奥によみがえり、背中が震える。

　遥菜は“〝憧憬”〟だと、ルーメは言った。歩の第一テーゼ、最初の恋の相手だと。未来の地球を救うためには一人ひとりも欠けてはならず、必ず五人分のテーゼを得なければならないと。

　遥菜と恋人同士になり、そのあとまた別の女の子と恋したら修羅場になるじゃないかと尋ねる歩に、



　──……それは、大丈夫です。



　と、さめた海色の瞳ひとみで答えたのだ。

　いずれ、歩にもわかると。

　あのとき聞き流してしまった言葉が、胸に黒い霧のように、じわじわと広がってゆく。

（なにがわかるっていうんだ。春すの坂さかさんとこうなったのは、ルーメに言われたせいも、ちょっとはあるかもしれない。けど僕はもともと春坂さんが好きだったし、この先だって他の女の子と恋なんかしない）

　はじめて好きになった女の子が、彼女になってくれた。なのに、どうして他の女の子と恋をする必要があるのか。

　絶対にない！

「永なが野のくん、どうかした？」

「えっと、杏仁あんにん豆腐とジャスミン茶のゼリー、どっちを追加しようか悩んでて」

「あ、じゃあ、二つ頼んで半分こしよ」

　遥はる菜ながうきうきと提案する。

　無邪気な笑顔に、歩あゆむの心もしだいに軽くなってゆく。

　一日も早く指輪をはずして、ルーメに返そう。

　それで、全部解決するはずだ。



　帰り道。

　日が落ちて暗くなりはじめた通りを、仲良く駅へ向かって歩きながら、遥菜が言った。

「またデートしようね。自転車で二人乗りとかしてみたい」

「二人乗りは禁止だよ」

「えー、そうなの。残念」

「二人乗り用の自転車とか……あったかも」

「本当！　じゃあ、約束。一緒に乗ろう」

　遥菜が顔を輝かせて、小指を差し出す。

「えっ」

「指切りだよ、永野くん」

「う、うん」

　細くて可愛かわいらしい遥菜の指に、右手の小指をからめる。すごく甘い感情で胸がいっぱいになる。

「破ったら、ハリセンボンだよ」

　遥菜がはしゃいで言い、指をほどく。

　それから、ちょっともじもじして、

「ねぇ、永野くん。あたしたち、つきあってるんだから、永野くんって呼ぶの、ヘンだよね。呼びかた、変えない？」

（それって、春坂さんが僕のことを、アユムくんとか、アッくんとか、呼んでくれるってこと？　い、いいかも）

「うん」

　歩あゆむがこくこくとうなずくと、遥はる菜なは可愛かわいらしく首をかしげて、歩の顔を横からのぞきこんできた。

「永なが野のくんも、あたしのこと、春すの坂さかさんじゃなくて、もっと彼女っぽく呼んでみて」

「わかった。えっと──」

　そのままストレートに遥菜ちゃん──と呼びかけようとして、やわらかな手で、口をぱしっとふさがれる。

「あっ、まだダメ」

　遥菜が慌てて言う。

「明日、教室で会ったら、自分が考えてきた名前で呼び合うの。そのほうがロマンチックでしょう」

　教室で名前を呼び合うことがロマンチックだと、歩は思わなかったのだが、遥菜がわくわくしている目で見ていたので、

「わかった。明日までに呼びかたを考えておくよ」

　と今日、二つ目の約束をした。

「えへへ、可愛い呼びかたにしてねぇ」















　遥はる菜なが、にっこりした。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　翌朝。歩あゆむは、ちょっぴりドキドキしながら教室の前に立っていた。

（思いきってハルナって呼び捨てにするのもいいなぁ……。でも、いきなり呼び捨てにしたら、ずうずうしいと思われるかもしれないし。うんっ、ハルちゃんにしよう）

　そう決断し、教室に足を踏み入れたとき。

「あっ！　おはよ～！　アユアユ～！」

　教室に、遥菜の声がとどろいた。



　アユアユ？



　歩は最初、それが自分のことだと気づかなかった。

「アユアユ～！　昨日は、すっごく楽しかったよ～！　またデートしようね、アユアユ！」

　どよどよ。

　ざわざわ。

　朝の教室に、いつもと違う喧けん噪そうが満ちる。

「ねぇ、アユアユって誰？」

「スーちゃん、永なが野ののほうを見ながら話してるけど」

「でもって、またデートしようね、とか言ってるけど」

「まさかっ！　永野のわけないよ。きっと別のアユアユがいるんだよっ」

　アユアユって誰だ？　アユアユどこだ？　というざわめきが広がってゆく。

　そんな声をものともせず、遥菜は歩のほうへやってきて、とびきり可愛かわいらしく笑った。

「えへっ、おはよ、アユアユ」

「マジ？　あいつが、アユアユ──！」

　芹せり乃のが悲鳴を上げ、ひよりが「ほぇ～」と目を丸くする。

　遥菜が、早く名前を呼んでほしそうに、にこにこわくわくしながら歩を見ている。

　歩は今すぐ教室から駆け出したくなった。

（けど、僕は春すの坂さかさんの彼氏になったんだから、ちゃんと言わなきゃ）

　おなかに力を込め、口を開く。



「お……おはよう、はるるん」



「はるるん！」

　芹せり乃のが再び悲鳴を放つ。

「うわぁ、はるるん？」

　ひよりが反はん芻すうし、遥はる菜なの友人たちも、

「いやぁぁぁぁっ！　はるるんだってぇぇぇぇぇ！」

　と絶叫する。

　他のクラスメイトたちも口々に、

「はるるんって言ったぞ！」

「永なが野のが、春すの坂さかさんのこと、はるるんって！」

　そんな騒ぎが、まったく耳に入っていないのか、遥菜はにっこり笑った。

「はるるんって呼びかた、可愛かわいい。ありがとう、アユアユ」

　よかった。遥菜は気に入ってくれたようだ。

（けど、ってことは、この先ずっと『はるるん』『アユアユ』？）

　そこへ遥菜の友人たちが、目を血走らせてずかずか歩み寄ってきた。

「ちょっと永野っ！　あんた、永野の分際で、なんでスーちゃんのこと、はるるんなんて呼んでんのよ！」

「スーちゃんに、アユアユなんて呼ばせないでっ！」

　芹乃までやってきて、歩の前に引きつった顔で仁王立ちになる。

「つーか、あんたが春坂とカップルになったら、あたしはノーギャラで砂かけばばあなのよ！　反対反対っ、絶対反対っっ！　今すぐ別れなさいよ！」

「せ、芹ちゃん、そんな乱暴な……」

　ひよりがつぶやく声が、男子生徒の声でかきけされる。

「そうだ、別れろ」

「春坂さんは、みんなのアイドルなんだぞ」

　クラス中に『別れろ』コールが響き渡る。

　そのとき。



「もぉ！　ひどいよ、みんな！」



　歩の隣で、遥菜が頬ほおをふくらませて叫んだ。

「アユアユは、あたしの彼氏なんだからっ！　あたしが好きで、アユアユとつきあってるのに、アユアユの悪口言ったり、別れろとか言ったりしないで！」

　シンと静まり返った教室の隅々にまで、遥菜の言葉は流れていった。

「ス～ちゃ～ん」

　遥はる菜なの友人たちの眉まゆがどんどん下がり、しまいには半べそになる。

　芹せり乃のも「くぅぅぅっ」と唸うなり、ひよりに、「まぁまぁ。芹ちゃんなら砂かけばばあでも、きっとカッコいいよ」と慰められ、男子は、

「うぉぉぉ、俺、春すの坂さかさんのファンだったのに」

　と男泣きをはじめた。

「あ、あれ……？　なんでみんな泣いてるの？　あたしの言いかた、厳しかったかな。ご、ごめんね！」

　遥菜が、おろおろする。

　そんな遥菜を、歩あゆむは頭がぼーっとして体の芯しんが震えるほど感動しながら、見ていた。

　春坂さんが、僕のために怒ってくれた。みんなに、僕のことを彼氏だって言ってくれた。

　なんだか、信じられなくて。全部、都合のいい夢なんじゃないかという気がして。

　遥菜がそっと歩の手を握り、恥ずかしそうにささやいた。

「行こう、アユアユ」

　あたたかい……。

　夢じゃない。

　手のひらに感じる遥菜の手のやわらかさや温度に、今度は鼻の奥がツンとしてしまって、席についてからも、長い前髪の下で、何度もまばたきを繰り返した。

　遥菜が内緒話をするように身を乗り出してきて、

「ねぇ、アユアユ、今日、部活お休みなんだ。アユアユんちに遊びに行ってもいい？」

　と頬ほおをちょっぴり染めて、尋ねた。

　夢見心地のままうなずきかけたとき。

「！」

　廊下から、ルーメが感情のない海色の目で、こちらを見ていることに気づいて、冷水をかけられたように背筋が凍った。



　──エウレカが地球に接近するのは、来年の三月十四日です。



　──その日が来るまでに、過去のユア・マジェスティは五人の女性と……。



　耳の奥で淡々と繰り返される、恐ろしい予言のような言葉を、歩は必死に振り払い、ルーメから目をそらした。

「アユアユ？」

「あ、うん。いいよ、おいで」

　無理矢理、笑う。

　遥はる菜なの嬉うれしそうにはしゃぐ声を聞きながら、そっと廊下のほうへ視線を向けると、もうそこには誰もいなかった。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　休み時間になるなり、トイレの個室にこもって、包帯をほどき、必死に指輪をはずそうと試みる。鉛色をした翼は、以前より艶つやを増したようだった。どれだけ引っ張っても、捻ひねってみても、びくともしない。



　──指輪をはずしたければ、指輪が示すテーゼとの恋を成就させることです。



　──過去のユア・マジェスティと相手の心がひとつに重なり、恋の数値が最大限にまで高まり、テーゼを得たとき、指輪は変化し、未来を救う力のひとつとなるでしょう。そしてそのあと……。



　またルーメの言葉が、よみがえる。

（そのあと、なにが起こるっていうんだっ。テーゼを得るって、どういうことなんだ）

　もうひとつ指輪をはずす方法があると、ルーメは言っていた。けれどそれは話せないと。

　何故、と唸うなる歩あゆむに淡々と『未来の地球が、滅んでしまうからです』と答えた。

「っっ、僕は支配者にも救世主にも、ならない。世界はそう簡単に変わったり滅んだりしない」



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　不安な気持ちを隠したまま、放課後になった。遥菜を連れて帰宅した歩を見て、母親は司つかさの知り合いだと思ったらしく、

「まぁ、いらっしゃい。司くんのお友達？」

　と笑顔で尋ねた。遥菜も、にっこりする。

「いいえ、歩くんの彼女です」

「ええっ！」

　のけぞる母親に、

「歩くんとおつきあいしています春すの坂さか遥菜です。よろしくお願いします」

　と、丁寧に頭を下げる。

「す、春坂さんっ、あああああなた、ひょっとして、歩にヘンな薬でも打たれたの？」

「やだ、お母さんったら、冗談ばっかり」

　遥はる菜ながころころ笑う。

　そこへ司つかさが息を切らして、駆け込んできた。

「ただいま！　兄さん！　遥菜先輩とつきあってるってホント！」

　学校で歩あゆむたちの噂うわさを聞いたのだろう。

　それを知りたくて、わざわざ部活を休んで帰ってきたようだった。玄関に遥菜がいるのを見て、目をむく。

「って、遥菜先輩！」

「こんにちは、司くん」

「遥菜先輩がうちにいるってことは、兄さんたち、本当につきあってるんだ！」

「はるるん、あがって。僕の部屋へ行こう」

「「はるるん！」」

　母親と司が、同時に叫ぶ。

　遥菜が歩を見て、はにかむ。

「うんっ、アユアユ」

「「アユアユ！」」

　また二人の声が重なる。

　惚ほうけたままの司と母親を玄関に残し、歩は遥菜を二階にある自室へ案内した。



「ここがアユアユのお部屋なんだ。おもしろそうなものが、いっぱいあるね！」

　普段は閉めっぱなしにしているカーテンを全開にし、窓を開けると、光と一緒に涼しい風が吹き込んできた。母親ですら不気味がって足を踏み入れない暗黒部べ屋やには、怪しげな品があふれ、町の片隅の古道具屋のように雑然としている。

　が、遥菜は部屋を見渡し、目を輝かせている。

「ねぇ、アユアユ、これはなに？」

「まりもだよ。これは養殖まりもで、水道の水でも育てられるんだ」

「ええっ、可愛かわいい」

「ねぇ、アユアユ、これはなぁに？」

「ラピスラズリのサークレットだよ。エジプトでは神の石って呼ばれていて、ファラオしか所有できなかったんだ」

「うわぁ、そうなんだ。アユアユって物知りだねっ」

　部屋を見たら引かれるのではないかと、ちょっと心配していたが、遥菜はなにを見ても珍しがり、歩がなにを話しても興味津々に耳を傾け、感心してくれた。

　なので、歩も明るい気持ちになり、ルーメのことを忘れかけていたとき。

「ねぇねぇ、アユアユ、これは？」

　魔法陣が描かれたピクニックシートを遥はる菜なが見下ろしていて、心臓がひやりとした。

「変わった模様だね」

「ただのピクニックシートだよ」

　と、歩あゆむはさりげなくそれをたたみ、背中に隠した。

　ルーメのさめた瞳ひとみが、また頭にちらつき出し、息が苦しくなる。

「アユアユ、これはー？」

　遥菜が、ベッドの脇わきに雑誌や専門書と一緒に重ねてあったカラフルな冊子を手に取る。

「げっ！」

　とたんに、ルーメのことも、地球の存亡のことも、頭から吹っ飛んだ。

「ま、待って！　はるるん、それは──！」

　やばい！　通販で購入した『マジカル・ミュンミュン』の、エロ同人誌だ！

「わぁ、『マジカル・ミュンミュン』だ。あたしもこのアニメ、好きだったんだ。これ、ミュンミュンの漫画本？」

「ダメだってば、はるるん！」

　慌てて奪い返すが、焦っていたせいで、手がすべって、同人誌を落としてしまう。

「あーっ、落ちちゃった」

　遥菜が腰をかがめて、同人誌を拾い上げる。が、すぐに「えっ」とつぶやいて、硬直してしまった。広げられたページには、ミュンミュンがあられもない格好で、あれこれしている絵が描かれている。

「うげっ！」

　遥菜は、まじまじとそのページを見ている。頬ほおがしだいに赤く染まってゆく。

「あ、あの……えっと……」

　歩は冷や汗が出てきた。教室と違う意味で大ピンチだ。

「す、すぐ捨てる！　今すぐ捨てるよ！」

　遥菜から同人誌を再び奪い返し、ゴミ箱に投げ入れる。

「僕にはもう、はるるんがいるから、こ、こここここんなもん、必要ないよ」

　遥菜はうつむいて、もじもじしている。うなじや耳まで赤い。

　気恥ずかしい沈黙が続いたあと、

「え……えっと」

　遥菜が赤い顔のまま、ためらうような小さな声で言った。

「あたし……アユアユに、お願いが、あるの……その、今、ちょうど二人きりだし……」

　歩はドキンとした。

　二人きりの密室でお願いって、もしかしたら！

　ごくりと唾つばを飲むと、遥はる菜ながすっとケータイを取り出して、

「前髪、あげて、アユアユ」

　歩あゆむの顔が、こわばる。

　遥菜が、おずおずと歩を見上げながら、

「みんなに、前髪あげたアユアユの写真を送るって、約束したの」

「嫌だ」

　答える声の険しさに、遥菜が目を見張る。

「絶対、嫌だ」

　顔も声も、どんどんきつく、冷たくなる。こんな声を出したらダメだと思っても、止まらない。

　遥菜が眉まゆを下げ、納得いかなそうに、

「なんで？　写真くらい、つきあってたらフツーだし。待ち受けにするのも顔がちゃんと映ってるほうがいいし。一枚だけ、ね？」

「一枚だけでも嫌なんだよっ！　顔出すの──……っっ嫌なんだっ」

「どうして？　アユアユの顔、見せて。彼女のお願いでもダメなの？」

　何故だか遥菜は思い詰めているようだった。歩のほうへ身を乗り出し、歩の目にかかる前髪を、強引に持ち上げようとする。

　遥菜の指が髪にふれたとたん、背筋を嫌悪が走り、歩はその手を、音がするほど強く振り払っていた。

「彼女なら、僕が嫌がることするはずないよっ！」

　遥菜の顔が、引きつる。

　歩は込み上げる嫌悪と恐怖で鳥肌が立ち、頭の中がぐちゃぐちゃだった。

　本当に、本当に、嫌なんだっ！　誰にも、見られたくないんだっっ！



　──司つかさくんはこんなに可愛かわいいのに。歩くんは……。



　──えー、あれが、司くんのお兄さん？　似てなーい。



　過去に投げかけられた、無遠慮な視線や言葉が次々頭に浮かんで、気持ちの制御がきかない！　遥菜のことは大好きなのに、前髪に触れる彼女の手に、震えるような嫌悪しか感じない！

　喉のどから、いびつな言葉が吐き出される。

「僕の顔を見て友達と笑いものにするつもりで、彼女のふりしてるんじゃないのかっ！」

　遥菜の顔が哀かなしそうにゆがんで、傷つけてしまったことがわかった。

　けど、もう取り消せない。

「ごめん……なさい」

　遥はる菜なが、のろのろと歩あゆむから離れる。

「ごめんなさい、アユアユ」

　泣きそうな目で謝っている。けど歩は優しい言葉をかけてあげることができない。もういいよ、気にしてないよ、と笑ってあげることができない。

　遥菜が好きなのに。大好きなのに。

　遥菜が歩の嫌がることをしようとしたことが、許せない。遥菜にひどいことを言ってしまった自分の狭量と未熟さが許せない。頭がズキズキ痛んで、傷ついた顔で謝る遥菜を見ていると、いろんなことに腹が立って、どんどん惨めになって、

「あたし……帰るね……。本当に、ごめんなさい」

　掠かすれた声でささやいて、部屋を出てゆく遥菜を引き留めることができなかった。



（どうしたらいい、はるるんを傷つけた）

　ベッドに仰向けに倒れ、顔をおおって、どれくらい過ぎただろう。部屋の中は、すっかり暗くなっている。

　メールで謝ればいいんだろうか。でも、なんて書いたらよいのか、わからない。電話をかけてもきっと、またきつい言葉で傷つけてしまう。

「……はるるんが、写真を撮らせてなんて、言うから」

　まだ人のせいにするのかと、情けなさが喉のどに突き上げる。奥歯を強く噛かみしめたとき、左手の薬指に、骨を貫くような激痛が走った。

「ッッ！」

　続いて、真冬に氷の張った水に手を突き入れたかのように指が冷たくなり、同時に、頭の中に、真っ暗な映像が流れ込んできた。

　不気味な赤い月。草が根こそぎ燃えつき、黒焦げ、ひび割れた醜い大地。半分焼け落ちた黒いマントにおおわれ、うつ伏せに倒れている青年。粉雪混じりの冬の突風が、彼の上を唸うなりを上げ、通りすぎてゆく。手も足も、麻ま痺ひして動かない。何故、自分は敗北したのか。果てのない絶望──闇やみの中に墜ちてゆく世界！　壊れてゆく地球！

「なんだ……これ」

　映像が消える。けれど起き上がった体は汗でびっしょりで、薬指の、どくどくとうねるような痛みは続いている。

　包帯をほどき、左の薬指を見下ろし、息をのんだ。

　昼間、学校のトイレで見たときは艶つやを帯びた鉛色だった指輪は、黒く錆さびついていた。それだけではなく、翼の部分にも輪の部分にも、細かなひびが入っている。

　息を止めたまま見つめていると、階段の下で玄関のチャイムが鳴る音が聞こえた。

　母親が「はぁい」と答えながら、そちらへ向かう足音がし、ドアが開く音が続く。

「えっ！　また歩あゆむの？　ええ……歩は二階の部屋に。歩！　歩！　お客様よ！」

　玄関は階段を降りてすぐのところにある。そこから母親が声を張り上げて、歩を呼ぶ。

　まさか遥はる菜なが戻ってきたんじゃ。

　黒ずみ、ひび割れた指輪が、薬指をどんどん冷やし、指先の感覚がなくなってゆく。階段をのぼる足音が近づいてくる。

　ノックの音がし、静かにドアが開いた。

　そこに背筋をすっきり伸ばして立っていたのは、さめた海色の瞳ひとみと、淡く輝く長い星色の髪の、未来から来た少女──ルーメだった。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　ベッドの端にしゃがんだまま動けずにいる歩のほうへ、ルーメは感情のまったく読めない表情で近づくと、歩の左手の薬指に視線を落とし、眉まゆ根ねを寄せた。

「遥菜嬢との恋は、残念な結末を迎えたようですね」

　黒くひび割れた翼を透明な瞳で見つめたまま、つぶやく。

「どうなってるんだ、この指輪は！　変な映像が頭に浮かんで──焼け焦げた地面に、黒いマントの男が倒れていて──あれは──……」

　ルーメが顔を上げる。その瞳に哀れみが浮かび、わかってしまった。

　あれは未来の光景なのだと。倒れていたのは、歩自身だと──。

「指輪は未来のヒズ・マジェスティの無意識の領域から、取り出したものです。なので、ヒズ・マジェスティが見たものや感じられたことが、わずかな間リンクしたのでしょう。指輪が黒くなったのは、アンチテーゼの状態にあるからです。ここまで変色してしまったらもう……」

　ルーメが憂いのにじむ眼まな差ざしで、続ける。

「指輪はじきに粉々に砕けるでしょう。それで、すべておしまいです」

　おしまい──という言葉に、心臓がぎゅっと縮まる。

（指輪をはずす、もうひとつの方法って……）

　掠かすれた声が、歩の唇から漏れた。

「おしまいになったら、どうなるんだ」

　ルーメが静かに答える。

「どうもなりません。これまでどおりの日常が続き、年が明け、三月十四日の夜、地球に接近したエウレカによって、過去のユア・マジェスティは強大な魔力を得て、最強の支配者の道を歩み──未来の地球とともに滅びるでしょう」

　怪しい呪まじないグッズであふれた、明かりのついていない部屋に立ち、淡々と語るルーメは、まるで歩あゆむに不幸な知らせを届けにきた、幻想世界の住人のようだった。

「それが、わたしが見てきた、そして、おそらく今あなたがごらんになった結末です」

　歩の喉のどが、小さく震える。

「はるるんは……？」

　世界があんな風にひび割れ、焼け焦げた世界で、彼女はどうなる？　生き延びるのか？　それとも……。

「わかりません。未来のヒズ・マジェスティのそばに、春すの坂さか遥はる菜なという女性は存在しませんでしたから」

　ルーメの言葉に、体が冷たくなる。

　未来の歩のそばに、遥菜はいない。

「なら……このまま僕とはるるんは、彼氏でも彼女でも、なくなるのか？」

　唇からこぼれる自分の声は、情けなく震えていた。



「それは、遥菜嬢の攻略が成功しても失敗しても、同じことです」



　ひややかな断言に、胸の奥がぎゅっとしめつけられた。

「どういう……意味」

「……」

「どういう意味だよっ」

　声を荒らげると、ルーメはまた淡々と語りはじめた。

「未来を変えるために必要なテーゼは五人分。五人の女性と同時におつきあいして、それを得るのは無理に思われました。なので短期間で効率よくテーゼを得るために、お互いの恋の数値が必要な基準に達し、テーゼを得たあと──または数値が基準を下回り、アンチテーゼの状態になった場合、リセットされるよう設定させていただいたのです」

「リセット……？」

「最初に戻って、別のお相手と、新しい恋をはじめるということです」

「それって……タイムループ？　時間が巻き戻るの……？」

「いいえ。時間の流れは変わりません。来年三月十四日にエウレカが地球へ接近するまでのカウントダウンは止められません。ただ相手の女性を含めて、過去のユア・マジェスティの周りのかたがたの記憶が消え、別の記憶に書き換えられるだけです」

「！」

　ルーメが事務的に続ける。

「この魔法は、過去のユア・マジェスティが潜在的に持っておられる魔力を、星の助力によって引き出し、行使されます。なので過去のユア・マジェスティの記憶は、そのまま継続されますし、先に得たテーゼが、失われることもありません」

　それ以外はささいなことだという口振りだった。

「でも……っ！　はるるんの記憶は、リセットされちゃうんだろうっ」



　──あたしとおつきあいしてください、永なが野のくん。



　はにかみながら手を差し出してきた遥はる菜なの姿が浮かび、叫ぶ歩あゆむに、ルーメが、

「はい」

　と、簡潔に答える。

「指輪が砕けた瞬間、リセットははじまります。過去のユア・マジェスティが遥菜嬢とおつきあいをされたという事実も、神社で遥菜嬢と七夜過ごされたことも、失恋した遥菜嬢と朝の電車で会って、声をかけたことも──おそらくは遥菜嬢に誘われて、ラクロスの練習を見学に行かれたことも──遥菜嬢の中では、なかったことになり、別の記憶に書き換わるでしょう。失恋をして辛つらかったけれど、自力で立ち直ったという記憶にでもなるのでしょうか……あるいは、失恋を引きずったままかもしれませんが。どちらにせよ、この数日の過去のユア・マジェスティとの交流は、すっかりリセットされるはずです」

（はるるんの中から、僕の記憶が消えてしまう。はるるんと僕がつきあったことが、なかったことになってしまう。はるるんと僕は、彼氏でも彼女でもなくなってしまう）

　目の前が、さっき見た未来の映像のように、黒く染められてゆく。

　あんなに頑張ったことや、そのあと、あんなに嬉うれしかったことも、あんなに楽しかったことも、全部なかったことになってしまう。

「一人目がアンチテーゼとなった今、残る四人のテーゼを得ても、未来のヒズ・マジェスティの敗北は避けられませんが」

　ルーメが、淡々とつぶやく。

（ならもう、ここでゲームセットにしてもいいんじゃないか）

　心が、すーっと冷たくなってゆく。

　テーゼとか、敗北とか、もともとどうでもよかった。あんな風に這はいつくばって、絶望でいっぱいになって死ぬのが自分の運命なら、それでいい。

（どーせ、はるるんからも、忘れられてしまうんだ）

　部屋に遊びに来てくれた遥菜に、ひどいことを言って、傷つけてしまった。謝りたくても謝れない。明日学校で遥菜と、どんな顔で会ったらいいのか、わからない。

　遥菜の記憶が消えてくれるのなら、ちょうどいいじゃないか。

　そうしたら、もう救世主なんて面倒なものにもならずにすんで、世界のことも未来のことも考えず、変わらない日常に戻れる。

（それでいいじゃないか、もう、じゅうぶんじゃないか）

　翼の形の指輪にまた、ぴしりとひびが走る。

　それと交差するように、また別のひびが。

（っっ、どーせ、なくしてしまうのに……っ、これ以上傷つきたくないっ）

　ここでじっと指輪が砕け散るのを見ていれば、全部終わる。そうだ、終わりにしよう！

　そのとき、淡々とした声が聞こえた。



「また、飲み込んでしまうのですか」



　ルーメが感情のこもらないさめた海色の瞳ひとみで、歩あゆむを見おろしていた。

「過去のユア・マジェスティは、いつも最後のひと言が足りません。さんざん考え込んで、なのにそうして引き出した気持ちを、言葉にせずに飲み込んでしまう。ご自分だけの心の中で消化してしまう」

　なにを言ってるんだ。勝手に目の前に現れて、世界を救う役目を押しつけて、困っていても手を貸してくれるわけでもなくて、なのに今さらなにを。

「けど、丑うしの刻参りを七日目までやり遂げようと、遥はる菜な嬢を誘われたときは、飲み込まれませんでした。ヘラクレイトスをパクった未来のヒズ・マジェスティのさらにパクりでも物もの真ま似ねでも、あのときあなたの口から出た言葉は、あなた自身の気持ちを伝えるものでした。だから遥菜嬢も、心を動かされて神社へいらしたのでしょう。電車の中で、失恋して落ち込んでいた遥菜嬢に声をかけたときも、そうでした。あなたは──飲み込まれなかった。遥菜嬢を心配し、口を開かれた」

　どこで、見てたんだよ。



　──万物は──流転するんだよっっ！　春すの坂さかさん！



　あんな恥ずかしいことを言っている、恥ずかしい僕を、どこで。

　遥菜を歩に恋させる魔法などない、それは歩自身が頑張らなければならないことだと、さめた目で告げて、協力なんて一切してくれなくて──けど、見ていた。

　見守っていた。

　そのことに胸が一杯になって、遥菜のために行動したときの気持ちや、それが遥菜に伝わったときの震えを思い出して、泣きそうになって──。

　指輪がまた、ぴしり！　と音を立てる。

　歩あゆむの心と同じように、黒くて歪いびつで、こんなにひび割れてしまった翼。

　歩が思ったことを口にせず飲み込むようになったのは、言葉にしても、恥ずかしい思いをしたり、傷ついたりするばかりだったからだ。

　けれど、それでもっ、僕は──。

　込み上げる涙で、喉のどがつまる。

　ルーメは沈黙したまま、歩を見つめている。

　黒ずみひび割れた指輪をはめたまま、歩はベッドから飛び降り、ドアを通り抜け、階段を駆け下りた。

　そのまま玄関のドアも開けると、月に照らされた道路を、自転車のペダルを踏んで、がむしゃらに走っていった。



　指輪が完全に砕けてしまう前に、遥はる菜なに会うために。








　　六章　僕が覚えている君のこと





　夜の国道を、自転車でまっすぐに進みながら、歩はケータイで遥菜に電話をした。

　息が切れてゼイゼイしていたせいか、電話に出た遥菜が小さく息をのむ気配がし、そのあとおずおずと、

『アユアユ……？』

　と確認する声がした。

　部屋で別れたときの、傷ついた哀かなしそうな顔を思い出し、胸にズキッと痛みが走る。

　とっさに言葉につまったが、

「い、今っ、はるるんの家に、向かってるっ」

　と必死に言った。

　遥菜が驚いて、

『ええ！　って、アユアユ、あたしんち知ってるの？』

「し、知らないっ」

　町名くらいは聞いているけれど、詳しい番地までは不明だ。

「だから教えてっ！　会いたいんだ！　今すぐ！」

　薬指にはまった翼の指輪に、細かなヒビが入るたび、ピシッという鋭い音が耳に響き、指が震える。

　時間がないのだ。

　遥はる菜なが歩あゆむの彼女でいるうちに、伝えなきゃいけない。

『あ、あたし今、家じゃなくて、お姉ちゃんのマンションで』

「そこどこっ」

『えっと……』

　遥菜がところどころつかえたり上擦ったりしながら、説明する。それを頼りに、自転車をひたすら走らせる。

　隣を車が何台も通り過ぎてゆく。自転車をこぎながらケータイで話しているなんて、他人がやっているのを見たら、『カッコつけてるつもりか、とっととコケろ』と念じるに違いない。

　けど、夢中だった。

　吹きつける春の風は、あたたかだが、強く激しい。歩の前髪を吹き乱し、視界が閉じたり開いたりと、めまぐるしく変化し、酔っぱらいそうだ。

　ガタガタ揺れる朝の電車で、頬ほおを輝かせて笑っていた遥菜を思い出す。



　──永なが野のくん、本当に今度、見学においでよ。



　警戒心がなくて、偏見がなくて、誰にでも親切で──親切すぎて、歩が浮かれて勘違いしてしまうほどで。

　だって、仕方がない！

　他人に優しくしてもらったのなんて、はじめてだったのだから。



　──おはよう、永野くん。



　あんな風に、まっすぐに顔を見つめて、朗らかな声で呼びかけてくれたのなんて、遥菜がはじめてだったのだから。

　遥菜だけだったのだから。

　それが歩に対してだけではなく、誰に対しても同じだなんて理性が働く前に、恋に落ちていた。

　通販で購入した恋が叶かなうペンで、女の子をその気にさせる香りつきのレターセットに、うんうん唸うなりながら、はじめてのラブレターを書いた。



『春すの坂さか遥はる菜なさんへ



　隣の席なのに、突然手紙を出したりして、びっくりさせてすみません。

　僕は、春坂さんのことが好きです。

　二年生になって、春坂さんと同じクラスになって、隣の席になってから、学校へ行くのが楽しくなりました。

　春坂さんは、僕に消しゴムを貸してくれたり、授業中、僕が先生にあてられて困っていたとき、こっそり答えを教えてくれたりして、とっても優しい人だと思いました』



　あのとき、本当に嬉うれしかった。

　遥菜が『使って』と、小鳥の形をしたピンク色の消しゴムを差し出した瞬間を、心の中で何度も繰り返した。

　数学の答えをノートに書いて差し出してくれた時間が、永遠になればいいと思った。



『春坂さんの笑った顔が好きです。

　明るくて、きらきらしていて、春風のようです。

　声も、朗らかで可愛かわいいです。

　特に、ラクロスの話をしているときの春坂さんは楽しそうで、ずっと聞いていたくなってしまいます』



　歩あゆむとは正反対の、明るいオーラ。

　周りの人を幸せにして、心をうきうきとさせる遥菜のそんな空気に、憧あこがれていた。



『春坂さんのことが、もっと知りたいです。

　春坂さんさえよければ、僕とおつきあいしてください。

　春坂さんが僕の彼女になってくれたら、僕は変われそうな気がします』



（そうだ、僕は変わりたかったんだ）

　遥菜が隣で朗らかに笑っていてくれたら、それは案外簡単なんじゃないかと思えたのだ。



『春坂さんと仲良くなれたら、嬉しいです。

　友達からでもかまいません。

　それでは、お返事待っています。

永なが野の歩あゆむ』　　　



　ドキドキしながら、薄紫の封筒を遥はる菜なの英語のノートに挟んだ。

　返事が気になって気になって気になって、授業中遥菜のほうを、何度も盗み見ては、目をそらし、胸を熱くした。

　春すの坂さかさんは、いつ手紙に気づくだろう。

　手紙を読んで、どう思うだろう。

　大丈夫、春坂さんも僕を嫌いじゃないはずだ。だって、あんなに楽しそうに笑ってくれるんだもの。

　それが、痛い勘違いでも。

　想像するだけで、胸がそれまで知らなかった甘酸っぱい気持ちでいっぱいになって、はじけそうに幸せだった。



（はるるんに恋した時から、僕はもうずっと幸せだったんだ）



　指輪にまた、ピシリ！　と亀き裂れつが入る。

　自転車のオレンジ色のライトが、暗い夜道を照らす。歯を食いしばり、汗だくで、遥菜の姉の千ち織おりのマンションに辿たどり着つく。

　まだ新しいオートロック式の近代的な高層マンションは、ロビーがホテルのように広々としている。

　入り口は自動ドアになっていて、その前に、ケータイを胸の前でぎゅっと握りしめた遥菜が立っていた。

　自転車にまたがった歩を見て、

「アユアユ！」

　と、必死な声で叫び、駆け寄ってくる。

　遥菜は歩の家で別れたときと同じ、制服のままで、目が少し赤い。それを見て、胸がきゅっとした。

　謝らなければならないことも、伝えなければならないこともたくさんあって、喉のどまで言葉がいっぱいで、なのに、いざ本人を目の前にすると、なにから話していいのか、わからない。

　遥菜も、なにか言いたそうに唇を小さく開いたまま、もどかしそうな目で歩を見つめている。

　マンションの自動ドアの前で、自転車にまたがった歩と、ケータイを胸の前で握りしめた遥はる菜なは、黙ったまま見つめ合っていた。

（なにか言わなきゃ）

　指輪が、ピシリ！　と鳴る。

　時間がない！

　早く！

　激しい焦りが、歩あゆむの喉のどから言葉を押し出した。



「乗って！　はるるん！」



「え」

　遥菜が目を丸くする。

「自転車の後ろ」

「で、でも、二人乗りは禁止って、アユアユが」

「いいからっ」

　歩の勢いに引ひき摺ずられるように、遥菜が、

「う、うん」

　と、うなずいて、後部座席にまたがる。

「しっかりつかまって。走るよ！」

「わわ、はいっ」

　遥菜が歩の腰にぎゅっと腕を回し、歩の背中に頬ほおを押しつける。その感触にまた胸がしめつけられて、思いがあふれて、



　──二人乗り用の自転車とか……あったかも。



　──本当！　じゃあ、約束。一緒に乗ろう。



　──指切りだよ、永なが野のくん。



　約束はもう、こんな形でしか叶かなえられないけれど。

　指輪に、また亀き裂れつが走る。

　背中に遥菜のぬくもりを感じながら、力強く自転車をこぎ出した。

　向かい風を切って、住宅地を走り抜け、広い道路に出て、そこをただただまっすぐ突っ走る。

　道路のすぐ脇わきが土手になっていて、生い茂る緑の草がほの白い月明かりに照らされて、ざわざわ揺れている。

　土手に並んだ、ごつごつした桜の木の枝に、花はすでになく、青々とした緑の葉をつけはじめている。

　春は、もう終わりなのだ。

　耳元で遥はる菜なの息づかいが聞こえる。

　遥菜の香りが、風にただよう花の香りのように、歩あゆむの鼻に流れ込んでくる。今日は切ない香りがした。

　亀き裂れつが増えてゆくばかりの、真っ黒な指輪をはめた指で、ハンドルを強く握りしめ、がむしゃらに自転車をこぎながら、歩は叫んだ。



「僕はっ、いつも自信がなくて──！　はるるんに前髪を上げてみせることさえできないヘタレで！　はるるんとは全然つりあってなくてっっ！　でも、はるるんが、彼女になってくれて、すごく──嬉うれしかったんだっ！」



　──永なが野のくん、あたしのこと、嫌いになったりしない？



　心配そうな上目遣いで、尋ねる遥菜。



　──永野くんが、彼氏やめるって言わなくて、よかった。



　プロレス観戦のあと『早めにバラしちゃった』と言って、本当に嬉しそうに、晴れ晴れと笑っていたこと。



　──永野くんも、あたしのこと、春すの坂さかさんじゃなくて、もっと彼女っぽく呼んでみて。



　──ひどいよ、みんな！　アユアユは、あたしの彼氏なんだからっ！　あたしが好きで、アユアユとつきあってるのに、アユアユの悪口言ったり、別れろとか言ったりしないで！



　──歩くんとおつきあいしています春坂遥菜です。よろしくお願いします。



　空想していたことが、現実になった！

　大好きな女の子が、彼女になってくれた！

　デートをして、一緒にごはんを食べた！

　甘い声で、名前を呼んでくれた！

　みんなに、歩あゆむは自分の彼氏だと、言ってくれた！



「本当に、はるるんは、僕にはもったいないほどの彼女で──はるるんが、つきあおうって言ってくれたのは、なにかの間違いなんじゃないかって心配で──それでも、はるるんが好きだがら、それを伝えたくて」



　隠したり、捻ひねくれたりせず、今、言わなければ。

　遥はる菜なが、歩の彼女でいてくれる今。

　薬指で、ピシリ！　と冷たい音がする。

　歩の腰に回された腕に、ぎゅっと力がこもり、遥菜が叫び返す。

「そんな……っ！　あたしなんかちっともモテないし。男の子に告白されたのだって、アユアユがはじめてだし！」

　ああ、なにを言っているんだ、この天然は。

　どれだけの男子生徒が、遥菜に恋していたと思っているんだ。遥菜を映画や遊園地に必死に誘おうとした男子が、『春すの坂さかさん、ラクロス部の練習で忙しいからダメだって。くそっ、振られた！』と、歎なげいていたのを知らないのか。

　遥菜が教室で交際宣言をしたとき、男泣きしている連中を見て、全然ピンとこなかったのか。















　そんな鈍感さや天然っぷりにあきれはてながらも、切ないほどの愛いとおしさが込み上げてくる。

　無む垢くでバカで、けど優しくて健やかで、まぶしくてあたたかい、憧あこがれて、憧れて、憧れた、歩あゆむの春風。

　歩の初恋の女の子。

　こんな素敵な子が、僕の彼女になってくれた！

　歩に手紙を突き返してきた遥はる菜なの友人たちも、遥菜の国宝級の素直さを心配して、遥菜を守っていたのかもしれない。なにしろ、放っておいたら、どんな大悪党にも笑顔で近づいていって、騙だまされても気づかなそうな、お目め出で度たい少女だから。

　遥菜を任せられる誠実な相手が現れるまで、自分たちが目を光らせていなければならないと思ったのかもしれない。

　だとしたら、彼女たちにも感謝しなければいけない。

　遥菜が、周りの男子たちの好意に気づかなくて、よかった。

　ラクロス部のコーチが、遥菜の恋心に気づかなくてよかった。

　遥菜が遥菜でよかった。

　誰かに感謝したことなんて、一度もなかった。

　でも、今だけは心からお礼を言う。

　神様、はるるんに会わせてくれてありがとう。

　お父さん、お母さん、僕に命をくれてありがとう。

　はるるんの友達も、ありがとう。

　長く続く土手道を自転車で走り続ける歩の視界がぼやけてゆくのは、乱れる前髪のせいばかりではない。

　鼻がツンとして、喉のどが痛い。目がうるんでいる。

　亀き裂れつが走りまくった指輪は、今にも砕け散りそうで──。

　胸を震わせ、歩は問いかけた。



「はるるん、世界が平和なまま、続いていったらいいと思う？」



　いきなりそんなことを訊きかれて、遥菜は戸惑っているようだった、けど、すぐに、朗らかな声が、あたたかな風と一緒に返ってくる。



「うん！」



　迷いのないまっすぐな、善良な声！

　歩あゆむは胸が、いっぱいになった。

　世界が滅べばいいなんて、もう言えない。絶対言えない。

　力一杯、叫んだ。



「はるるんが、大好きだ！」



「あたしもっ！　アユアユが大好き！」



　晴れやかな声で、即座に応こたえる。

　左手の薬指から、鋭い光が幾筋も放たれる。それが歩の目を突き刺し、目の前が真っ白になる。

「なに、アユアユ、なにか光ってる」

　遥はる菜なが驚く声がする。

　ぼろぼろにひび割れ、黒ずんだ、翼の形の指輪から放たれる光は、ますます強く鋭くなり、周囲の光景を消し去ってゆく。

　歩は自転車を止め、そこにまたがったまま、遥菜のほうへ振り向き、片手で遥菜を抱きよせキスをした。

　やわらかでしっとりした遥菜の唇の中に、歩の唇が沈んでゆく。ひとつにとけあってゆく。

　薬指が、カッ！　と熱くなり、あれほど引っ張ってもびくともしなかった指輪が、するりと指を離れ、まばゆい輝きを放ちながら、空高く飛び上がった。

　それはもう、黒ずんでもいなければ、ひび割れてもいない。磨き上げられた芸術品のようになめらかな白銀色をしていて、夜の闇やみを白く染めるほどの鮮烈な光を放っている。

　宙でぐるぐると回っていた指輪が光の粒をまき散らして砕け、そこから卵から雛ひながかえるように、白く輝く大きな二枚の翼が生まれる。

　光の中で、誇らしげに羽根を広げ、歩に向かって強く羽ばたき、心臓のあたりに飛び込んできて、そのまま体の中に吸い込まれていった。

　とたんに──春風が体の中を吹き抜けるような、あたたかな清すが々すがしい感覚とともに、歩の頭の中に、遥菜の姿や声が流れ込んできた。

　──あれ。数学のノートがない。

　──永なが野のくんが、お姉ちゃんから預かってくれたんだ。

　──あーっ、こっちのカップケーキ、焦げちゃってる。どうしよう、自分で食べようかな。そうだ！　永野くんにあげよう。昨日、ノートを預かってくれたお礼に。



（これって、はるるんの記憶？）



　きらきらした花びらのような光とともに、体の隅々まで吹き抜ける春の風！　それと一緒に流れ込んでくる映像に混乱しながら、ルーメが告げた言葉を思い出していた。



　──心がひとつに重なり、恋の数値が最大限にまで高まり、テーゼを得たとき、指輪は変化し、未来を救う力のひとつとなるでしょう。



　そのあとで、遥はる菜なの記憶はリセットされると、ルーメは言っていた。

　けど、違う！

　記憶は消去されるのではなく、歩あゆむの中へ取り込まれるのだ。未来を明るく照らす、最強の力になるために。

　場面が、めまぐるしく移り変わってゆく。

　──スーちゃん、永なが野のと口きくの、やめなよ。永野って、前髪長くてキモいじゃん。いっつも下向いてて、経文みたいなのブツブツ呟つぶやいてて、暗いし。

　──そんなことないよ。永野くん、話しかけると普通に答えてくれるよ。あの前髪は、きっとビジュアル系なんだよっ。ブツブツ言っているのは、歌詞の暗記をしてるんだよ。

　──スーちゃん！

　──あたし、永野くんって個性的でいいと思うな。だって二年生になって、クラスで一番はじめに名前を覚えた男の子って、永野くんだもん。

　──それは、隣の席だからでしょ～。

　──あ、そっか。えへへ。でも、きっとそれだけじゃないよ。

　心配そうな顔をする友人たちに、朗らかに断言する遥菜。

　みんなも永野くんと話してみればいいのに、などと言って、信じられなーい、とあきれられても、にこにこ笑っている。

　それから、コーチに失恋して、真っ赤な目をしてホームで電車を待つ遥菜。

　──朝練、サボっちゃった……。学校行くの嫌だけど、休んだら、みんなにどうしたのって訊きかれるから行かなきゃ……。コーチに失恋したこと、誰にも言えない。だって、コーチが部員をもてあそんで捨てたなんて噂うわさになったら、コーチは辞めさせられちゃうかもしれないし、そしたら、コーチにも部のみんなにも、迷惑がかかるもの。

　──コーチにちゃんと、結婚おめでとうございますって言わなきゃ。なんにもなかったふりをしなくちゃ。お姉ちゃん、どうしてこんなときに出張中なの。お姉ちゃんしか、話せる人いないのに。

　あの朝、電車の中で会った遥はる菜なが、相当に追いつめられていたこと。

　歩あゆむが、辛つらいときは我慢しないほうがいいよ、と言ったことが、遥菜の我慢の糸を断ち切ってしまったこと。



　──あたしに、丑うしの刻参りのやりかたを教えて。



　コーチの言動は、全部自分の勝手な勘違いだったと、遥菜もわかっていたのだ。

　それでも哀かなしくて悔しくて、直接コーチに文句を言ったりしたら迷惑がかかるから、丑の刻参りでもするしかなかったのだ。



　──遥菜ってば、失恋したばかりなのに楽しそうね。ひょっとして、新しい恋でもしてる？



　姉の千ち織おりに訊きかれて、真っ赤な顔で、手をぱたぱた振って否定する遥菜。



　──お、お姉ちゃんってば！　そんなんじゃないよ。ただ、五ご寸すん釘くぎ打ちながら叫ぶのがストレス解消になるってゆーか、あわわ、じゃなくて、カラオケ！　ヤケカラオケしてるの！　それで、永なが野のくんがつきあってくれて。

　──永野くんって、ノートを預かってくれた男の子？　ええっ、あの子とつきあってるの!?　でもまぁ、遥菜の好きそうな、ユニークそうな子ではあったわね。

　──つ、つつつつきあってるってゆーのは、そーゆー意味じゃなくて！　永野くん、すごく親切で、物知りだから。カ、カラオケの歌も、いっぱい知ってて。とにかく、永野くんは、あたしが失恋して落ち込んでたから、励ましてくれてるだけだからっ。いい人なのっ、すごく！　そ、そそそれだけだよっ。

　必死に言い訳する遥菜に、千織が微笑ほほえましそうに「はいはい」と言っている。

　次のシーンでは、喜びに頬ほおと目をきらきら輝かせ、千織に飛びつく遥菜の姿が見えた。



　──お姉ちゃん！　あたし、彼氏ができたの！　永野くんとつきあうことになったの！



　──やっぱりね。そうなると思ってたわ。

　──永野くん、あたしがつきあってくださいって頼んだら、生まれてきて良かったと思えるくらい、嬉うれしいって言ってくれたの！　あたしも、すっっっっごく嬉しいよー、お姉ちゃん！

　──うわーっ！　なになに！　高校生の男の子が、そんなキョーレツな台詞せりふを言ったの？　それは、くらっときちゃうわね。やるじゃない、永なが野のくん。

　日曜日のデートにどんな服を着ていったらいいかと、千ち織おりに真剣に相談する遥はる菜な。駅前広場で、わくわくしながら歩あゆむを待っている遥菜。熱々の五目海鮮丼どんをレンゲに載せて、ふーふー冷ましながら食べる歩を、嬉うれしそうに見つめる遥菜。デートの終わりに、遠ざかる歩の背中をこっそり振り向いて見送り、唇をほころばせて、ぴょんとスキップし、そのあと道を歩きながら千織にケータイで、デートの報告をする遥菜──。その想おもいが、その眼まな差ざしが、その笑顔が、歩の胸の奥に飲み込まれてゆく。



　──もしもしお姉ちゃん？　永野くん、あたしがプロレスファンでも、ネギ増しワンタン麺めんをスープまで完食しても、引かなかったよー！　今度、永野くんと二人乗りの自転車でサイクリングするんだ！　それで、明日学校で、恋人っぽく呼び合おうって約束したの。なんて呼んだらいいかな。



　──永野くんね、あたしが、永野くんの目の前で百回残念なことしても、好きでいてくれるって言ってくれたの。あたし、なんだかすごく……感動して、泣きそうになっちゃった。



　──不思議だね。一週間前は、永野くんのこと、こんなに好きになるなんて思ってなかったのに。今は会うたび、永野くんの素敵なところを発見して、ドキドキしちゃうの。それって、永野くんがあたしの彼氏になったからなのかなぁ。これから、もっと永野くんのこと、好きになっちゃうのかな。



　ケータイを耳にあて、はにかむ遥菜。

　遥菜が、歩とつきあうと言ってくれたのは、歩の気持ちを知らずに振り回して傷つけた、申し訳なさからだと思っていた。

　けど、ちゃんと遥菜は、歩を彼氏として好きになってくれていたのだ。歩への想いを心の中で少しずつ、重ねてくれていたのだ。

　そのことが、流れ込んでくる遥菜の記憶から、まぶしいほどに伝わってくる。



　──スーちゃんおかしいよ！　永野となんかつきあったりして。

　──そうだよ。だいたい永野って、あの前髪の下、どうなってるの？　スーちゃん、ちゃんと永野の顔見た？　あの下、のっぺらぼうなんじゃないの？　永野は妖よう怪かいで、スーちゃん、化かされてんじゃないの？

　仲良しの女の子たちからそんな風に言われて、頬ほおをふくらませて、

　──そんなことないよっ。アユアユは人間だもんっ。目だってちゃんとついてるもんっ！

　と、反論した。

　──じゃあ、携帯で、証拠の写真を撮ってきてよ。彼女ならできるでしょう。

　──いいよ。アユアユの、ちょーカッコいい写真を、みんなに見せてあげる。それ見て、アユアユのこと好きになっちゃっても、遅いんだからねっ。

　そう断言して。



（そうだったんだ……。だから僕の写真を、あんなに一生懸命に撮ろうとして。はるるんは、僕のこと、庇かばってくれていたんだ）



　遥はる菜なの真意に、胸がいっぱいになって、裂けそうになる。

　歩あゆむに撮影を拒まれて、彼女なら僕の嫌がることをするはずない、写真を撮るために彼女のふりをしているんじゃないかと暴言を吐かれて、遥菜は、歩の家を出たあと、うつむいて泣いていた。

　ぽたぽた涙をこぼしながら、千ち織おりのマンションへ行き、姉が帰ってくるまで、外の植え込みの横で何度もまばたきし、涙をぬぐい、肩をすぼめてうつむいていた。そうして、心の中で、何度も何度も謝った。



　──ごめんなさい、アユアユ。ごめんなさい。ごめんなさい。



（ごめん、はるるん、ごめん）



　歩も疼うずく胸の内で、繰り返す。

　僕が臆おく病びようで、傷つけた。本当にごめんっ！



　帰宅した千織に、遥菜が、お姉ちゃーんと飛びつく。

　──わっ、どうしたの、遥菜！

　──あ、あたし、振られちゃうかも。あたしが、アユアユの嫌がることしたからっ。

　──よしよし。なにがあったのか知らないけど、遥菜がこんなに反省してるんなら、ちゃんと謝れば、永なが野のくんもわかってくれるわよ。

　──ぐす、あたし、もうアユアユが嫌がることは絶対しないっ。アユアユが、のっぺらぼうでもいい。

　千織の胸でしゃくり上げながら、遥菜が言う。

　まっすぐな遥菜の想おもい。遥菜の愛情、遥菜のはにかみ、遥菜の切なさ、遥菜の幸福──。歩あゆむに関かかわる記憶のすべてが、歩の中にどこまでもどこまでも満ちてゆく。

　廻まわる世界。

　巡る記憶。

　心の中で羽ばたく、白銀の翼。

　そうして、



　──はるるんが、大好きだ！



　歩が自転車をこぎながら、そう叫んだとき。



　──あたしもっ！　アユアユが大好き！



　歩の背中で遥はる菜ながそう叫び返したとき。

　遥菜の顔に、これまで歩が見たどの笑顔より甘くとろけそうな、きらきらした笑みが広がっていたこと。

　その笑顔が歩の頭の中に、いっぱいに広がる！

　遥菜を守りたい。遥菜の未来が幸せならばいい！



（だから、僕は世界を救おう）



　はじめて歩が好きになった──はじめて歩を好きになってくれた大切な女の子が、この先も笑っていられるように。

　いつまでもいつまでも、健やかで平和なままいられるように。

　きみが僕を忘れても、僕はきみをずっと覚えているよ。

　それで、いい。それで、もういい。

　真っ白な世界に、七色にきらめく虹にじの橋がいくつもかかり、頭上に突き抜けるような青空が広がる。

　遥菜の笑顔のように朗らかで健やかで、晴れやかな光景が。

　虹の橋は輝きながら増え続け、周囲にピンクや黄色の花々が無数に咲き乱れ、爽さわやかな甘い香りがただよってくる。白銀の翼がその間を自在に飛ひ翔しようしてゆく。歩の心も翼に乗って高く舞い上がり、飛び回った。

　万物は流転する。

　頭が痺しびれるような歓喜と畏おそれとともに、体で、心で、実感する。

　魂の奥に取り込まれ、根付き、芽生えた、輝かしい命題【テーゼ】を。

　第一のテーゼは、恋は憧しよう憬けいであるということ。

　爽さわやかな憧あこがれは、空へ向かう翼を与えてくれた！

　はるかな高みから見下ろす光景は、どこまでも美しく、きらめいていて。

　ああ、世界が変わってゆく。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　気がつけば──河か原わらに立ちつくしてた。

　ルーメと最初に会った、あの場所だ。

　空気はひんやりと冷たく、空には青白い月が浮かんでいる。

　遥はる菜なの姿はどこにもない。

　土手の上に、歩あゆむの自転車がとめてある。

　視線を河原のほうへ戻すと、淡あわ々あわと輝く月光を浴びた草むらに、海色の瞳ひとみと星色の髪の少女が、静かに立っていた。

「未来は滅びから五分の一、救われました」

　感情のこもらないひっそりとした声で、ルーメが告げる。

　歩も静かにつぶやいた。







「僕は、救世主になる」
















　　　エピローグ





　歩あゆむのケータイから、遥はる菜なのアドレスは消えていた。

　それまでやりとりした履歴も、すべて──。



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　翌朝。

　いつものように、うつむきかげんに教室に入る。遥菜は自分の席で、女の子の友達に囲まれて、楽しそうに話している。

「えーっ、スーちゃんって、ラクロス部のコーチが好きだったの!?　い、意外だー！」

「うん。失恋しちゃったけどね。コーチ、結婚するんだって。高校時代からつきあっていた彼女と」

「そうなんだ……。大丈夫！　スーちゃんならきっと、すぐカッコいい彼氏ができるよ」

「よし、今日は放課後、カラオケボックスで、スーちゃんを慰める会をしよう」

「特製ジャンボパフェもオーダーしていいからね、スーちゃん」

「ありがとう。けど、なんでかな。そんなに落ち込んでないの。誰かが……励ましてくれたような気がして……えへっ、天使かな」

　友人たちに向けられた笑顔が、一点の曇りもなく晴れやかなことを確認して、安心するのと同時に胸が少ししめつけられながら、歩あゆむも自分の席についたとき。

　遥はる菜なが、歩のほうを見た。

「おはよう、アユアユ」

　歩の動きが止まる。

「え……アユアユって」

　ぼーっとする歩に、遥菜が不思議そうに言う。

「どうしたの？　前からずーっとそう呼んでたじゃない。って、あれ……いつからだったっけ？」

　首をひねり、「うーん」と考え込む遥菜の横で、遥菜の友人たちが、

「スーちゃんって、どうして永なが野のなんかと仲良いんだろうね」

「ホント、アユアユなんて呼んでるの、スーちゃんだけだよ」

　と、文句を言っている。

（全部消えたわけじゃなかったんだ……）

　遥菜の中に、歩と過ごした日々の記憶の欠片かけらは、残っている。

　そして、歩を取り巻く世界は、ほんの少しだけ形を変え、遥菜のくれたものも輝く白銀の翼になって、歩の心の一番深い場所に蓄えられている。

「春すの坂さかさんが、ぼくに親切にしてくれるのは、春坂さんが、すごくイイコだからだよ」

　おだやかに、さらりとささやき、歩は立ち上がった。

「やだ、アユアユってば」

　遥菜が頬ほおを赤らめる。

　遥菜に背中を向けて廊下のほうへ歩いてゆく歩の後ろで、遥菜の友人たちが、

「な、なに、今の……っ。永野のくせに、なんかイケメンぽい……」

　と、うろたえている。

　教室を出たところで、今度は芹せり乃のとひよりに会った。

　歩の顔を見るなり、芹乃は眉まゆをつり上げて、

「あーっ、永野！　あんたのせいで、あたしは演劇部の公演で、ノーギャラで砂かけばばあの役をやるハメになったのよ！　どうしてくれんのよっ！　って──あれ？　なんで、永野のせいなんだっけ？　ぅぅぅぅ、てか、理由なんて、どうでもいいわっ。とにかく全部あんたが悪いのよ！　って、ちょっとどこ行くのよ！　永野のくせに、あたしを無視するな──っ！」

　わめく芹せり乃のの横で、ひよりがつぶやく。

「永なが野のくん、今日は別の人みたいだねぇ」



　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇



　屋上で。

　清すが々すがしい気持ちで、五月の空を見上げていると、いつの間にかルーメが現れ、話しかけてきた。

「はるるん、とは呼ばれないのですね」

「呼んだら絶対に引きずるから。僕は『どーせ』が口癖のヘタレ野郎だから……きっと、次へ進めなくなってしまう」

　フェンスに手をつき、景色を見たまま、つぶやく。

　あの山の向こうには、海が広がっているという。

　ここからは、山しか見えないけれど……。

　流転する万物。

　その中央にただ一人、動かざる者として立つのは、哀かなしいことかもしれない……。

　地球を支配し、すべてを手に入れたはずの未来の歩あゆむが、愛することも愛されることもなく孤独だったように……。



「ユア・マジェスティ」



　感情のこもらない淡々とした声に呼ばれて、振り返る。

　淡く光る星色の髪が、春の終わりの風の中に広がっている。

　海色の瞳ひとみには、ほんのかすかにだが、笑みのようなものが浮かんでいて、唇もほころんでいて。

　しなやかな白い手が、制服のスカートの裾すそを、ぱっと撥ね上げる。

　スカートが、ほっそりしたウェストまで、軽やかにひるがえる。

　まっすぐにのびた白い足。

　あざやかなブルーの布地。

　微笑ほほえんでいるルーメ。



「わたしの今日の下着の色は、オーシャンブルーです」

















　きっとそれは、ルーメが歩あゆむに信頼を寄せはじめてくれたという証あかしなのだろう。

　だから、目を丸くしたあと、歩も口元をゆるめる。

「下着の色は、最低五夜は親密な夜を過ごした相手にしか、教えないんじゃなかったのか」

「特別です」

「僕もお返しに、今日のパンツの色を教えたほうがいい？」

「結構です。存じ上げておりますから」

　感情の読めない淡々とした顔つきで答えるのに、いつ、どこで見たんだとぎょっとしながら、胸に生まれた嬉うれしさは、消えなかった。

　少なくとも、変わらない記憶を抱き続ける存在が、自分の他にもう一人ここにいる。

　山しか見えない屋上で、爽さわやかな初夏の光と風を受けながら、歩は今一度、すっきりした気持ちで微笑ほほえんだ。



「さぁ、次へ行こう」








　あとがき



　プロットを作り、企画を提出したのは、八年前の夏でした。

　が、即座に没になり、その理由は「主人公が×××なのはダメ！」でした。

　最初の企画で歩あゆむは「×××の王様」を目指していて、ルーメは「あなたは優しく気高い×××になりなさい」と歩を教え導く、その道の達人で先輩だったのでした。

　ルーメと歩の設定以外、キャラの名前もエピソードも展開も、そのままです。

　主人公が×××なのは、どうしても道徳的にマズイということで、数年後、「×××の王様」部分を、「電車の哲学者」だったり「電車のセラピスト」だのに変えて、再提出したのですが、やってることは「×××」と一緒ということで通らず、またお蔵入りとなっておりました。

　そのさらに数年後に、「×××の王様」を「救世主」にして出版されたのが、この作品です。

　×××の部分になにが入るのかは、自主規制とさせてください（ヒントは電車です）。

「陵辱ものはダメです。描かいてくれる絵師さんが、見つかりません」とドシリアスな眼まな差ざしで言われてしまいましたが、本人は爽さわやかな青春恋愛ストーリーのつもりでしたので、「りょ、陵辱……！」と、面食らいました。実際、ストーリーも、当時とほぼ変わっていません。

　八年越しで企画が通ってからも、主人公の歩や一話のヒロインの遥はる菜なについて、歩の性格が××だとか、遥菜が××っぽいとか、ＭＦさん的却下事項が多々あり、初稿は却下の赤ペンで真っ赤っかでした。けれど、そこはこのままゆかせてくださいとお願いし倒しました。

　芹せり乃のについても、大却下をくらったのですが、本作の最後に二話の予告をつけていただくことで、初期のプロットのまま出すことができました。

　あとがきのあとに二話の予告ページがあるのは、そうした理由からです。

　なので、二話までは出ます。

　誰だれのエンドで終わっても悔いのないよう書いてゆきたいです。

　もし気に入ってくださったら、次の巻もどうかお買い上げください。ともにトゥルーエンドを目指しましょう。

　最後に、奈な月つきここ様。担当様に××すぎと言われた遥菜を、可愛かわいく描いてくださってありがとうございました。次の芹乃も、どうかよろしくお願いいたします。



















　著者

　今井楓人（いまい・かえと）

　　満員電車とダイヤの乱れが苦手です。

　　人混みが苦手です。



　イラスト

　奈月ここ（なつき・ここ）

　　『探偵オペラ　ミルキィホームズ』コミカライズ、『モテモテな僕は世界まで救っちゃうんだぜ（泣）』（このライトノベルがすごい！文庫）挿絵など多数手がける。

　　http://coconutbless.com/










救世主の命題テーゼ



著者名……今井楓人

発行者……三坂泰二
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